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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　第一話　孤こ独どくなる《魔ま王おう》の未来世界転生







　敗北が知りたい。

　いつしか俺は、そんな願いを抱いだきながら生きるようになっていた。

　神々に等しき存在とそれに与くみする者達から人類を解放するために、俺は人生の大半を費やしてきた。ゆえに我が人生は常に闘とう争そうと共にあり……

　軍を立ち上げて国を簒さん奪だつし、数多あまたの英えい雄ゆう達を屠ほふり、勢力を拡大し、神々を殲せん滅めつする。

　そうした道程の果てに。

　俺は、御お伽とぎ噺ばなしの怪かい物ぶつと同様、《魔王》などと呼ばれるようになってしまった。

　民衆やほとんどの配下達は、もはや俺のことを人間としては見てくれない。神々に代わる畏い敬けいの存在としてしか、見てはくれない。長き生の末に得たものは、孤独だけだった。

　だから、己の敗北を願うようになったのだ。無様に敗れる姿を見れば、人々は俺のことを自分達と同じ人間として認識してくれるようになるだろうと、そう思ったから。

　しかし念願は終ついぞ果たされず……俺を倒たおせるほどの敵が、いなくなってしまった。

　是ぜ非ひもなし。我が人生は詰つみの境地に至ったらしい。だが、望みは絶たれていない。

《魔王》・ヴァルヴァトスは最終的に、孤独な怪物へと堕おちて死ぬ。そんな運命を背負って生まれてきたのだろう。だがしかし、来世では別の運命を享きよう受じゆできるかもしれない。

　昔のように、友と笑い合って面白おかしく過ごす。そんな人生を歩めるかもしれない。

　孤独感に耐たえきれなくなった俺は、早速、転生用の魔ま法ほうを創造。配下達に遺書を書いて転生魔法を発動したのであった。




　……そういうわけで、おぎゃ～である。

　組み立てた術式の通り、俺は遠い未来世界で平均的なヒューマンに転生した。

　今の俺は《魔王》・ヴァルヴァトスではない。普ふ通つうの村人・アード・メテオールだ。




　さて。時が経つのは早いもので、生まれてから六年が経過した。

　さすがに普通の赤ん坊ぼうであるため、この六年でやれることは少なかった。言語の習得と魔ま力りよく増ぞう幅ふくの努力。この二つだけだ。普ふ遍へん的な子供として生まれたがゆえに、物覚えも戦せん闘とう力も普遍的である。そういった事情もあり、この六年は二種の努力に費やした。

　ゆえに、友達はまだいない。

　まぁ、今の俺は普遍的な村人である。ゆえに友達の一人や二人、いつかできるだろう。

　そのように高をくくっていたのだが──

　季節は巡めぐり、生まれ出でてより一〇年が経過した。……友達はまだいない。

　だが、これは致いたし方ないことなのだ。知識の吸収という、生きていくのに必ひつ須すな努力を惜おしまず行ってきた結果である。ゆえに、まったくもって仕方がない。

　言語をほとんど習得し終えた俺は、父の蔵書を読みふけり、この時代の知識を吸収し続けていた。人生においてもっとも重要なのは知ち恵えである。知恵を得るには多くの知識が必要だ。であるからして、数年間自宅に引きこもり、本ばっか読んできた俺は正しい。

　本日も家屋の中にある読書部屋へ赴おもむき、床ゆかに座り込こんで本を読む。

　前世での城に代わる我が家は普遍的な木造住宅である。さすがに城と比べれば極めて狭せまいものの、両親と俺、三人で住むには十分過ぎる広さと言える。

　床のひんやりした温度を尻しりに受けながら、俺は歴史書のページをめくっていく、と。

「ほら、やっぱここにいただろ？」

「アードちゃんはホントに本が好きねぇ～」

　開かれたドアの先から、両親の声が耳に届いた。父の名はジャック。母の名はカーラ。いずれも人種はヒューマン。両者共に結構な美形だが、そこを除けば普通の村人である。

「何か御ご用ようでしょうか？」

「いんや。別になんもねぇけどよ」

　ならば読書に集中させていただこう。

　……どうやら、俺が転生した時代は前世からおよそ三〇〇〇年後の未来であるらしい。

　俺の死後、統一していた世界は五〇〇年の時を経て無数の国家へと分ぶん裂れつ。群ぐん雄ゆう割かつ拠きよの時代が何度か続いたものの、今はある程度の平へい穏おんが訪れているようだ。

　しかし、《魔ま族ぞく》共は未だに存続しており、この世界に害をもたらしているようだが。

　ここ最近は特にその活動が目立つ。十数年前など、奴やつ等らの主にして前世における俺の宿敵、《外なる者達アウター・ワン》……この時代では《邪じや神しん》と呼ばれる連中の一ひと柱はしらを復活させたらしい。まさに未み曾ぞ有うの大事件だが……それを解決した連中がまた、規格外極まりなかった。

「大魔導士と英えい雄ゆう男だん爵しやく、か。《邪神》を三人で倒すとは、大したものだな」

　生前の俺ですら、奴等を一柱仕留めるのにかなり苦労した。それをたった三人で。

　彼等が規格外な存在であるだけでなく、この時代の魔法文明が極めて高レベルなものへと進化したことも大きな要因であろう。さもなくば、たかだか数人で討とう伐ばつできるほど《邪神》は弱い存在ではない。……と、考えている最中。

「あらあら、うふふ」

「なんつーか、くすぐってぇなぁ」

　おかしな反応を示す二人。なんだかよくわからんが、気にするようなものでもなかろう。

　俺は読書に集中したのだった。




　時の流れは早いもので、俺は一二歳となった。……友達？　そんなものはいない。

　いや、作りたいとは思っているのだ。そもそも、それが目的で転生したのだから。

　知識の吸収も十分したし、もうここいらで友達作りを、と、そう考えたのだが。

　他人が怖こわい。だから、話しかけることができない。

　もう俺は《魔王》ではないのだが、しかしそうであっても、人はよく知らない他者を拒きよ絶ぜつしやすい生き物である。話しかけた結果、「は？　何お前？」みたいな目で見られたり、「お前なんかと友達になんかなりたくねーよ」とか言われたらどうしようと不安になり、そもそも声をかけることさえできていない始末。

　……白状しよう。修行だの知識習得だのといった事こと柄がらは、全て言い訳であった。

　本当は不安と恐きよう怖ふでがんじがらめになり、身動きがとれなくなっていただけだった。

　前世では《魔王》と呼ばれ、神々にさえ恐怖を感じなかった俺だが、今は平民の子供に畏い怖ふを覚えている。……これは非常によろしくない。

　危機感を覚えた俺は、身近な人生の成功者達に友達作りのコツなどを聞くことにした。

　人生の成功者とは即すなわち、我が父母である。番つがいとなり、子を生なすという時点で、俺からしてみれば人生の成功者と断言してよい。……で、まずは父、ジャックに問い尋たずねた結果。

「友達の作り方ぁ？　ハハッ、そんなの簡単だぜ！　とりあえずボッコボコにブン殴なぐってから、お前も今日から友達だ！　って言や──」

「それは舎弟の作り方では？」

　続いて、母の回答はこちら。

「ん～。友達の作り方かぁ～。性奴ど隷れいの作り方なら知ってるんだけどぉ～」

「どんな人生歩んできたんですか」

　二人とも、人としてどこかがおかしかった。

　どうやら相談する相手を間ま違ちがえたらしい。そのため、我が家へ頻ひん繁ぱんに泊とまりに来る両親の友人にして子持ちの美青年エルフ、ヴァイスに相談を持ちかけたところ、

「僕ぼくもあまり友達は多い方じゃないんだけど……とりあえず、紳しん士し的な振ふる舞まいをするべきじゃないかな。分け隔へだてなく清せい廉れん潔けつ白ぱくな態度を取り続けていれば、きっと慕したってくれる人が出てくると思う。そしたら、その人に友達になろうと誘さそいかける、とか」

　うちの両親はヴァイスの爪つめの垢あかを煎せんじて飲むべきである。

　彼のアドバイスをもとに、早速、俺は友達作り作戦を決行したのだった。




　そして一ヶ月後。そこには笑顔で友達と走り回る元・《魔王》の姿が……

　ない。そんなもの、どこにもありはしない。

　むしろなぜか、避さけられている。ヴァイスの教え通り誰だれに対しても微び笑しようを忘れず、敬語で語りかけ、ありとあらゆる動作を無む駄だに洗練させて優ゆう雅がに振る舞っているというのに。

　慕ってくれる人どころか、声をかけてくれる人すらいねぇのである。なんでだよ。

　そういえばこの前、子供グループが陰かげで俺についてこんなことを話していたのだが。

「アードってさー、なんか変だよなー」

「変ていうかキモい」

「キモいよねー。キモいキモーい」

　久しぶりに世界を滅ほろぼしたくなった。……どうしてこうなった？




　さらに一ヶ月後。季節は夏である。暑い日々が続いているが、相変わらず俺の人間関係は真冬の如ごとく冷え切っている。それがもたらす精神的苦痛が原因であろうか、時折理由もなく涙なみだが出てきたり、頭の一部が円形にハゲたり……なんというか、非常によろしくない。

　なんかもう、友達なんて永遠にできないんじゃなかろうか。

　……腐くさっていてもしょうがないので、本日も日課を行うことにした。

「では母上。本日も行ってまいります」

「は～い。気をつけて行ってらっしゃい」

　家を出て、目的地である村近くの山へ向かう。魔法の修行が目的である。

　山に到とう着ちやく後、生おい茂しげった草花を踏ふみつぶし、あるいは搔かき分けつつ移動していく。

　さて。本日も友達ができない苛いら立だちを動植物にぶつけるとしようか。

　……などと考えた直後。

「きゃああああああああああああああああああああああ！」

　鋭するどい悲鳴が耳に届いた。声音からして、少女のものであろう。

　こんな平和極まる山中で、いったい何があればこんな悲鳴をあげるというのだろうか。

　とにかく現場へ急行しよう。まず探査魔法《サーチ》を発動し、対象者の位置を特定。

　続いて、転移魔法《ディメンション・ウォーク》を発動。悲鳴の主である少女の近くへと、己が身を転移させた。瞬またたき一つの時間で、景色が僅わずかに変化する。

「……えっ？　な、なにもないところから、いきなり出てきた……？」

　困こん惑わくの声を出したのは、愛らしいエルフの少女であった。

　背せ丈たけは一四〇セルチくらい。俺よりも頭一つ以上小さい。歳は同じぐらいだろうか。

　あどけなさが残る顔の造形は、まさに可か憐れんの極み。

　髪かみ色は煌きらめく錦きん糸しのような白銀。木々の隙すき間まから射し込む陽光を浴びて輝かがやくそれは膝ひざに届くほどに長く、毛先をリボンで結っている。

「グルゥアアアアアアアアアアアッッ！」

　少女に注目していると、視界の片かた隅すみで、彼女に悲鳴を上げさせた元げん凶きようが叫きよう声せいを放った。

　それは一頭の、見上げるほど大きな狼おおかみであった。血走った眼をこちらに向け、全身を総毛立たせて威い嚇かくしている。奴やつの敵意は完全にこちらへと注がれていた。

「に、逃にげなさいッ！　こいつはあたしが食い止めるからっ！」

　銀ぎん髪ぱつの少女が俺をかばうように前へと出て、狼の視線を一身に受ける。

　まるで恐おそろしい怪かい物ぶつから可か哀わい想そうな被ひ害がい者しやをかばい立てしてるような態度、なのだが。

「あのう。一つ、よろしいでしょうか？」

「な、なな、なによっ!?　は、はは、早く逃げなさいってばっ！」

「いや……何をそんなに怯おびえているのです？　相手はたかが犬いぬ畜ちく生しようではありませんか」

「はっ!?　た、たかが犬畜生!?　なに言ってんのよ、あんたっ!?」

「なにと言われましても。事実を申し上げただけですが」

　会話していると、狼が「グルル」と唸うなり……少女へと飛びかかった。

　俺は彼女を押しのけ、魔法を発動する。左掌てのひらを狼へ向けると、手先に魔ま法ほう陣じんが顕けん現げん。

　そこから炎ほのおが一直線に伸のびる。超ちよう高こう速そくで向かう線状の火か炎えんはすぐさま標的へと到とう達たつし、全身を焼き尽つくす。数秒後、消し炭となった狼がズシンという重量感ある音を響ひびかせながら倒たおれ伏ふせた。それを見つめながら、銀髪の少女は大声をあげる。

「……エ、エンシェント・ウルフを一いち撃げきでっ!?　し、しかも、《メガ・フレア》を無詠えい唱しようで発動したっ!?」

　なんだこの反応は？　さっきの一合に、驚おどろくところなどありはしないと思うのだが。

　あと、エンシェント・ウルフ？　さっきの狼が？　それはない。エンシェント・ウルフは強大な精せい霊れい達が住まう危険地帯、《神域の森》に生息する魔ま物ものだ。こんなところにいるわけがないし、そもそも奴等はあんな犬っころとは違ちがってそれなりに強い。

　あともう一点。この娘むすめは間違ったことを言った。

「先ほど使用した魔ま法ほうは《メガ・フレア》ではありません。ただの《フレア》です」

「……えっ？」

　だから、なぜ驚く？　本当にさっきの一撃を《メガ・フレア》だと勘かん違ちがいしたのか？

　ありえんだろそれは。何せ《メガ・フレア》と《フレア》の威い力りよくは桁けたが違うのだ。

　前者は火属性の中級攻こう撃げき魔ま法ほう。ひとたび放てば数百人は焼き尽くすことができる。

　それに対し、後者は初級の攻撃魔法である。ゆえに見間違うわけがない。

「……そ、そうねっ！　あ、あたしとしたことが、言い間違えたわっ！　あはははは！」

　なんだか無理やりな調子で笑い飛ばすと、彼女は上うわ目め遣づかいでこちらをジッと見て、

「と、ところであんたっ！　な、名前はなんていうのかしらっ!?」

「アード・メテオールと申します。以後お見知りおきを」

「そ、そう。あたしは、イリーナっていうんだけど……」

　彼女はもじもじと内うち股またを擦こすらせながら、やがてこちらに手を差し出し、言った。




「あ、ああ、あんたをっ！　あたしの友達一号にしてあげるっ！」




　俺はしばし、差し出された左手を見つめることしかできなかった。

　唐とう突とつな展開に、思わず固まってしまったのだ。

　しかし、やがて現状を冷静に受け止め……激しい喜き悦えつが、心の中に到とう来らいする。

　そして俺は、万感の思いを込めて、言葉を紡つむいだ。

「……私などでよければ、末永くお願いいたします」

　差し出された手を握にぎった瞬しゆん間かん、イリーナはビクンッ、と全身を震ふるわせ、数秒間、「これってマジ？　夢じゃなくて？」みたいな顔しながら片方の手で頰ほおをつねったりする。

　それから──彼女はパァッと顔を輝かせるように破顔した。

　愛らしい顔に浮うかぶ、太陽のような笑み。

　その顔に、俺は懐なつかしさを覚えた。……あいつによく似てるな、この子は。

　前世にて出会い、そして死別した、唯ゆい一いつ無二の親友に。

　もう一度、あいつに出会えたような気がして、俺もまた頰を緩ゆるめていた。




「あ、ところでイリーナさん。握あく手しゆを求める時に左手を差し出すのはいかがなものかと」

「えっ!?　な、なんかダメだった!?」

「えぇ。握手の時に左手を差し出すというのは、端たん的てきに言いますと……てめぇブチ殺すぞこの野や郎ろう！　と、言ってるようなものです」

「えぇっ!?　い、いや、その……わ、悪気はなかったの！　許してっ！」

　オロオロするイリーナちゃん。友達というか、娘ができたような気分だった。



















　　　第二話　元・《魔ま王おう》様、友達が出来てウッキウキ







　友達が作れなくて悩なやんでいた俺だが、好機は唐突に訪れた。

　そう、イリーナちゃんである。……ていうか、ちょっと唐突過ぎて実感が湧わかない。

　まぁ、友達ができる瞬間なんてものは往々にしてこんな感じなのだろう。

　なんにせよ、イリーナと出会って以降、俺の人生は煌めきを得た。

　一いつ緒しよに山に出かけて遊んだり、一緒に水浴びして遊んだり、一緒に同じベッドに入って寝ねたりなど……マジで毎日が幸せ。前世から引きずってた孤こ独どく感はすっかりと癒いえ、ただただ幸せな気持ちだけが心の中にはある。

　そして本日も、俺は元気に子供らしく、イリーナちゃんと野山を駆かけまわる所存。

　自宅にて彼女の来訪を待っていると……昼下がりのことである。

「うぉ～い、アードォ～！　これこれ！　これ見てくれよぉ～！　キャッホォウ！」

　イリーナちゃんではなく、鬱うつ陶とうしいテンションの我が親おや父じ殿どのが部屋にやってきた。

　その手には一ひと振ふりの長ちよう剣けんが握られており、美しい刀身が煌めきを放っている。

「ここ最近、剣けんが劣れつ化かしててさぁ！　だから思い切って買い換かえちゃったっ！」

　きゃっ、なんて言いながら全身をくねらせる親父殿。非常に気持ちが悪い。

「ほらほら、見てよアードくぅ～ん。スゲーべ、コレ？　超ちよう業わざ物ものだべ？」

　鬱陶しいテンションを維い持じしたまま、こちらに剣を差し出してくる。

　俺は柄つかを握にぎり、刀身をまじまじと見つめ……

「父上。残念ながら、出で来き損そこないを摑つかまされたようですね」

　ほへ？　なんて声を出し、首を傾かしげる父。どうやら彼には、モノを見る目がないらしい。

「この剣に付ふ与よされた特性は、【切れ味一〇倍】のみ。これでは手て抜ぬきもいいところでしょう。この素材であれば付ふ与よ術式の圧縮技術を用いることで、三種は付与が可能かと」

「…………えっ？　いや……えっ？」

　駄だ作さくを摑まされたことがよほどショックなのだろう。父がポカンとしている。

「ご安心ください。業物とまではいきませんが、普ふ通つうの剣に昇しよう華かすることは可能です」

　そう述べると、俺は剣に付与を行い、父へと手て渡わたした。

「……ちなみに、だけど。どんな特性を付与したんだ？」

「はい。【切れ味一〇〇倍】【火属性追加】【切れ味自動修復】の三種です」

　答えてからすぐ、父は近くにあった机へ剣を振ふるい、角を両断した。剣には火属性が追加されているため、切り落とされた角は燃焼しながら床ゆかに落ち、すぐさま消し炭となった。

　出来損ないを摑まされたことが相当頭にきているようだな。まぁ、今回はモノにあたってもしょうがあるまい。それぐらい、さっきまでの剣は酷ひどかった。

「……おい、マジかよ、コレ」

　刀身を見つめながら、ブツブツと呟つぶやく父。ふむ、よほど腹を立てているのだろうな。

　ともすれば鍛か冶じ屋やの親父のもとへと殴なぐり込こみを──

「ア～ド～っ！　あたしが来たわよ～っ！」

　かけかねん様子だが、もうどうだってよくなった。やりたきゃやるがいい。

　こちとらイリーナちゃんと遊ぶのに忙いそがしいのである。それ以外は些さ事じである。

　怒いかり心しん頭とうの父など捨て置いて、俺は玄げん関かんへと向かうのだった。

「お待たせいたしました」

「ううん、大だい丈じよう夫ぶ！　さ、行きましょっ！」

　俺の手を摑み、元気よく走り出すイリーナちゃん。その可愛らしさは本日も変わりがない。長く美しい銀髪。人形のように整った顔。透とう明めい感かんある純白の肌はだ。そして──

　薄うす手での白いワンピースから覗のぞくおっぱい。谷間。横乳。

　この子と友達になれてよかったと、切実に思える瞬間であった。




　さて。そんなこんなで、山に到とう着ちやく。

「あっ、そうだ。実はさ、パパに〝剣を新調したいから素材を集めてほしい〟って頼たのまれたんだけど……手伝ってくれない？」

「おやすい御ご用ようです。ちなみに、素材はどういったものをご所しよ望もうですか？」

「ん～っと、確か……【アルテマ・タイガーの大たい牙が×二】、【メテオ・スライムの体液】、【エンシェント・ボアの魔ま石せき×一】だったかしら」

　いや、そんな魔物、この山のどこにもいないのだが。どいつもこいつも超ちよう高こう難度冒ぼう険けん地にしか存在しない連中である。これは彼女の父親流のジョークだろう。

　だいたいコレだろうな、という魔ま物ものには目星がつくので、それを狩かることにした。

　それを簡単にこなした後。俺達は遊びを兼かねた〝経験値稼ぎフアーミング〟を実行する。

　山中のダンジョンに潜もぐってひたすら魔物狩り。一体を倒すごとに、自身の魔ま力りよく量が微び量りようながらも上じよう昇しようする。魔法の使い手たる《魔導士》が強くなるには、これが一番早い。

　およそ五時間ほどこもって経験値稼ぎフアーミングをした後、ダンジョンを出る。

　俺はまだまだ余よ裕ゆうなのだが、イリーナがバテにバテた。

　外へ出て小休きゆう憩けいをとる。……と、回復したイリーナがこちらを見て、

「ね、ねぇ、アード。あたしに、その……無詠唱のやり方を教えなさいよっ！」

　山中にて、イリーナがこんなことを言ってきた。

「これはまた異なことを。イリーナさん、貴女あなた以前おっしゃっていたではありませんか。無詠唱なんて三歳の時点でマスターした、と」

「そ、それは、その…………べ、別にいいでしょっ！　そんな昔の話はっ！」

　顔を真っ赤にして、涙なみだ目めになりながら叫さけぶ。この様子から察するに、噓うそをついたな。

　本当は無詠唱ができないのか。

「まぁ、よろしいでしょう。ただイリーナさん。無詠唱について語る前に……そもそも魔法とはいかなるものか、お聞かせ願います」

「ふふん！　簡単よ、そんなのっ！　《魔王》様が創造したルーン言語！　それで作られた魔法術式を詠唱して、魔力を消費することで発動するパワー！　それが魔法っ！」

　正解でしょ？　だから褒ほめていいのよ？　ていうかむしろ褒めて！　わんわん！

　みたいな顔をしながらこちらをチラッチラ見てくる。

　そんな期待に応えて、俺は彼女の頭を撫なでながら褒め言葉を送ってやった。

「ふへへへへ……！　ま、まぁ、あたしだからね！　当然よね！」

　得意げな顔して大きな胸を張るイリーナちゃん、マジ可愛い。しかし、

「ではイリーナさん。詠えい唱しようとはそもそもなんですか？　なぜルーン言語でなければいけないのですか？　ルーン言語と魔ま法ほうの関係性についてはご存じですか？」

　これにはイリーナも口ごもってしまった。まぁ、答えられなくて当然だ。何せ教本はそこまで突つっ込んだ内容を記していないからな。もっと言えば、教本に記されている内容は下級魔法どまり。しかも、前世の時代よりも遥かに弱体化された術式が掲けい載さいされている。

　これは民衆に大きな力を与あたえぬための措そ置ちだろう。この国の為い政せい者しやはよほど民衆に力を渡わたしたくないらしいな。掲載されている呪じゆ文もんの弱々しさからして、かなり民衆を恐おそれていると思われる。おそらく、強力な術式は貴族達が独どく占せんし、一子相伝で伝えているのだろう。

「よろしいですか、イリーナさん。魔法というものは、ひとえに魔ま法ほう陣じんの構築によって成される業です」

「魔法陣の、構築？」

「その通り。そして詠唱とは、陣じんの内容、術式を読み上げることで陣を構築する方法です。それをやったうえで陣に魔力を流し込む。これが魔法発動のプロセスの一つ、ですね」

　俺は人差し指を立てながら、説明を続行した。

「陣の構築は詠唱だけでなく、脳内に陣そのものを鮮せん明めいにイメージするだけでも可能です」

　指先に《フレア》の魔法陣を顕けん現げんさせる。それをイリーナに見せながら、

「この魔法陣を脳内に思おもい浮かべつつ、魔力供給のイメージをしてみてください」

「わ、わかったっ！」

　頷うなずき、掌てのひらを天へ突き上げるイリーナ。次の瞬間──

　彼女の掌の先に陣が現れ、そこから小規模な炎えん柱ちゆうが一直線に伸のびた。

「わっ！　わわっ！　できた！　できたわ！　無詠唱っ！」

　無む邪じや気きに喜ぶさまがなんとも可愛い。心がほっこりする。

「やった！　やった、やったっ！」

　よほど嬉うれしかったのだろう。何度も何度も、無詠唱で《フレア》を放つイリーナ。

　その姿に俺は……ほっこりすると同時に憐れん憫びんを覚えた。

　魔法の威い力りよく、効力というのは、法陣に対する魔力供給の量によって変動する。

　通常、《フレア》に対する一いつ般ぱん的な供給量を一〇〇とするなら……イリーナのそれは、二〇かそこらだろう。ゆえに彼女が放つそれは普通よりもずっと弱い。

　おそらく、イリーナの魔力量は平均値よりも遥かに低いのだろう。

　即すなわち、才能がない。だから今後、彼女は手ひどい挫ざ折せつを味わうだろう。さりとて……

「やった！　やった！　これでアードとおそろいだわっ！」

　……たとえどんなことがあろうとも、俺はこの子を支えると決めている。

　どんな悲しみだろうと、どんな苦しみだろうと、俺が一緒になって背負う。

　何度挫折しても、そのたびに手を引っ張って、起き上がらせてみせる。

　それが、友達というものだから。







　イリーナちゃん（マジ天使）との日々は流れるように過ぎていった。

　そんなこんなで、俺も一五歳である。前世でもこの時代でも、一五歳となれば立派な成人であり、職業選せん択たくを含ふくめた人生設計をし始める年とし頃ごろだ。その点については、うちの親やイリーナの親も重々承知しており──

　本日、我が家でイリーナの親も交え、進路相談の会議を開く予定である。

　さて現在、時刻は夜九刻。空は闇やみ色に染まり、黄金こがね色の月が地上を照らし、虫達による合唱が耳に心地良い。そんな時間に、ノックの音が響ひびいた。

　両親の代わりに俺が来客を出で迎むかえる。その相手は──

「こんばんわっ！　アードっ！」

　夜だろうと関係なく元気はつらつなイリーナと──

「やぁ、アード君。こんばんわ」

　白はく髪はつの青年エルフ、ヴァイスである。イリーナは彼の娘むすめさんであった。

　二人と共にリビングへ移動し、皆みなで食しよく卓たくを囲むと、まずは食前のお祈いのりを行う。

「我等が神祖、《魔ま王おう》・ヴァルヴァトス様と、女王陛下のお恵めぐみに感謝いたします」

　この時代では、俺を主神とした宗教が全世界に根付いているのだが……非常に複雑だ。

　女王はともかくとして、自分に対しなぜ感謝の念など捧ささげねばならんのか。

「さ、辛しん気きくせぇお祈りも済ませたし、食え食え。今日も美う味めぇぞ？　アードのカレーは」

「わ～いっ！　いっただっきま～すっ！」

　もくもくとカレーをかっこむイリーナちゃん。食いしん坊ぼうなところも可愛らしい。

「うふふふ。イリーナちゃんは相変わらず可愛いわねぇ～。お母さんにそっくりだわぁ。……あぁ～、快楽責めしたぁ～い……」

　危ない発言をする危ない顔した危ない我が母者のことなど目もくれず、イリーナはカレーに舌した鼓つづみを打っている。……ちなみに彼女の母親についてだが、詳くわしいことは知らない。この場に出席していないということからして、なんとなく察しはつくが。

　さて。主にイリーナちゃんのおかげで楽しい食事の最中。

「もうそろそろ、話をしようか」

　ヴァイスがスプーンをテーブルに置きつつ、こう切り出してきた。

　その中性的な美び貌ぼうには柔にゆう和わな微笑が浮うかんでいるものの、瞳ひとみには真しん剣けんな光がある。

「まずアード君。君はこれから、どうしたい？」

「そうですね……やりたいことはいくつかありますが、目下達成したい目的はと問われたなら……友達を一〇〇人ほど作りたいですね」

「はは。君はなんというか、本当に読めない子だね」

　なぜだか苦笑しつつ、ヴァイスは続いて、イリーナに水を向ける。

「君はどうする？　本質的な将来は、既に確定しているけれど、そこに至るまで、まだまだ時間的余裕はある。その間、君はどうしていたい？」

「う～ん……まぁ、とりあえず、その……ア、アードと一いつ緒しよにいたい、かな」

　照れくさそうに紅い頰ほおを搔かきながらそっぽを向く。イリーナちゃんマジ可愛い。

「うん。二人の気持ちはわかった。となるとやはり」

「魔法学園へ入学するのがベストだわな」

「アードちゃんのやりたいことにピッタリだし、イリーナちゃんの願いも叶かなうしね～」

　学園。その単語を聞いた瞬しゆん間かん、俺はズキリと胃の痛みを感じた。

　友達作りがしたけりゃ学園に通うのがもっとも手っ取り早い。かつて前世でそう考えた俺は、外見を普ふ遍へん的な醬しよう油ゆ顔に変え、経歴を偽いつわり、学園に入学したことがある。

　正体を隠かくし、別人として生きれば友達ができるのではと考えた末の行動だったのだが……学園内にて、俺は見事に孤こ立りつした。ていうか、いじめられてた。

《魔王》とか呼ばれてるくせに、下々の連中にいじめられてた。

　ちょっと授業中、用を足しにトイレへ行っただけなのにウンコマンというあだ名を付けられて笑いものにされたり、心ない連中に机や教本を汚よごされたりして……結局、一年程度で自主退学した。そういうわけで、学園というのは俺にとってトラウマの宝庫なのだが。

「魔法学園っ!?　なんだか楽しそうねっ！」

　目をキラキラと輝かがやかせているイリーナちゃんを前にして、まさか入学したくないとは言えぬ。守りたい、この笑顔。ゆえに俺は。

「異存はございません。イリーナさんと共に魔法学園へ入学いたします」

「うん。それがいいよ。きっと友達もたくさんできるだろうし……特にアード君。君にとっては常識を学ぶいい機会だと思う」

　常識？　そんなの誰だれよりも理解しているつもりだが。何せこちとら元・《魔王》である。ありとあらゆる常識・マナーを習得していなければ外交などできはしない。

　まぁ、ヴァイスにとっては俺もまだまだ単なる子供、という認識なのだろう。

　ここは素直に頷いてから……別の話題を切り出す。

「ところで。入学するのはいいとして、我々にそうした資格があるのですか？」

「うん？　資格、とは？」

「魔法学園について、私はよく存じ上げませんが……平民が入学を許されるような場所、なのでしょうか？　お貴族様専用の学び場という印象が強いのですが」

「その点については問題ないよ。一昔前は今以上に貴族の平民蔑べつ視しが強くてね。学費の高さなどもあって平民は魔法学園に入学できなかったんだけど、今はそうしたこともなく、学園は広く門戸を開いてる。……というか、君達が入れない場所なんてどこにもないよ」

「──？　それは、どういった意味ですか？」

　首を傾かしげる。と、ヴァイスもまた同様に小首を傾げ、

「……なぁ君達、この子に何も話してないのか？」

　我が両親を見やりながら、問いを投げた。

「いやぁ、なんつーかよ。人の武勇伝聞くのは好きだが……」

「自分のことなんて語りたくないのよね～。なんだか恥はずかしいし」

　照れ笑いを浮かべる二人に、ヴァイスはため息をついた。

　それから彼は、俺のことをジッと見み据すえて、

「いいかい、アード君。これから語ることは、正しよう真しん正しよう銘めいの真実だ」

　そのように前置いてから、ヴァイスは……衝しよう撃げき的な内容を口にした。

「君の両親はね、かの名高き大だい魔ま導どう士し様。そしてこの僕は、恥ずかしながら英えい雄ゆう男だん爵しやくと呼ばれている。要するに、君の親も僕も、特別な存在というわけさ」

「えっ」淀よどみなく紡つむがれた情報に、俺は思わず間の抜ぬけた声を発していた。

　ヴァイスの表情には、冗じよう談だんの気など微み塵じんもない。彼の発言は事実とみて間ま違ちがいなかろう。

　……少々、現状は気に食わないものであった。

　俺は特別な存在になるということを、自分でも引くぐらいに拒きよ絶ぜつしている。

　過去、《魔王》と呼ばれるほど特別な存在になったことで、様々なものを失ったからだ。

　特別な存在になるというのは、孤こ独どくになることと同義なのである。それを知っているがゆえに、俺は特別であることを嫌きらうし、そうなることを避さける。

　しかし、過ぎてしまったことはもはやしょうがない。大魔導士の息子という立場、遺い憾かんではあるが受け止めよう。幸いにも、書物によれば父母は突とつ然ぜん変へん異い体である。

　突然変異体とは、種族の限界を超こえた異常な才能を持って生まれた者達の総そう称しようだ。

　彼等の才覚は一代限りで、次世代に受け継つがれることはない。それだけが救いである。

　親が特別でも俺は特別ではない。ゆえに……再び《魔王》と呼ばれることにはなるまい。

　以降、会議は穏おだやかに過ぎていき、大きく揉もめることもなく終しゆう了りよう。

　そして、食事も終わりに近づいた頃ころ。

　ヴァイスがこちらを見て、真剣な面持ちで口を開いた。

「……学園でも、イリーナのことをよろしく頼たのんだよ、アード君」

　親としては当然の言葉、なのだが。なぜだろう？




　ヴァイスの顔には、必要以上の緊きん張ちようと不安が張り付いていた。










　　　第三話　元・《魔王》様、友達一〇〇人作るべく学園へ







　一週間後。俺とイリーナは親への別れの挨あい拶さつを済ませ、馬車へと乗り込こんだ。

　そして数日の旅路を経て、俺達は王都・ディサイアスに到とう着ちやくした。

　王都の様相は、やはり古代世界とは大きく異なっている。

　まず、壁かべや門が存在しない。前世の時代では都市＝城じよう郭かく都市という認識であったのだが、この時代は違ちがうらしい。まぁ、この国が特とく殊しゆなだけかもしれんが。

　巨きよ大だいな都市が平野の只ただ中なかにドンと配置されていて、それを守るための門や壁がない、という有様は、俺にとって非常に新しん鮮せんなものであった。そんな王都ディサイアスの入り口にある馬車降り場で、籠かごから降りて御ぎよ者しやに礼を述べた後、俺達は王都の景観を眺ながめた。

「ほう……これはこれは、見事なものですね」

　まるで異世界に来たような気分だった。王都の景観は、村のそれとはまるで別物だ。

　俺もよく知る石造りやレンガ造りの建造物もチラホラ見られるが、しかし、そのほとんどがどういった素材で、どのような建築技術で成り立っているものなのか見当が付かない。あの雲を貫つらぬかんとする巨大な建物など、古代世界では想像もつかぬものだ。

　こういうのが、転生の醍だい醐ご味みというやつなのだろうな。

　さりとて、いつまでもこの光景に見とれているわけにもいかない。

　これから件くだんの魔ま法ほう学園の長に挨拶をしにいく予定である。まさかそれをすっぽかすわけにもいかないので、俺達は隣となり並んで歩き出した。

　活気溢あふれる大通りを行く。左右には道を挟はさみ込むように多種多様な建造物が並び、石いし畳だたみで舗ほ装そうされた道を、人々が陽光を浴びながら踏ふみしめる。

　学園までの道のりは、平へい穏おんそのものであった。

　……野や郎ろう共の下げ卑びた視線が、イリーナちゃんに刺ささり続けていることを除けば。

「なんだあの子、すげぇ可愛い……声かけてみようかな？」

「やめとけよ、学園の制服着てるってこたぁ、お貴族様か富ふ豪ごうかのどっちかだぜ」

「まさに高たか嶺ねの華はなってやつだよなぁ」

　野郎共がヒソヒソと話す通り、イリーナと俺は学園の制服を着用している。

　まだ入学したわけではないが、内定者ということで学園側から送られてきたのだ。

　男子用のそれは特筆する点がどこにもない。ただ、女子用のそれは……

　露ろ出しゆつ度どが、高いのである。

　ゆえにイリーナちゃんの健康的な太ももや、形の良い巨きよ乳にゆうが大だい胆たんに露出しており、彼女の最高に愛らしい外見も相まって、一〇人中一二人が視線を送りつけてくるというわけだ。

「ふふん！　皆みな、あたしに夢中って感じね！」

「えぇ。イリーナさんの美貌に振ふり向かぬ方が無理というものでしょう」

　表向き穏やかに返してはいるが、内面では腸はらわたが煮にえくりかえりそうだった。

　ウチの娘むすめに下げ劣れつな情じよう欲よくを向けるなど、万死に値する重罪である。

　こうなればこちらも半はん裸らとなり、イリーナに向けられた視線を独どく占せんしてやろうか。

　半ば本気でそう思った矢先。

「るっせぇな！　たかだか野の良ら猫ねこブッ殺しただけだろうが！」

　剣けん吞のんな声に、俺とイリーナは同時に足を止めた。

　何やら面めん倒どう事の匂においを感じ取りながら、声の方へと目を向ける。

　大通りの隅すみ、建物の壁へき面めんに、ガラの悪いオークの男達と……

　彼等に囲まれた、一人の美しい少女の姿があった。

　年の頃は一八かそこら、だろうか。背せ丈たけはイリーナよりは低い。

　これといった身体的特とく徴ちようや雰ふん囲い気きもないので、人種は俺と同様ヒューマンか。

　目を引くのは、やはりその容姿と格好。彼女の顔立ちはまるで人形のように精せい緻ちで、欠点がどこにもない。長く美び麗れいなプラチナブロンドの髪かみが、その容姿に神々しさを加えている。

「……キミ達は、そのたかが猫ねこよりもよっぽど無価値な存在だと思うけどね」

「あぁッ!?　んだと、コラァッ！」

　殺気立つオーク達。……これはもう、話し合いで解決できる空気ではないな。

「助けなきゃっ！」

　前に出ようとしたイリーナを、俺は手で制した。

「お待ちなさい、イリーナさん。貴女あなたはこの場で静観なさい。ここは私が出ます」

　この子は俺の友人にして教え子である。ゆえに戦せん闘とうの心得がある。とはいえ優れた頑がん強きよう性を誇ほこるオークを複数相手どって、スマートな決着を付けられるほどのレベルではない。

　よって、ここは不ふ肖しよう、元・《魔ま王おう》、現・村人の俺が出張ることにした。

　イリーナを納得させると、俺は集団のもとへ向かい──

　手近なオーク男一人の後頭部に拳こぶしを叩たたき込み、一発で昏こん倒とうへと追い込んだ。

　不意打ちに対し、相手集団は全員、頭が真っ白になったような顔をする。

　そうした隙すきを突ついて、さらに手近な者達へ打だ撃げきを加えていく。

　顎あごへ掌しよう打だ。股こ間かんへと前蹴げり。二発の打撃で二人を倒たおす。残りは立ち並んだ三人。

「なんだ、テメェはッ！」

　激げき昂こうした様子で、彼等はこちらへ接近しようと体に力を入れるが……

　それよりも早く、こちらが踏み込んでいた。一いつ瞬しゆんで間合いを詰つめる。そうして立ち並んだ三人の頭部へと次々に打撃を叩き込み、全員を地面に転がした。

「ご無礼」短い一言を彼等に放った後、俺は少女を見やり、声をかける。

「お怪け我がはありませんか？　お嬢さんレデイ」

　少女は目をぱちくりさせた後。

「あぁ。キミのおかげで、ね。先刻の戦い振ぶり、実に見事だったよ」

　ニッコリ微笑ほほえむ少女。その横に、いつの間にかイリーナが立っていて。

「そうでしょ！　凄すごいでしょ！　アードはあたしのお友達なんだからっ！」

　俺が褒ほめられたことを我がことのように喜ぶイリーナちゃん。その姿はマジ天使。

「うん、本当に素晴らしいよ。少年、キミがさっき見せた強バ化フの魔法、アレは本当に大したものだった。相手方を薙なぎ倒すさまを見て、思わず歓かん声せいを──」

「畏おそれながら。私は先ほどのやり取りで魔法の類いを一切使っておりません」

「えっ？　……いやいや、冗談だろ？　キミ、ヒューマンだよね？　ヒューマンがオークを素手で倒すなんて、そんなの不可能だよ」

　信じられない、という顔をする少女に、俺は微笑しつつ首を横に振った。

「力の込め方、打撃を加える場所とタイミング。それらを工夫すれば造作もございません」

「い、いや、でも。さっきの踏み込みなんかは、ヒューマンの限界を超えてるようにしか」

「それもまた、工夫にございます。地面に転がっているこちらの方々は魔法の心得を持たぬ素人と見受けました。そうした手合いに魔法の行使はやや大げさと考えましたので、今回は無手の技わ術ざのみで対応させていただきました」

「へぇ……」

　少女の瞳ひとみが、スゥッと細くなる。瞬しゆん間かん──

　ゾクリと、寒気が走った。

　なぜ？　この相手にそうした感覚を味わう要因はないはずだが。

　疑問に思っていると、少女は俺の背中をバシバシ叩きながら、

「ハハッ、キミは実に凄い奴やつだな。気に入ったよ！」

　それから、彼女は別の話題を切り出した。

「ところでキミ達、その制服を着ているということは、魔法学園の生徒かい？」

「いえ、まだ入学前の身です。こちらのイリーナさんも同様、ですね」

「ふむ。あぁ、そういえば。今年は二人、合格内定者がいると聞いたのだけど、キミ達のことだったのか。なるほど、キミ達であればなんの文句も出ないな」

「……貴女は学園の関係者、ですか？」

「その通りさ。今年から講師になったんだ。それも、史上最年少のね」

　どんなもんだいとばかりに得意顔となりながら、大きな胸を張る。

　それから少女は自己紹しよう介かいをしてきた。

「ボクはジェシカ。ジェシカ・フォン・ヴェルグ・ラ・メルディース・ド・レインズワース。侯こう爵しやく家の三女だけれど、肩かた肘ひじ張はらずに接してほしいな」

　ニコニコと明るい笑みを浮うかべながら、積極的に握あく手しゆを求めてくる。

　そんな彼女に応えながら、俺達も自己紹介。

「アードくんに、イリーナくん、だね。ボクも学園に用事があるから、一いつ緒しよに行こうか」

　俺達は並んで目的地へと赴おもむき、学園の門をくぐって校庭へと入った。

　ラーヴィル国立魔法学園は国内最大にして最さい先せん端たんの学び舎である。その敷しき地ち面積は外見から想像できる以上に広々としており……俺とイリーナは校舎の巨大さや校庭の広さに圧あつ倒とうされた。そんな俺達に、ジェシカがクスリと笑う。

「ま、三日もすりゃ慣れちゃうだろうさ。……ボクは職員室に用があるから、ここでお別れだね。次は生徒と講師として会おう」
















　じゃあね、と明るく言葉を紡つむいで、彼女は手を振りながら去って行った。




　ジェシカと別れた後、俺達は校庭にいる生徒達を何人か捕つかまえ、学園長室の場所を聞きつつ歩く。そうした生徒達が纏まとう制服には、二種のバリエーションがあった。

　デザインの違いは身分の違いを表しているとのこと。こうした区別があるところを見ると、貴族と平民にはまだまだ隔かく絶ぜつ的な身分差というものがありそうだな。

　そんなことを考えつつ、イリーナと共に学園内を歩き回り、ようやっと学園長室に到着。

　ドアの前でノックをして、入室する。

「おうおう、よう来た、よう来た」

　好こう々こう爺や然とした調子で迎むかえ入れてくれたこの男が、当学園の長。名をゴルドと言う。

　広々とした一室の中央、執しつ務む机を前にする彼は既すでに一〇〇近い老ろう齢れいとのことだが、その外見は年ねん齢れいを感じさせぬほどの活気に溢れている。

　貴族としての爵しやく位いは伯はく爵しやくであり、《魔ま導どう士し》としての格は《第六格ヘキサゴン》。これは最高位の一つ下であり、国内でもここに格付けされる者は一〇に満たぬという。

　前世での俺ならばまだしも、今はただの村人でしかない俺ではまずたどり着けぬ境地だ。

　そんなゴルド伯爵の横には妙みよう齢れいの女性が立っていた。おそらくは秘書か何かであろう。

　彼女は先程からずっと押し黙だまり、こちらへ鋭するどい視線を送っていたのだが。

「……流石さすが、あの三人の子供達といったところでしょうか。両者共に規格外、ですね」

　こんなことをポツリと呟つぶやいた。この女、人を見る目がないな。俺達のどこが規格外──

「左様。どちらも凄すさまじい。話に聞いた以上に出来そうだわい」

　……どうやら、伯爵の方も審しん美び眼がんのレベルは低いらしい。

　ただの村人と凡ぼん人じん以下な貴族の娘を捕まえて規格外とはこれいかに。

「君達の武勇伝はよく耳にしておるよ。ゆえに実技試験は免めん除じよとする。問答無用で満点じゃ。特にアード君。君と試験官を相対させたなら、下手をすると試験官が死んでしまうやもしれぬ。いやはや、まっこと恐おそろしい才能じゃわい」

　あからさまなリップサービスだな。まぁ、仕方がない。我が両親は歴史に名を残すほどの大英えい雄ゆうであるからして、その子供を無む碍げに扱あつかうことはできんということだろう。

「しかしのう。すまぬが筆記だけは受けておくれ。君等にとっては簡単な問題集だとは思うが……それすら解けぬようでは、さすがに入学は認められん」

　ふむ。筆記は一いつ般ぱん教養を試すものなんだろうな。確かに、教養のない人間を学園に入れるわけにはいかんだろう。だから、俺達は素直に頷うなずいた。

「うむ。……少々早いが、言っておこうかの。ようこそ、我がラーヴィル魔ま法ほう学園へ。君達を迎えられることを、ワシは誇りに思うよ」

　なんとも大げさな言い草だな。俺もイリーナも、普ふ通つうかそれ以下だというのに。




　それから数日後。俺達は学園内の一室にて、他の受験生達と共に筆記試験を受けていた。

　……おかしい。これは、おかしいぞ。いくらなんでも簡単すぎる。多分、これは引っかけ問題というやつだろう。問題の裏の裏まで読み取って解答を導き出せと、そういうことに違ちがいない。さもなくば、こんな三歳児でも答えられるような問題を出すわけがないのだ。

　さすがは、万能な人材を育成すべく国家の誕生と共に創設された、超ちよう一いち流りゆう校。

　タフな問題を出してくれるじゃないか。実に面白い。




　試験を終えた翌日の朝。俺はイリーナと共に学園の前へとやってきていた。

　合否発表は学園の門前にある掲けい示じ板ばんに掲けい載さいされる。そこには俺達以外にも多くの受験生が立ち並んでいて、各おの々おの泣いたり笑ったりなど、お受験にありがちな光景を作っていた。

「ま！　あたし達が落ちるわけないわよねっ！　むしろワン・ツーフィニッシュよっ！」

　自信満々といった調子で大きな胸を張りながら突き進んでいくイリーナ。

　彼女と共に受験生の集団へと近づき、掲示板を見る。

　合否確認はすぐに終わった。何せ俺達の名は一番上に記載されていたのだから。

　イリーナの筆記テストは満点合格。賢かしこい。ウチのイリーナちゃん賢い。

　一方、俺の方はというと……

「ね、ねぇ、アード。なんか、おかしくない？」

「そ、そうですね。ちょっと、意味がわかりません」

　困こん惑わくの言葉を口にする。それも当然のことだろう。

　俺の筆記テストの点数は──




〝〇点〟であった。










　　　第四話　元・《魔王》様、ヤバい奴と再会する







　……何度見直しても、俺の筆記試験の点数は〇のままであった。

　にもかかわらず、俺は主席合格の扱いになっている。

　これはどういうことだ？　ていうか、〇点の隣となりに（一〇〇億満点）とかいう、子供じみた数字が並んでいるのだが、これもどういうことなんだ？

　わけもわからず、イリーナ共々首を傾かしげていると、聞き覚えのある声が耳に届いた。

「やぁやぁキミ達。合格おめでとう！」

　悲喜こもごもな受験生の集団の中に、プラチナブロンドの美び髪はつが特とく徴ちよう的な少女、ジェシカが立っていた。彼女はニコニコと笑いながら、こちらに手招きをして、

「ついてきなよ。学園長が今回の結果について説明してくれるようだから、さ」

　ジェシカに付き従いながら移動し、学園長室に入った、その瞬間。

「アード君！　君は天才だ！　いや、天才どころの騒さわぎではないっ！　もはや怪かい物ぶつ、いや、それすらまだ温ぬるいっ！　神！　そう、君は神だっ！」

　入室した矢先、ゴルド伯爵が称しよう賛さんの言葉を飛ばした。

「……申し訳ありません、学園長。おっしゃることの意図が摑つかめかねます」

「あ、あぁ。うむ。すまんな、年甲が斐いなく興奮してしもうて」

　恥はずかしそうに頭を搔かきながら、ゴルドは言った。

「アード君。君の筆記試験の点数について、じゃが」

「えぇ。〇点、ですよね？　率直に申し上げますと、予想外の結果なのですが」

「ふむ……ちょっと聞いておきたいのじゃが、何を思ってあのような解答を？」

「問題があまりにも簡単すぎましたので、引っかけ問題か何かかと」

「簡単すぎる、か。一応、我が校の筆記は世界的にも最難関と言われているんじゃがのう」

　苦笑するゴルドに、俺は首を傾げた。最難関？　あんな三歳児でも解けそうなものが？

「まぁ、ともあれ。君の解答は全て間ま違ちがっておった。全て……本来の解答よりも、遥か先にある答えじゃった」

　ゴルドの瞳ひとみが、再び輝かがやき出す。

「いったい何をどうすればあのような発想が出てくるのかね!?　特とく殊しゆ魔ま法ほう陣じん構築時における魔ま力りよく増ぞう幅ふく回路の改良案など、誰だれも思いつかんようなアイディアじゃぞ！　魔法術式改変のアイディアに至ってはまさに神の領域じゃっ！　その他もろもろ、ワシがあと数百年生きたとしても、とんと出てこんような内容ばかりじゃった！」

　そして、ゴルドは興奮したまま結論づけた。

「君の解答はテストとして見れば〇点じゃが、魔法学の論文として見れば満点どころではない！　これを学会に発表すれば世界に激げき震しんが走る！　そんな歴史的な内容ばかりじゃ！　ゆえにアード君、君はぶっちぎりの主席合格とするっ！　というかもう、教きよう鞭べんをとってくれっ！　生徒だけでなく教師陣じんも導いてくれっ！」

　俺の両手を握にぎり、涙なみだ目めになりながら懇こん願がんしてくる。……なぜ、こんなことを言われるんだ？　俺は極めて平へい凡ぼんな、普通の村人のはず、なのだが。……しかし、まぁ。

「ふっふ～ん！　そうよ！　アードは凄すごいのっ！　だってあたしのお友達で、先生なんだからっ！　この世界にアードより凄い人なんかどこにもいないわっ！」

　嬉うれしそうに微笑ほほえむイリーナ。この表情の前に、些さ細さいな疑念は吹ふっ飛んでしまう。

　イリーナちゃん、マジ可愛い。




　合格が決まってからすぐ、学生寮りようへの移転が完かん了りよう。その翌日、俺達は入学式に参加した。

　俺は主席合格者だが、入学式にて挨あい拶さつなどはしなくてよいとのこと。

　これはありがたいことだった。出る杭くいは打たれるもの。目立っていいことなど何もない。

　下へ手たをすると、前世みたくイジメられかねんしな。

　しかし、イリーナにはそれが気に入らなかったらしい。

「なんでアードが壇だん上じように立たないのよ……！　カッコいい晴れ姿が見たかったのに……！」

　さっきから俺の隣でぶつくさと呟いている。

　ともあれ、入学式に集中した。美人な生徒会長の挨拶だとか、四大公こう爵しやく家の長達による答辞だとか……正直言って、つまらなかった。イリーナなど船を漕こぎ始めている。

　そして入学式の最後。学園長・ゴルド伯爵のスピーチが始まった。

「さて、新入生諸君。君達は極めて厳しい試験を突とつ破ぱした、まさしく選ばれし者であるが……しかし、我々からしてみればひよっこも同然である。増長せず、常に精進せよ」

　うむ。ゴルドの言うとおり、俺達はひよっこもいいところだ。ゆえに、ここはゴールではなく通過点。ちゃんと気を引き締しめて、謙けん虚きよな気持ちで学ば──

「しかしながら。今年の新入生には、ひよっこに獅し子しが一頭、神が一柱混ざっておる。彼等については例外である。まったく、諸君等は極めて運がいい。歴史を変えるであろう天才達を、間近で見続けることができるのだから」

　……は？　ちょっと待て。どうした学園長？　なぜこちらを見る？

「ふふんっ！　学園長も粋いきなことをしてくれるじゃないのっ！」

　いや、イリーナちゃん？　なぜテンションを上げて──

「行くわよ、アードっ！　あたし達の舞ぶ台たいへっ！」

「はぁっ!?」引っ張られる。イリーナに引っ張られ、俺は無理やり壇上に立たされた。

　ゴルドはそんな俺の肩かたに手を置いて、

「この少年の名は、アード・メテオール！　そしてこの少女の名は、イリーナ・リッツ・ド・オールハイド！　これだけでも理解できるだろう!?　諸君！」

　ゴルドの問いかけに、場がざわついた。

「メテオール？」「オールハイド？」「おい、まさか……」「う、噓うそだろ？」

「そうっ！　この二人は何を隠かくそう、かの大英雄達のご子息であるっ！」

　解答を与あたえるように叫さけぶゴルド。その瞬しゆん間かん、

「マ、マジかよっ!?」

「あの大魔ま導どう士し様の子供っ!?」

「ま、まさか、大英雄のご一族と共に学べる日が来るだなんて……！」

　我が両親は随ずい分ぶんと尊敬されているらしい。歓かん喜きに震ふるえる者、涙を流す者、果てには感動しすぎたのか失神した者までいる。……だが、それは平民に限っての話。

　貴族の子供達は、多くがマイナスの反応を見せた。

「大魔導士といえども、所しよ詮せんは平民だろうが」

「下げ賤せんな血を引く者の分際で、我々を見下ろすとは……！」

　これは、非常に不ま味ずい。

　今の俺は単なる村人であるからして、前世みたくいじめを受けたならどうにもできない。

　退学後のお礼参りだって、できはしないのだ。

　そして今。あまりにも悪目立ちしまくっている俺は、一部の生徒達に着々と敵視されていることだろう。このままでは転生した意味がなくなってしまう。

　危機感を覚えた俺は、ゴルドに対し声をかけたのだが。

「あ、あの、伯はく爵しやく様。も、もうおやめに──」

「彼は諸君等と違ちがい、本物の天才である！　アード君に比べれば諸君等なんかアレだ！　鼻はな糞くそみたいなものだ！　皆みな、彼を目標にして日々精進するといい！」

　こんなことを言いくさったもんだから。

「レイル先せん輩ぱいに連れん絡らく取ろうぜ。天才狩がりだ、天才狩り」

「いや、マーちゃんの方がよくね？」

「なんにせよ、あいつは潰つぶすリストに入ったな」

　終わった。俺の学園生活、入学式と同時に終わった。

　ゴルドが引き起こした大争乱の中、俺は心の底から思う。

　どうしてこうなった？




　入学式終しゆう了りよう後ご、クラス分けが発表される。俺とイリーナは同じクラスになった。

　それから講師の引率を受け、教室へと足を運び、担当講師が到とう着ちやくするのを待つ。

　……大勢の生徒達に、囲まれながら。

　イリーナの周りは男子が、俺の周りは女子が固めていて、歯の浮うくようなお世辞を述べてくる。これにイリーナは白銀色の髪かみを「ふぁさっ」と搔き上げながら、

「ふふんっ！　まぁ、あたしはあたしだからねっ！　当然よっ！」

　その一方で、俺はといえば。

「アード君っ！　わ、わたしクレラって言うの！」

「なに抜ぬけ駆がけしてんのよっ！　アード君、こいつのことは無視していいからねっ！」

「結けつ婚こんを前提に付き合ってくださああああああああああいっ！」

「あぁっ！　先越こされたっ！」

「……は、はは」

　初めての状じよう況きように、困こん惑わくしている。

　前世で学園に入った時はこんなふうにならなかった。教室の隅すみっこにいるアレとか、なんか薄うすい奴やつとか、そういうふうに呼ばれ、後ろ指を差され続けていた。

　それが今はどうだ。世に氾はん濫らんする青春小説の主人公のようではないか。

　……これはおそらく、肩かた書がきが要因であろう。

　前世で学園に入学した際は、なんの肩書きも持ってはいなかった。されど、今は大魔導士の息子という肩書きがある。それに人々が群がっている形だろう。

　なんにせよ、嬉しいことだ。恐おそれ戦おののくわけでなく、見下すわけでなく、一人の生徒として、多くの人々が向き合ってくれている。それは本当に嬉しいことだ。……とはいえ。

「チッ。調子こいてんじゃねぇぞ、平民が」

「死ねばいいのに。マジでウゼぇわ」

　少し離はなれた場所でヒソヒソと話し込こむ連中を見るに、嬉しいだけの状況ではないらしい。

　それもこれも学園長が元げん凶きようである。奴がさんざん挑ちよう発はつ的なことを言いやがったものだから、特に男子からはかなり嫌きらわれてしまった。

　今後、いじめなどにどうやって対応すればいいのだろう。考えれば考えるほど胃が痛くなる。これほどの苦境は、前世にて神々の軍団に追い詰つめられたとき以来だ……！

　これはどうしたものかと本気で悩なやんだ、そのときだった。

「……ぃ……だなぁ……」

「っ……」

　生徒達が生み出す喧けん噪そうの中、どうにも不快な音色が聞こえてきた。

　まるで、一人の男子が何者かを罵ば倒とうしているような。

　音が飛んできたと思おぼしき場所を見やる。そこには短いオレンジの髪をオールバックにした爬は虫ちゆう類るい顔の男子と……桃もも髪かみの女子がいた。

　制服のデザインからして、両者共貴族の子供か。男子の方はエルフだな。随分と凶きよう暴ぼうな顔立ちでエルフらしくないが、イリーナと同様、尖とがった耳を持っている。

　女子の方は……特別な身体的特とく徴ちようはないが、不可思議な引力を感じる。

　肩まで伸のびた鮮あざやかな桃もも色いろの髪。白磁のような白い肌はだ。大人びた美び貌ぼう。

　そして、露ろ出しゆつ度どの高い制服から覗のぞく形のいい巨きよ乳にゆうと、ムッチリした太ふと腿もも。

　そうした彼女の肉体を見ていると……情じよう欲よくの炎ほのおが勝手に芽生えてくる。

　ふむ。彼女はおそらく、サキュバスであろう。極めて希少な人種だ。

　そんなサキュバスの女子に、エルフの男子が暴言をぶつけていた。

「無能女でも学園に入学できるたぁ、驚おどろいたぜ。学園長に体でも売ったのかぁ？」

「そ、そんなこと、してません……」

　ニヤニヤと笑いながら口こう撃げきする男子と、涙目になる女子。胸くその悪い光景であった。

「……皆さん。あのお二人のこと、ご存じですか？」

「えっ？　う、うん。男子の方はエラルドね。かなりの有名人よ。名門公爵家、スペンサーの天才児、だからね。それで……もう片方はジニーね。こっちは逆に才能がないってことで有名。生まれは結構な名門伯爵家なんだけどねぇ」

「彼女の家はエラルド君の家に仕えてる身分で……昔っからあぁして虐いじめてるみたいよ」

「ほう。それはそれは……見み逃のがせませんね」

　眼光を鋭するどくする。ここで動けばまたもや悪目立ちするのだろうが、それがどうした。

　どうせ俺がいじめられることは確定しているのだ。それならばもはや怖こわいものはない。

　ゆえに奴の行こう為いをやめさせるべく、声を放とうとしたのだが──そうするよりも前に。

「やめなさいよ、あんたっ！　その子、嫌いやがってんじゃないのっ！」

　イリーナが決然とした怒ど声せいを放った。……流石さすが、我が友人である。

　エラルドがそんなイリーナに目をやった後。俺もまた奴に近寄り、声を投げた。

「我が友人のおっしゃる通り。貴方あなたはそちらのジニーさんに謝罪すべきですよ」

　対し、エラルドは舌打ちを一発かまし、

「英えい雄ゆう男だん爵しやくのアホ娘むすめに、大魔導士のバカ息子か。やれやれ、随分と調子に乗ってやがるみてぇだな、親の七光りの分際で」

「七光りか否いなかなど、どうでもよろしい。即そつ刻こくジニーさんに謝罪してください。そして、彼女を二度と苦しめないと誓ちか──」

「うっせぇんだよ、バァーカ」

　俺の足下に唾つばを吐はくエラルド。この態度に、生徒達が騒そう然ぜんとなる。

「流石はエラルドだぜ、もっとやれ」

「大魔導士様のご子息にあの態度……神童に怖いものはなし、か」

　彼かれ等らの声を聞き流しながら、俺は告げる。

「どうしても、こちらの願いを聞き入れてはくれない、と？」

「そうだなぁ。ま、オレと決けつ闘とうして勝ったら、聞いてやらなくもねぇよ？　お前等にそんな勇気があればの話だがなぁ？」

　この言葉に、イリーナが真っ先に反応……しなかった。

　意外なことに、彼女は悔くやしそうな顔をしてエラルドを睨にらむのみだった。

「どうされました？　イリーナさん。貴女あなたのことですから、売られた喧けん嘩かはすぐさま買うものと思っておりましたが」

「あいつは、その……下へ手たに手が出せないのよ……数百年に一人の天才とか、神の子とか呼ばれてて……あたし達と同い年なのに、もう《第四格スクウエア》の《魔導士》で、だから……」

　ふむ。イリーナでさえ恐きよう怖ふに負けてしまうほどの力量なのか、こいつは。

　それならば──と、思った矢先のことだった。

「おい。なんの騒さわぎだ」

　凜りん然ぜんとした女の声が響ひびき渡わたり、クラス中に緊きん張ちよう感かんが走った。それを発したのは、教室の出入り口前に立つ女。種族は獣じゆう人じんか。頭部に猫ねこのような耳と、臀でん部ぶから長い尾おが伸びる。

　その漆しつ黒こくの髪は腰こし元もとまで伸びており、肌は透とう明めい感かんある純白。

　背せ丈たけは俺と同程度。女性にしては高身長の部類だ。

　ツンとすましたような美貌は見る者を否いや応おうなしに魅み了りようするほど美しい。

　身に纏まとう衣服は動きやすさを重視しているのか、布面積が小さく……艶なまめかしい、柔やわらかそうな太腿が大だい胆たんに露ろ出しゆつしている様が、非常に扇せん情じよう的であった。

　……いや、待て。ちょっと待て。な、なぜ、奴がここにいる？

　他人のそら似でなければ、あの女は──

「オ、オリヴィア様っ!?」

「えっ!?　あ、あの伝説の使徒様……!?」

「学園の特別講師をやってらっしゃるとは聞いていたが……ま、まさか、入学初日にご尊顔を拝見できるとは……！」

　そ、そう。かつての我が右みぎ腕うでにして、武官の頂点たる四天王が一人。

　オリヴィア・ヴェル・ヴァイン、その人である……！

　ちょ、ちょちょちょ、ちょっと待ってくれ。なぜ、あいつがこんなところにいるのだ？

　四天王という経歴からして、てっきりどこぞの国の重じゆう鎮ちんにでもなっているかと──

「チッ。担当クラスで初日そうそうに揉もめ事か。まったく、面めん倒どうなことだ」

　なん、だと……!?　ま、不ま味ずい。こ、ここ、これは不味い。

　奴は俺の転生に腹を立てているだろう。無責任に王としての職務を放ほう棄きした俺を、決して許さんだろう。そんなオリヴィアが俺の正体を知ったなら……そ、想像もしたくない。

　だというのに、これから担任になる？　冗じよう談だんはよしてくれ。そんなことになったら、正体バレのリスクが高まってしまうじゃないか。……いや、そもそも。

「……この騒ぎは、貴様の仕業か。大魔ま導どう士しの息子」

　もう既すでに、悪目立ちした結果、目を付けられている。

　し、しかし、まだ大だい丈じよう夫ぶだ。当然ながら、奴は俺の正体にまだ気付いてはいない。

　ここはしっかりと、アード・メテオールを演じなければ。

「オ、オリヴィア様。本日もご機き嫌げん麗うるわしゅう……」
















「本日も？　貴様とは初対面のはずだが？」

　し、しまった！　ど、動どう揺ようしすぎて、つい旧知の仲らしく喋しやべってしまった！

「……フン。まぁいい。それで、何があったのだ。説明しろ」

　黒い猫耳をピクピクさせるオリヴィアに、おっかなびっくり事情を説明した。すると、

「決闘を許可する。さっさと戦やれ。一限の授業が始まる前に済ませろ」

「い、いや、まだ私はやると決めたわけでは──」

「やかましい。黙だまって戦やれ。わたしに貴様の力量を見せてみろ」

　黒い尻しつ尾ぽを揺ゆらしながら言葉を紡つむぐオリヴィア。途と端たん、生徒達が再び騒然となる。

「お、おい、今のって……！」

「オ、オリヴィア様が品定めを……！」

「凄すごい！　さすが大魔導士様のご子息！　あのオリヴィア様に興味を持たれるなんて！」

　皆が羨せん望ぼうの眼差しで見てくるのだが……

　君きみ等ら、知らんだろ。あれな、人を疑う時の目なんだよ。奴めは誰だれかを疑うとき、いつもあんなふうにジトっとした目で睨にらんできて、猫耳と尻尾をピクピクさせるのだ。

　……決闘で下手こいたら、俺＝《魔ま王おう》ということがバレかねない。

　神の子と決闘することよりも、そのことのほうが、俺にとっては問題だった。










　　　第五話　元・《魔王》様ＶＳ神の子







　その後、俺は胃の痛みを覚えながら移動し……

　広々とした運動グラウンドの只ただ中なかにて、エラルドと対たい峙じした。

　遠巻きにクラスメイト達とオリヴィア、イリーナがこちらを見守っている。

「おいおいおいおい」

「死んだわ、アイツ」

「エラルドは国内の歴史上、最年少で《第四格スクウエア》を授じゆ与よされた神童だぜ」

「下手すりゃあの大魔導士や英雄男爵よりも上なんじゃねーか」

　遠方で貴族の子供達がこちらに憐れん憫びんの目を向けてくる。そんな中、エラルドが牙きばを剝むくように笑う。爬虫類顔の彼がそうすると凶きよう悪あくさ五割増しであった。

「運がねぇよなぁ、七光り。オリヴィア様がやってこなきゃ、決闘せずに済んだってのに」

　まるで哀あわれな生け贄にえを見るような目。完全に、こちらを見下している目だ。

　まぁ、それも当然だろう。相手は神の子と呼ばれる天才。こちらは平へい凡ぼんな村人だ。

　しかし……なぜだろうな。神の子と呼ばれているにしては、あまりたいしたことがないように見える。ともあれ、まずは相手の観察だ。戦力の把は握あくなどに努めよう。

「さて、そんじゃ──とっとと死ねや」

　右の掌てのひらをこちらに向けてくる。

　瞬しゆん間かん、エラルドの眼前に魔ま法ほう陣じんが構築され、そこから小規模な雷らい撃げきが飛んだ。

　雷かみなり属性の下級攻こう撃げき魔ま法ほう、《ライトニング・ショット》。

　口にした言葉に反して、相手もまずは様子見といったところか。

　この程度であればなんの問題もない。こちらも下級の防ぼう御ぎよ魔ま法ほう《ウォール》で対応する。

　我が目前にて魔法陣が顕けん現げんし、こちらを覆おおうように半はん透とう明めいな膜まくが形成される。

　エラルドが放った《ライトニング・ショット》は《ウォール》によって相そう殺さいされた。

　このやり取りは俺にとって、なんら特筆すべき点のないものであったのだが。

「エ、エラルドの奴やつ、《ライトニング・バースト》を無詠えい唱しようで……！」

「アード君も負けてないわ！　《メガ・ウォール》を無詠唱で発動したもの！」

「もうこの時点でついていけねぇよ……！　二人ともレベルが違ちがいすぎる……！」

　いや、ちょっと待て。なんだ、この反応は？　なぜ無詠唱ができるだけでこうも驚く？

　というか、《ライトニング・バースト》？　《メガ・ウォール》？　なぜ誰も彼もが先刻の魔ま法ほうを中級魔法と勘かん違ちがいしているのだ？

「ハッ！　なるほどなるほど。なかなかやるじゃねぇか、大魔導士のバカ息子。七光りって言葉は撤てつ回かいしてやるぜ」

「……先ほどの攻こう防ぼうの中に、発言を撤回するほどの要素がどこにあったのですか？」

「ふん。余よ裕ゆうこいてんじゃねぇぞ。さっきのがオレの本気だと思ったら大おお間ま違ちがいだ」

「そうでしょうね。あの程度の魔法、貴方あなたにとっては小手調べですらないでしょう」

「……言ってくれるじゃねぇかッ！」

　んん？　なぜ怒おこるんだ？　実際、神の子にとって先刻の魔法は惰だ弱じやくなものだろうに。

　怒ど気きを孕はらませた顔で、エラルドは再度攻撃魔法を放つ。今度は火属性の下級魔法、《フレア》であった。……威い勢せいのいい台詞せりふに反して、まだ様子見を続けるのか。

　これもまた、下級防御魔法、《ウォール》で完かん封ぷうする。と──

「ほう。オレの《メガ・フレア》を受けて、まだ立っていられるとはな」

「は？　《メガ・フレア》？」……何を言ってるんだ、こいつは？　《メガ・フレア》は中級攻撃魔法だぞ？　先刻の《フレア》とは文字通り桁けた違ちがいの威い力りよくを持つ魔法だ。

　……《フレア》を《メガ・フレア》と詐さ称しようしている、名門公こう爵しやく家の男、か。

　これはつまり、そういうことなのだろう。

「くく。嬉うれしいねぇ。本気を出せる相手は久々だ……！」

「……そのように格好をつけても、滑こつ稽けいなだけですよ？」

「あぁ？　なに言ってやがんだ、てめぇ」

「もはや化けの皮は剝はがれたと、そう申し上げているのです。貴方は神の子などと呼ばれているようですが、それは自らを大きく見せるための噓うそ。おそらくはご両親に頼たのんで誤った情報を拡散させたのでしょうね」

「……あ？」

　図星を突つかれたからだろう。エラルドのコメカミに青筋が浮うかぶ。

「まぁまぁ。お気持ちは理解できますよ。私にもかつてそういう時期がありました。固有魔法オリジナルでもない下級の魔法に恥はずかしい技名を付けたりとかね。男子には自分を大きく見せたがる時期があることは重々理解しております。しかしそれにしたって、神の子はないでしょう。名前負けもいいところですよ。貴方の才覚を思えば、凡ぼん俗ぞくの子が適当──」

「どうやら死にてぇみたいだなあああああああああああああああッッッ！」

　キレた。ということはつまり、完全に図星ということか。

　やれやれ、警けい戒かいした俺が馬ば鹿かだったな。

「ここまでオレを侮ぶ辱じよくしやがった野や郎ろうはてめぇが初めてだッ！」

「そうですか。私も初めてですよ。分不相応な異名を自らの手で拡散するような間ま抜ぬけな方にお会いするのは」

「てめぇえええええええええええええッッ！」

　鬼おにのような形相となりながら、エラルドが魔法を発動する。しかし──

　それもまた、こちらからしてみればお遊ゆう戯ぎごとですらない、とるにたらぬものだった。

　こちらの周囲に魔法陣が顕現する。《フレア》の多重発動だ。まさに幼児が扱あつかうような、下らない技術である。それをさも必殺の術理を扱うが如ごとき様相で発動するとは。

　襲おそい来る炎ほのおの群に対し、俺は今回もまた《ウォール》で対応した。

　全身を覆う銅色の半透明な膜が、エラルドの多重発動型《フレア》を無力化する。

　これもやはり、俺にとってはなんら騒ぎ立てるようなものではなかったのだが。

「えっ……!?　ど、どうなってるの……!?」

「あ、あのスペンサー式《ギガ・フレア》を、アッサリ完封しやがった!?」

　は？　《ギガ・フレア》？　今のが、《ギガ・フレア》だと？

「《ギガ・フレア》が、効かない、だと……!?　そ、そんな馬鹿なことがあるかぁッ！」

　いや、先刻の魔法は単なる《フレア》の多重発動だろう。

　それを火属性の上級攻撃魔法呼ばわりするとは……

　ルーン言語を用いた魔法の創造者たる俺にとって、まことに遺い憾かんなことである。

　つまらぬ下級魔法を上級魔法と称しようするなど、まさに言語道断。それゆえに。

「……エラルドさん。貴方は大きな間ま違ちがいを犯しましたね」

「あぁッ!?　な、何を言って──」

「ご存じないようなので教えて差し上げましょう。本物の《ギガ・フレア》というものを」

　宣言してからすぐ、俺は脳内に魔法陣をイメージし、魔ま力りよくを供給した。

　刹せつ那な、奴の足下に一〇メリル級の陣じんが顕現。そして──

　嵐あらしのような豪ごう炎えんが、吹ふき荒あれる。

「うおおおおおおおお!?」

「な、なんだ、あの魔法ッ!?　ここまで熱が伝わってくるぞッ!?」

「ひいいいいいいいいいいい!?」

　轟ごう然ぜんとした唸うなりを上げて渦うずを巻く、紅ぐ蓮れんの業ごう火か。これが《ギガ・フレア》だ。効果範はん囲いこそ狭せまいものの、単体を攻こう撃げきする攻撃魔法の中ではトップクラスの威力を持つ。

　どうやらエラルドはこちらの魔法発動前に《ウォール》を展開したようだが、その程度ではお話にならない。消し炭さえ残らないだろう。

　仕方ないので、俺は《ギガ・フレア》を操作しつつ、中級防御魔法《メガ・ウォール》をエラルドにかけてやった。それも五重構造で。

　しかしそれだけやっても、《ギガ・フレア》の熱には耐たえられなかったらしい。

　発動限界を迎むかえ、魔法効果が消しよう滅めつした途端。

　焼死体寸前の火傷を負ったエラルドが、地面に倒たおれ伏ふせた。

「うわ……し、死んでる、のか……？」

「当然でしょ。大魔導士様のご子息に舐なめた口利きいたんだもの」

「自業自得よね」

　いや、死んでない。ちゃんと死なないようにした。奪うばう価値のない命を取ることは美学に反するし、平民の俺が公爵家の嫡ちやく男なんなんぞ殺したら面めん倒どうなことになるからな。

　……それにしても。なんでどいつもこいつもショッキングなものを見たような顔をしてるんだ？　あの程度、掠かすり傷みたいなものじゃないか。誰だれでも簡単に治せる範はん疇ちゆうだろうに。

　下級魔法、《ヒール》を発動。陣がエラルドの全身を覆い、そして──

「あ……!?　オ、オレ今、死んで……!?」

　正確には、死にかけた、である。

　目を丸くしながら、うわごとのように呟つぶやくエラルド。その姿は全ぜん裸らである。衣服も戻もどしてやれなくもないが、面倒くさかったのでやめた。

「「「い、生き返ったぁっ!?」」」

　いやだから、殺してないってば。

　というか、よしんば俺が死者蘇そ生せいを行ったとしても、別段驚おどろくようなことではなかろう。

　霊れい体たいがこの世界に残る期間、即すなわち三日以内に然しかるべき処置をすれば死者は蘇よみがえるのだから。

　名門校に通うような者達であれば、その程度は常識だろうに。

　ともあれ。俺はエラルドの傍そばへと近寄ると、奴を見下ろしながら口を開いた。

「ご理解いただけましたか？　先ほどの魔法こそが、本物の《ギガ・フレア》です。今後、お間違いのなきよう」

　ゆっくりと、丁てい寧ねいに、「次同じことしたら許さんぞ」という意図を込めながら、言った。

　エラルドはブンブンと首を縦に振ふる。さっきまでの無む駄だに高いプライドはどうした。たかだか一回死にかけただけで心が折れたのか？　まったく、情けない。

「さて、エラルドさん。決けつ闘とうは私の勝利ということで、よろしいですね？」

　ブンブン首を縦に振るエラルド。凄すごいなお前、残像が出てるぞ。

「よろしい。それでは約束を守っていただきましょうか。ジニーさんに謝罪を──」

「今までごめんなさい、ジニー様っ！　もう二度と傷付けたりしません！　貴女あなたの前に顔も出しませんっ！　ですからどうか！　どうかお許しをっ！」

　凄すさまじく綺き麗れいな土下座だった。それにしても、一回殺されかけただけで改心するとは。こいつ、実のところ根は良い奴なのかもしれないな。

　しかし、残念だが友達にはなれそうにない。エラルドが俺を見る時の目は完全に、かつて多くの配下、人民が俺に向けていたそれと同じだ。……即ち、強い畏い怖ふ。

　こういう目を向ける者とは、友好な関係は結べない。まっこと悲しいものである。

　一つ嘆たん息そくを漏もらす。と──オリヴィアがこちらへ近寄りながら、声をかけてきた。

「なぁ、大魔ま導どう士しの息子よ」

　冷然とした声に、思わずビクッとしてしまった。

「な、なんでしょうか、オリヴィア様。私は別に、普ふ通つうのことしか──」

「貴様、先刻の魔法発動時、別の魔法をエラルドにかけたな？」

「え、えぇ。それが何か？」

「つまり、貴様は二重発動ダブル・キヤストを行ったわけだ」

「そ、それが何か？」と、口にした直後。

「ダ、二重発動ダブル・キヤストッ!?　う、噓だろッ!?」

「い、いくら大魔導士のご子息でも、そんなこと……！」

　な、なんだ、この反応は？

「あ、あの。私が用いたのは、たかだか二重発動ダブル・キヤスト、ですよ？　二〇、三〇の同時発動なら驚いて然るべきでしょうが、たかだか二重発動ダブル・キヤストごときに何を──」

「この時代ではな、そのたかだか二重発動ダブル・キヤストごときを《不可能技術ロスト・スキル》として扱あつかっているのだ」

「……は？」

　ロ、《不可能技術ロスト・スキル》？　二重発動ダブル・キヤストが？

　わけがわからない。自然と、脂あぶら汗あせが額に浮かび始める。そして──

　オリヴィアがこちらの両りよう肩かたをガッシリと摑つかみ、「ふっ」と笑った。

　……あっ、不ま味ずい。これは不味い。

「なぁ、大魔導士の息子よ。貴様がやってみせたことはな、ほとんどが《不可能技術ロスト・スキル》に属する内容なんだよ」

「ロ、《不可能技術ロスト・スキル》とは、失伝するなどして誰も扱えなくなった技術、ですよね？　それは例えば《アルティメイタム・ゼロ》とか、そういったものでは？」

　これは《魔ま王おう》だった頃ころの俺にしか使えなかった、特級攻こう撃げき魔ま法ほうである。そういったものこそが《不可能技術ロスト・スキル》だと思っていたのだが。

「《魔王》の死後、大気中の《魔素》が年々薄うすまっているようでなぁ。《魔素》がどういうものかは知ってるだろう？　そう、生命体に魔力を与あたえる概がい念ねんだ。それが大おお幅はばに減少し続けているせいか、現代は古代に比べ魔ま法ほうの力などが弱体化しているんだよ」

「そ、そう、だったのですか」

「あぁ。それでな。貴様が普通だと考えている事こと柄がらなんだが──」

　オリヴィアは、恐おそろしい笑顔を形作りながら、言った。

「貴様にとっての普通は、古代世界であれば通じる考えだろう。しかし──あの頃よりも魔法的に大きく衰すい退たいしたこの時代において、貴様の考えは規格外の極みだ。

　先ほど貴様が《ギガ・フレア》として扱った呪じゆ文もんだがな、この時代では《アルテマ・フレア》と呼ばれている。《不可能技術ロスト・スキル》の中でも有名どころの超ちよう特級魔法だ。

　二重発動ダブル・キヤストもまた、今は誰も扱えない技術として知られている。

　そう、貴様の両親である大魔導士でさえ不可能な技術なんだよ」

　ここで一度区切ると。オリヴィアは黒い猫ねこ耳みみと尻しつ尾ぽをピクピク動かし、微び笑しようを浮うかべ、

「さて──お前はいったいなぜ、古代世界の常識を、この時代の常識として認識していたのだろうなぁ？」

　………………

　…………

　……あぁ、そうか。そうだったのか。

　だから皆みな、普通の村人である俺を持ち上げていたのか。

　確かに、俺は平均的な人間になるよう、転生用の魔法術式を構築した。しかしそれは「古代世界の平均値」であり……あの頃よりも魔法文明が遥かに劣れつ化かした現代において、古代世界の平均値は規格外であるというわけだ。

　ははは。いやぁ、まいったまいった。

　はははははは。ははははははははははは。

　…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………誰か、助けてくれ。

「いやぁ、それにしても。不思議だなぁ？　貴様の魔力からは、どこか懐なつかしい感じがするんだよなぁ？」

　肩かたを摑む力が秒を刻む毎に強まっていく。同時に、俺が感じる胃の痛みも強まっていく。

　そして、オリヴィアはニッコリと笑いながら、言った。




「なぁ、アード・メテオール。…………貴様、何者だ？」










　　　第六話　元・《魔王》様、ヤバい







　俺の死後、《魔素》が薄まったことで魔法文明が発展するどころか劣化するだなんて、この元・《魔王》の目をもってしても読めなかった……。そのせいで今。

「もう一度聞くぞ、アード・メテオール。貴様は一体、何者だ？」

　元・右みぎ腕うでに、殺されかかっている。

「おぉ、あのオリヴィア様が笑ってらっしゃる……！」

「鉄仮面で有名な、あのオリヴィア様が……！」

「さすが大魔導士のご子息！　入学早々オリヴィア様に気に入られるとかパないわ～！」

　違ちがう。こいつのこの顔はな、相手を気に入ったときの顔じゃあないんだよ。

　こいつ殺しちゃおっかな？　どうしよっかな？　ってときの顔なんだよ。

　オリヴィアは機き嫌げんが悪いときほど口数が増し、表情が明るくなる傾けい向こうがある。逆に、機嫌がいいときほど普ふ段だん以上に無口となり、子供じみたいたずらを仕し掛かけてきたりする。

　あと、猫耳や尻尾の動きとかでも機嫌をうかがい知ることが可能だ。

　で……今、オリヴィアは完全に、俺のことを《魔王》ヴァルヴァトスではないかと疑っている。いや、疑っているというよりも、これはもはや……確信しているのでは？

「大魔導士の息子よ。何か言いたいことはあるか？」

　はは、違うだろう？　オリヴィアよ。言いたいことは？　じゃなくて、言い残したいことは、だろう？　お前、完全に俺のこと殺すつもりなんだろ？　そうなんだろ？

　……どうしてこうなったのか、責任者に問い質ただす必要がある。誰ぞ、責任者を呼べ。

　……嗚あ呼あ、もはやこれまでか。しかし、最後まで足あ搔がこう。

　俺は脂汗を流しつつ、オリヴィアの目をまっすぐ見返しながら、言った。

「私は、大魔導士の息子。それ以上でも、以下でもありません」

　しばし見つめ合い、そして、

「いいだろう。今はその答えで満足してやる。今はな」

　た、助かった……!?　こちらに背を向け、去って行くオリヴィアの姿を見つめながら、俺は大きく息を吐はいたのだった。




　俺にとって、オリヴィアという女は誰よりも信しん頼らいできる右腕であり……実の姉のような存在だった。彼女もまた、俺のことを弟のように愛してくれていたと思う。

　俺が《魔王》と呼ばれるようになるまでは。

　ある時期から、奴やつは俺に対し配下としての一線を引くようになった。それで、俺は……完全なる孤こ独どくの牢ろう獄ごくに閉じ込められたのだ。オリヴィアだけは永遠に対等な関係で在り続けてくれると思っていた。だから、その気持ちを裏切られたことが辛つらく、苦しく……

　この時代に転生したのはある意味、彼女への嫌いやがらせというところもある。

　だから俺は悪くない。八：二ぐらいの割合でオリヴィアが悪い。

　……などと、どれだけ正論を吐こうが現状は変わらない。

　正体がバレたなら俺は不当な私し刑けいを受け、よくて半殺し悪ければ社会的な死が待ち受けているだろう。だから、できることなら学園から逃にげてしまいたい。だが親の面目もあるし、何より、それをやればオリヴィアは俺＝《魔王》であるという確信を抱いだくだろう。

　おそらく、あいつはまだ迷っているはずだ。よってここは学園に残り、普通の生徒として目立たず過ごし、オリヴィアの疑ぎ惑わくを晴らすべきだと思う。

　そういうわけで。俺は今、学園にて初授業を迎むかえようとしていた。

　教室内の時計が授業開始の時刻に針を進めると同時に、担当講師が入室する。

　ジェシカであった。彼女は長い白金色の髪かみをさらりと揺ゆらしながら教室に入ると、室内を見回し、俺とイリーナの姿を確認。ニッコリと魅み惑わく的に微笑んで、

「ふふ、また会ったね、二人とも」

　彼女がそう述べてからすぐ、生徒達が僅わずかにざわついた。

「侯こう爵しやく家の天才と繫つながりがあったのか……！」

「あの二人、今のうちに取り入っておこうかしら。後々役立つ人脈になるかも」

　平民の生徒達が素直に驚おどろき、貴族の生徒達が腹黒さを見せる。

　その後、ジェシカは壇だん上じようへと移動すると、まず生徒一同を見回し……

　それから教室の壇上側、入り口近くの隅すみへと目をやった。

「ところで……なぜ今、ここに伝説の《使徒様》がいらっしゃるのかな？　授業の講師は基本、一人のはずだけれど」

《使徒様》というのは、オリヴィアのことだ。奴はさっきからず～っと教室から出て行くことなく、隅っこに立って俺のことを睨にらみ続けていた。

「……気になる生徒がいるものでな。邪じや魔まはしない。わたしのことは空気だと思え」

　室内が再びざわつく。

「気になる生徒って、絶対にあいつだよな」

「さすがアード君、オリヴィア様のハートをわしづかみにするなんて……！」

「オリヴィア様がライバルとか、勝てる気しないわ……」

　どいつもこいつも勘かん違ちがいしている。俺達の関係は決して桃もも色いろなものではないというのに。

「へぇ。まぁ、そういうことなら、どうぞご自由に」

　平然と応えてから、ジェシカはこちらへと向き直った。

「さてさて。本日の魔ま法ほう錬れん成せい学では、まず前半にポーションの歴史などについて語らせてもらうよ。それから後半で錬成実験。その結果いかんで点数を付けるから。合格水準は五〇点以上としよう。不合格者には容よう赦しやない補習を受けてもらうから、覚かく悟ごしな」

　両腰ごしに手を当てて大きな胸を張りつつ、ニッコリと笑う。おおよその生徒達、特に男子にはその様子が愛らしく映ったのだろう。魅み了りようされたような顔をする者が一定数いた。

　それから彼女はチョークを取ると、細い指先を黒板に走らせていく。

「知っての通り、ポーションの歴史はまだ浅い。誕生は五〇〇年ほど前で、劣化が止まらない回復魔法に代わるものをって理念のもと、四天王のお一人である使徒・ヴェーダ様が開発した薬品を原型として──」

　座学が順調に進んでいく。問題は特にない。静せい謐ひつに包まれた室内に、ジェシカの美声と黒板を走るチョークの音だけが響ひびく。だが──

「ポーションは回復魔法の代だい替たいとして、とても役立っている。例えばそう……口にするのもおぞましい十数年前の一件。《魔ま族ぞく》共による《邪じや神しん》復活の際には、多くの人間が被ひ害がいを受けた。その時は回復魔法の使い手が足りず、結果としてポーションが──」

《魔族》、そして《邪神》という単語がジェシカの口から放たれた途と端たん、室内の空気が一変した。それまで誰だれもが落ち着きをもって臨んでいたのだが……二つの単語を聞くと同時に、全員が不快感をあらわにする。まぁ、仕方がないか。《魔ま王おう》を主神とする宗教が根付くこの時代において、《魔王》が敵視した存在は憎にくむべき存在となるだろう。

　それに、《魔族》は未だ存在しており、今なおテロ活動を繰くり返して社会に不安を与あたえている。皆が強いマイナス感情をぶつけても、当然のことと言えよう。

　だがそんな中にあって、イリーナだけは一人悲しげに俯うつむいていた。

　なぜだろう？　と、疑問に思った矢先。

「よし。座学はここまでにして、錬成実験へ移ろうか」

　助手らしき女が室内にポーション錬成用の材料と、なんらかの魔導装置を運んでくる。

　ジェシカは掌てのひらサイズの箱、といったそれを手に取りながら、

「これでキミ達が錬成したポーションの効果値を測定する。この管へポーションを流し込むと、側面に効果値が数字となって表示されるようになっててね。その数値をもとに、点数付けを行うから。皆、五〇点以上になれるよう頑がん張ばろう！」

　その後、皆と同じく俺とイリーナも机に材料などを運び、さっそく錬成開始。

「ねぇ、アード。どっちが高い点数取れるか、勝負しましょうよ！」

「えぇ、構いませんよ」

「ふふん。今回は負けないんだからね！」

　勝ち気な笑みを浮かべ、イリーナちゃんがビシィッと元気に指をさしてくる。

　あぁ、微笑ましい。癒いやされる。オリヴィアのせいで蓄ちく積せきしたストレスが和やわらぐ。

　しかし彼女には悪いが、この勝負はあえて負けさせてもらう。

　俺は普ふ通つうのポーションを作る予定、だからな。

　そういうわけで早速、作業にとりかかった。今回錬成するポーションは傷を癒やすためのもの。材料は【ネリギ草×三】【ミツミの根×二】【モルガン蝶ちようの羽×二】、この三種である。よく乾かん燥そうされたこれらをすり鉢ばちで粉末にして、容器に入れた水に溶とかす。

　それから机の上に、法液で特とく殊しゆ魔ま法ほう陣じんを描びよう写しや。その上に容器を置いて、魔ま力りよくを流し込む。

　ポーションという概がい念ねんは前世の時代になかったものだが、しかし、父母の蔵書にはポーション作製教本のようなものがあった。それを見て、俺は錬成法を学んだのである。

　……それにしても。こんな程度のことで特殊魔法陣を使うのか。

　古代世界において、特殊魔法陣は単独では扱あつかえない特級魔ま法ほうを行使する場合か、特別な儀ぎ式しきを行う時でもなければ、用いられることはなかった。

　どうやらこの時代の魔法は俺が思う以上に衰すい退たいしているようだな。

　さておき。俺は父母が持っていた本に記されていた通りにポーションを作った。

　よし。超ちようが付つくほど普通だ。色合いも皆みなのそれと同じく、鮮あざやかな緑。

　それに対し、イリーナのポーションは他の誰とも違う。紅い色をしていた。

「ふっふ～ん。早くもあたしの勝利が決まっちゃったって感じ？」

「はは、それはどうでしょうね。勝負は最後までわかりませんよ」

　口ではこう言ってるが、こちとら負ける気満々である。

　俺に勝利し、得意げに胸を張る、可愛い可愛いイリーナちゃんが見たいのである。

　さておき。全員がポーションを生成。それを見て取ったジェシカは一つ頷うなずくと、

「では、最前列から順次、教きよう壇だんに集合してくれるかな」

　指示を受けて、生徒達が一様に動き出す。

「ふむ、効力値三〇〇か。キミは三五点だな。ボクと一いつ緒しよに楽しい楽しい補習といこうか」

「えーーーーーーー！」という声とは裏腹に、嬉うれしそうな顔をする男子。

　他にも補習を受ける者が続出したが、男子は皆一様に嬉しそうだった。まぁ、それも当然か。ジェシカみたくスタイルのいい美少女が相手なら、補習を受けたくもなろう。

　なんにせよ、測定は滞とどこおりなく進んで行き──俺とイリーナが座る列に番が回ってきた。

　席を立つと、前列の面々と同様に教壇へと赴おもむき、測定を受ける。

　そしてついに、我われ等らが世界の半分をあげたい系女子、イリーナちゃんの番となった。

　彼女は自信満々といった顔つきで、ポーションを箱型魔導装置に注ぎ込む。すると──

「おぉ……！　効力値一二〇〇〇！　凄すごいよイリーナくん、キミは一〇〇点満点だ！」

　ビックリ仰ぎよう天てん、といったふうに目を見開くジェシカ。

　この結果にイリーナは大きな胸を張りながら、こちらの方をチラチラと見やり、

「ふっふ～ん！　まっ、ざっとこんなもんよっ！（チラッ）」

　言外に、「だから褒ほめていいのよ？」「ていうか褒めて」「ワンワン！」みたいな、かまってアピールが見え隠かくれしている。そんな愛らしい得意顔であった。

　もちろん、彼女の期待にはバッチリと応えさせていただく。

「素晴らしい。貴女あなたは最高ですよ、イリーナさん」

「えへへへへへ。まっ、あたしだからねっ！　当然よねっ！」

　綺き麗れいな銀ぎん髪ぱつをなで回してやると、頰ほおをダルンダルンに緩ゆるめながら幸せそうに目を細める。まるでご主人様に褒められたワンコである。イリーナちゃんワンコ可愛い。

「……随ずい分ぶんと素直な娘むすめだ。学生時代のヴァイスとは大おお違ちがいだな」

　そうした呟つぶやき声をオリヴィアがボソリと漏もらした途端、イリーナが奴の方を見やり、

「えっ!?　オリヴィア様って、若い頃ころのパパのこと知ってるの!?」

「あ、あぁ」

　目を輝かがやかせて詰つめ寄るイリーナに、オリヴィアはやや当とう惑わくした様子で後あと退じさった。

「聞かせて！　パパって若い頃はどんなだったの!?」

「い、今は授業中だ。どうしても聞きたくば、後で職員室に来るがいい」

　嬉しげに頷くイリーナと、それをどう扱あつかっていいものか悩なやんでいる様子のオリヴィア。

　奴やつにとって、イリーナのように無む邪じや気き過ぎる接し方をしてくる者は珍めずらしいのだろう。

　あんなにもわかりやすい困り顔をしているオリヴィアを見るのは久方ぶりである。

　こいつにもなかなか可愛いところが──

「おい、大魔導士の息子。貴様、何をニヤついた顔で見ている。叩たたき斬きるぞ」

　ない。やはり怖こわいだけだ。我が姉貴分は。

　その後、何人かがポーションの査定を受け、

「さて、次はアードくん。キミの番だ。……フフ、期待しているよ？　天才児くん」

　それはジェシカだけではなかった。教室中の面々が緊きん張ちようした顔をして、俺と俺のポーションを見つめている。オリヴィアにしても、硬かたい顔でこちらを睨んでいた。

　ふふん。そんなに注目しても無む駄だだ。これは正しよう真しん正しよう銘めい、普通のポーションである。君達が思ってるような展開は──

「こ、効力値、測定不能……!?」

　──えっ。

「ど、どういうことかな、これは……!?　この装置はエリクサーレベルでも測定可能なのだけれど……い、いや、待て……ま、まさか、賢けん者じやの宝液なのか、これは……!?」

　いや、あの。

「け、賢者の宝液ぃ!?」

「賢者の宝液って、おとぎ話に出てくる、あの……!?」

「飲んだ人間を超ちよう人じんに変えたり、死者を蘇そ生せいさせたりできるっていう、伝説の……!?」

　ちょっと待ってくれ。おい。ちょっと。

「あ、あの。これは、その。普通のポーション、ですよ？　賢者の宝液とは別物です。ちゃんと父母が所有していた本の通りに錬成しましたから、間ま違ちがいありません」

「……ちなみに、本のタイトルは？」

　えぇっと、確か、そう。

「アルトリア式錬成史書、でしたかね」

「ア、アルトリア式錬成史書!?　あの伝説の錬成術師、アルトリア様が記したとされる宝典じゃないかっ!?」

「ええええええええええええええええええッ!?」

　あ、あの本、そんな、価値のあるものだったのか!?

　あぁ、くそ！　そうだった！　我が両親は大魔導士だった！　よく考えたら、その蔵書も普通じゃないに決まってるじゃないか！　俺としたことがなんたる失態！

「……賢者の宝液、か。ずいぶんと素敵なものを作ったようだなぁ？」

　ま、不ま味ずい！　オリヴィアの満面がドンドン明るくなっていく！　笑顔になっていく！

「い、いや！　こ、これは、その……そ、そう！　全部、父上と母上のおかげです！　両親が伝説の書物を所持していたからこそ、私は賢者の宝液を作れたのであって──」

「うん。確かに、ポーションの錬成は特殊魔法陣を構築する術式が全てと言ってもいい」

「ですよねー！　そうですよねー！　だから私なんか全然たいしたこと──」

「しかし。陣じんに応じた魔力量を供給しなければ、そもそも錬成は不可能。そして、この特殊魔法陣に供給すべき魔力量は普ふ遍へん的なそれに比べ数万倍を超こえている……！　それを単独で供給してしまうキミの魔力量は、まったくたいしたものと言わざるを得ない！」

　余計なことをぬかすな、この馬ば鹿かァアアアアアアアアアアッ！

「す、数万倍って」

「どんだけ規格外なのよ、アード君……」

「ふっふん！　恐おそれ入いったかしら!?　これがアードよ！　あたしのお友達よ！」

　どうどう凄いでしょ？　みたいな顔して、大きな胸を張るイリーナちゃん。

　そのさまは実に愛らしいものだったが、しかし、今はそれが裏目に出た。

「英えい雄ゆう男だん爵しやくの娘の言う通りだなぁ。凄いなぁ」

　あ～～～……オリヴィアの顔がドンドン明るくなってるううううううう……。

　とても素敵な笑顔になってるううううううう……。

「はははは。アード・メテオール。貴様は実に大した奴だなぁ？」

　ひぃっ!?　わ、笑ったああああああああ!?　笑い声を出したああああああああ!?

　も、もう殺すことを決める寸前まで来てるんじゃあないか!?

「ふふふふ。わたしは貴様のことがたいそう気に入ったぞ、アードくん」

　ぎゃあああああああああ！　君付け！　君付けまで来た！　こいつが君付けして生き延のびた奴はいない！　完全に「いつか殺す」ってことを確信しているッ！




　な、なな、何か対策を！　対策を講じねばッ！










　　　第七話　元・《魔王》様、育成を決意する







　その後、オリヴィアの疑ぎ惑わくを晴らすべく必死に動いたのだが……ことごとくが裏目に出た結果、奴はドンドン笑顔になっていき、それに伴ともなって「こいつ《魔王》じゃね？」「処す？　処す？」というオーラがガンガン強くなっていった。どうしてこうなった。

　それから昼休きゆう憩けいを経て、今、俺は本日最後の授業に臨んでいる。

　舞ぶ台たいは学園の地下ダンジョンだ。

　ダンジョンというのは《魔ま素そ》が普遍的な場所よりも遥かに濃のう密みつな空間であり、それを媒ばい介かいとして、コアが常時、内部に棲まう魔ま物ものが一定数となるよう産み続けている。

　ゆえにダンジョンは恐ろしい場であると共に、貴重な魔物資源の宝庫という側面を持つ。

　そんなダンジョンを攻こう略りやくし、金銭を稼かせぎつつ社会に貢こう献けんする者達をダンジョン・シーカーと呼ぶ。当学園では万能な人材を育成するという教育方針を掲かかげているため、他の学園とは違ちがい魔法にあまり関係のない知識や技術も学ぶこととなる。そのため卒業生の進路は多た岐きに渡わたり、中には名うてのダンジョン・シーカーとして活動している者もいるとか。

　さて。地下ダンジョンの景観は見慣れたものであった。

　石造りの床ゆか、壁へき面めん、天てん井じよう。それらは一面苔こけむしており、それが淡あわい光を放っている。

　空気はひんやりとしていて、そうした冷気が足を踏ふみ入れた者達に緊張を芽生えさせる。

　そんなダンジョンの入り口にて。冷たい空間の只ただ中なかに、講師の間延びした声が響ひびいた。

「みんな～、リラックスしてね～～～。上層ならなんの問題もないからね～～～」

　緊きん張ちよう感かんを奪うばうような声。その外見もホビット族特有のおっとりしたものだが、これでも彼は凄すご腕うでの元・冒ぼう険けん者であるとか。

　……その横にはやはりオリヴィアが立っていて、黒い猫ねこ耳みみと尻しつ尾ぽをピクピク動かしながら、こちらをニコニコ顔で見つめている。ブチ壊こわしたい、あの笑顔。

「今回は初授業だし～～、簡単なものにしよっかな～～～」

　まず、俺達は講師に付き従い、彼から魔物の狩かり方や解体法などを学んだ。そして、

「じゃ～課題を出すね～。三階層まで潜もぐってブラック・ウルフを討とう伐ばつ～。皮を剝はいで持ってきて～。それの質を僕が判定して～、質に応じて点数を付けるからね～」

　あくびが出るような声を発した後……彼は、心がヒリつくようなことを言った。

「じゃ～、三人組作って～～～。今回の課題はパーティーでやってもらうから～～～」

　言うまでもないが、孤こ独どくと共にある人間に対し二人組あるいは三人組作って、という言葉は禁句である。これにまつわるエピソードもまた言うまでもないので、絶対に言わない。

　過去を振ふり返ることになんの意義があろう。大事なのは過去よりも今。そういうわけで。

「アードくんっ！　わたしをパーティーに入れてくださいっ！」

「ちょっと！　アード様のパーティーメンバーになるのはアタシよ！」

　多くのクラスメイトからお誘さそいを受けるという現状を楽しもう。

　課題が開始された途と端たん、俺とイリーナの周囲に人だかりができた。

　さぁ、どうしたものかなと困りつつも、嬉しい状じよう況きように笑みを浮うかべていたのだが……

　不意に、ぽつねんと寂さびしく立っている少女の姿が目に映った。

　エラルドにいじめられていたサキュバスの美少女、ジニーである。

　彼女は肩かたまで伸びた桃もも色いろの髪かみを弄いじりながら、不安げな顔で四方八方に視線を配っていた。

　その様子はまさに、前世で学生生活を送っていた頃の俺とまったく同じ。

　誰だれからも誘さそわれず、しかし、誘う勇気もない。ゆえに孤こ立りつする。

　自らの状況を恥はじたか、ジニーの碧へき眼がんが涙なみだで濡ぬれ始めた。そんな彼女のことを放っておけるわけもなく、俺は集団から抜ぬけ出そうと一歩踏み込む。……その時だった。

「ジニー！　あんた、あたし達のパーティーに入んなさいっ！」

　俺よりもいち早く、イリーナが彼女のもとへと近づいて、声をかけていた。

　その声には断固たる意思と、慈じ愛あいが宿っていた。それを受けて、ジニーは周囲の生徒達と同様、目を丸くさせていたが、やがて唇くちびるを震ふるわせながら言葉を紡つむぎ出した。

「わ、私なんかで、いいんですか……？」

　大きな胸の前でギュッと両手を握にぎるジニー。

　不安げな表情の彼女にイリーナは断言した。

「あったり前でしょっ！　アードも、異論はないわよねっ!?」

　こちらを見やる彼女に、俺は微笑した。

「えぇ、なんの問題もありませんよ、イリーナさん」

　やはりウチの娘むすめは素晴らしい。優しくて慈愛に満ちあふれていて。

　前世でこの子に出会えていたならと、そう思わざるを得ない。

　ともあれ。俺達はジニーを迎むかえ、探たん索さくを開始したのだった。




　迷宮内は肌はだ寒ざむく、露ろ出しゆつの多い制服を纏まとう女子達は多くがフルフルと体を震わせていた。

　しかし、その震えは何も、温度だけが原因ではなかろう。迷宮内部に漂ただよう独特の陰いん気きが原初の恐きよう怖ふを呼び覚まし、否いや応おうなしに体を震わせるのだ。

　俺の隣となりを行く二人の美少女のうち一人、サキュバスのジニーもまた、大きな胸を押し潰つぶすように腕うでで上半身を抱いだき、怯おびえた目で周囲に視線を配っている。

　大だい胆たんに露出した白く柔やわらかそうな太ふと腿ももは内うち股またぎみで……そうした姿を見ているとサキュバス特有の雰ふん囲い気きが欲よく望ぼうを刺し激げきし、襲おそいたくなってしまう。無論、襲うわけもないが。

　その一方で、我われ等らがイリーナちゃんはと言えば。

「アードのアーは悪・即そく・斬のアー♪　アードのドーはド突ついて殺すのドー♪」

　さっきから珍ちん妙みような歌を口ずさみながら腕を振り、堂々と歩いていた。

　調子外れな歌声に合わせて腕を上下させる度に、豊満な乳ち房ぶさがタプンタプンと揺ゆれる。

　俺とイリーナは村で毎日のようにダンジョンへ足を運んでいたのだ。そのため、この独特な雰囲気に吞のまれることはない。

　そんな俺達の前に、早速、件くだんの魔物が現れた。

　体高一メリルにも満たぬ黒い獣けもの、ブラック・ウルフである。

　数は一〇。集団で現れたそれに、ジニーは小さな悲鳴と共に尻しり餅もちをついた。

　カタカタと震える彼女を安心させるべく、俺は微笑と共に言葉を紡ぐ。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、ジニーさん。この程度の魔物、すぐに打ち払はらってみせましょう」

　そして俺は指をパチンと鳴らす。次の瞬しゆん間かん、ブラック・ウルフの群れ近くに複数の幾き何か学模様、魔ま法ほう陣じんが出現し、炎ほのおを噴ふん射しやする。

　一〇の魔物が消し炭へと変わるのに、三秒とかからなかった。そして、次の瞬間。

【ブラック・ウルフを倒たおした！】

　目前に、半はん透とう明めいな灰色の板が現れる。

　ダンジョンは現実世界とは異なる法則を持つ、異界とも言える場所だ。

　この半透明な板もダンジョンを異界たらしめる要素の一つで、魔物を倒したり宝箱からアイテムを入手した時など、さまざまなタイミングで出現する。

　その存在意義などは未だ不明。あまり興味がないので、解明するつもりもない。

「ブ、ブラック・ウルフの群れを、一いつ瞬しゆんで……！　ア、アード君、凄すごいです……！」

「ふっふ～ん！　この程度で驚おどろいてちゃ、この先アードにはついていけないわよ？　なんせアードは、一二歳の時点でエンシェント・ウルフを仕留めてるんだからっ！」

「えええええええっ！　あ、あのエンシェント・ウルフを、一二歳でっ!?」

　二人の会話を聞きながらブラック・ウルフの亡なき骸がらを見て、俺は腕を組んだ。

　完全に、加減を間ま違ちがえたな。どの遺い骸がいも炭状になってしまった。

　これでは剝ぎ取りなど不可能だ。手加減とはなんと難しいことか。などと考えていると、

「わ、私、お二人のような凄い方々とパーティーになれて、とても光栄に思います。で、でも……わ、私なんかが、お二人と一いつ緒しよに歩いても、いいのでしょうか……私なんか、ただ足を引っ張るだけの存在、ですし……」

　ふむ。この子は必要以上に自分を卑ひ下げする癖くせがあるようだな。それは多分、幼い頃ころからエラルドに虐いじめられ続けたからだろう。

　気持ちはよくわかる。俺も前世での幼少期はいじめられっ子だった。少女じみた顔だったので女野や郎ろうとか言われて毎日ゴミを投げつけられたり、色々あって家族と家を失った後、路上に作った寝ね床どこを壊されて「オメーの寝る場所ねぇから」と笑われたり……

　幼少期にそういう経験をすると、卑ひ屈くつな人格が形成されていくものだ。

　俺は幼おさな馴な染じみであるオリヴィアのおかげで救われたのだが、ジニーにはそういう相手がいなかったのだろう。……だったら。

「ジニーさん。貴女あなたさえよろしければ、私の魔ま法ほう指導を受けてみませんか？」

「えっ？　ま、魔法の指導、ですか？」

「はい。私はまだまだ未熟者の身ではありますが、ジニーさんがある程度の自信を持てるぐらいの力ならば、授けることができるのではないかと愚ぐ考こうします」

　力を持てば、人は大なり小なり自信を持つものだ。

　俺はジニーを強くして、自信を持ってもらいたいと思った。しかし、

「……強くなんか、なれっこないです」

　俯うつむくジニー。前まえ髪がみに隠かくれた瞳ひとみは今、卑屈と自じ虐ぎやくで揺れているのだろう。

　そんな彼女に、俺はなるだけ力強く断言した。

「いいえ。貴女は強くなれます。というか、私が強くします。必ず」

　この言葉に、ジニーはおずおずと顔を上げて、こちらを見つめると、

「な、なんで、私にそこまで構うんですか……？　私なんか……アード君からしてみれば、路ろ傍ぼうの石ころみたいなものでしょ……？」

「ジニーさん。この世界にはね、路傍の石ころなんかどこにもありませんよ。皆みな、必死にそれぞれの人生を生きる主人公です。貴女だってそうだ。今は輝かがやく方法を知らないだけ。……貴女だって、本当は輝きたいのでしょう？　ジニーさん」

「……英えい雄ゆう譚たんの台詞せりふと、同じ……まるで……」

　ジニーは再び俯くと、よくわからない言葉を呟つぶやいた。これはダメか？　と一瞬困ったのだが、彼女はすぐに顔をバッと上げて、

「ぜ、ぜひお願いしますっ！」

　その瞳には、過去の己と決別してやろうという気き概がいがある。




　かくして。可か哀わい想そうなサキュバス美少女を教育することになった。
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　その後。俺はジニーに無詠えい唱しようの方法を教えるなどして、彼女の強化に努めたのだが……いずれも失敗。まともな成果は上げられなかった。

「……やっぱり、私は無能女、なんですね」

　酷ひどく落ち込んだ様子のジニーを前にして、俺は腕を組み、首を捻ひねった。

　ここで慰なぐさめの言葉をかけたところで、むしろ惨みじめな思いを抱いだかせるだけだし……

　貴女には凄すさまじい才能があります、という事実を述べたところで、信じはしないだろう。

　ジニーは自らのことを無能と卑下するが、そんなことはない。そもそもサキュバスが無能であるわけがないのだ。前世の時代からサキュバスは希少な人種であり、高い魔法の素養を持つ者ばかりだった。ジニーもご多た分ぶんに漏もれず、高い素養を有している。

　ならばなぜ、こうも指導の効果が得られないのかと言えば、それはひとえに精神の有様が原因である。魔法の効力や習得には精神状態が大きく関わってくるのだ。

　強い自信を抱くなどして、リラックスした状態であれば効力や吸収力は段だん違ちがいに高くなる。その反面、極度の緊きん張ちよう状態に陥おちいったりすると力を全く発揮できなくなったりする。

　……できれば教えたくなかったんだが、ジニーに自信をつけさせるためだ。仕方ない。

　俺は一つ嘆たん息そくしてから、

「諦あきらめてはいけませんよ。お教えできることはまだありますから。それは……イリーナさん、貴女にも教えていない技術です」

　そう述べた途端、二人の目が光った。イリーナは好こう奇き心しんを、ジニーは希望の光を瞳に宿す。そして、俺がとある技術を教えようとした直前。

「ちょうどいいときに現れましたね。あのブラック・ウルフを相手に実じつ践せんしましょうか」

　言うが早いか、俺は目前のブラック・ウルフに対し行動を開始した。迫せまり来る黒い犬っころを見み据すえながら、指を虚こ空くうに走らせる。と──

　次の瞬間、ブラック・ウルフの周辺が爆ばく発はつした。

　加減もバッチリ。ちゃんと皮を剝はげる状態で、絶命へと至らせることができた。

「……えっ？　あの……えっ？」

「ア、アード。あ、あんた、今、何をしたの？」

　目をまん丸にしながら見つめてくる二人に、俺は人差し指を立てながら答えた。

「崩くずしたルーン言語による簡易魔法陣を空中に投とう影えいし、スピーディーに魔法を発動する技術。私は個人的に、これを《崩字魔法スクリプト・マジツク》と呼んでいます」

「ス、《崩字魔法スクリプト・マジツク》……!?」

「そ、そんなの、聞いたことも見たこともないわよ……!?」

「それはそうでしょう。何せ私が作ったものですから」

「「ええええええええええっ!?」」

　二人が同時に声を上げた。

「ど、独自の魔ま法ほう概がい念ねんを作っちゃったんですかぁっ!?　そ、そんなことができるのは、ま、《魔王》様ぐらいなものですよぉっ!?」

「ふ、ふふんっ！　こ、ここ、これがアードよっ！　おそれいったかしらっ！」

　珍めずらしいな。イリーナちゃんが本気でビックリしてる。大たい抵ていのことには驚かなくなったのに。……だから、教えたくなかったのだ。この技術が常識外れだという自覚はあった。それを晒さらしたなら、あとあと必ず面めん倒どうなことになるということも承知の上だ。

　それでも、ジニーには自信を持ってもらいたい。地じ獄ごくから抜ぬけ出してもらいたい。

　かつてオリヴィアが俺にしてくれたように、俺も、ジニーを助けてやりたいのだ。

「ア、アード君は本当に凄い人、ですね……で、でも、さっきの《崩字魔法スクリプト・マジツク》は、やっぱりアード君みたいに才能のある人にしか──」

「いいえ？　誰だれにでも使えますよ？　何せ、それをテーマに作った魔法概念、ですので」

「えっ」

「前述しました通り、《崩字魔法スクリプト・マジツク》は崩したルーン言語をもとに簡単な魔法陣を構築することで発動する魔法です。そのため、陣じんを描えがければ誰でも扱あつかえます」

「す、すごい……けど、あれだけ強力だと、やっぱり魔ま力りよく消費量が──」

「いいえ？　《崩字魔法スクリプト・マジツク》の魔力消費量はゼロですよ？」

「「ええええええええっ!?」」

　再び、まったく同時に声をあげる二人。息ピッタリだな。

「ま、魔力消費、ゼロって……！」

「い、いったい、どうなってるの？」

「理り屈くつは非常にシンプルですよ。崩したルーン言語による陣の中に、大気中の《魔ま素そ》をエネルギー源とする術式を組み込んだだけです。結果として、通常の魔法とは違ちがい、空中に陣を指で投影した時点で魔法が発動するというわけですね」

　半信半疑、といった二人に崩したルーン言語による術式内容を教えてやる。

　それからイリーナがブラック・ウルフを手早く解体。すると、

【ブラック・ウルフの皮（普ふ通つう）　価値：五〇　を入手した！】

　現れた半透明な板に、彼女は首を傾かしげて。

「前から思ってたんだけど、（普通）ってことは、（凄い）とかもあるのかしら？」

　それは判然としないが、イリーナちゃんが（可愛い）ということは自明の理である。

　解体後、俺達は先へ進み、再び数体のブラック・ウルフと遭そう遇ぐう。

「彼かれ等らに付き合ってもらいましょう。ジニーさん、準備はよろしいですね？」

「は、はいっ！」頷うなずいてから、彼女はすぐさま、空中に指を走らせた。

　刹せつ那な、ブラック・ウルフ達が《崩字魔法スクリプト・マジツク》の爆発に飲まれ、絶命する。

「や、やった……！　やった、やったっ！　発動できたよっ！　アード君っ！」

　喜びを爆発させたような顔となり、ぴょんぴょん跳はねるジニー。そのたびに桃もも色いろの髪かみがふわりふわりと揺ゆれる。ビッグサイズなおっぱいもドタプンと揺れる。

　ともあれ。狙ねらい通り、少しは自信を持ってくれたみたいだな。

「それにしても。本当に魔力消費量がゼロ、なんですね。こんなの世間に公表したら、世界のパワーバランスが崩れかねないんじゃ……？」

「はは。それはありえません。確かに理論上、《崩字魔法スクリプト・マジツク》のみを使えば《魔導士》の戦せん闘とう継けい続ぞく可能時間は飛ひ躍やく的に上じよう昇しようします。しかし、大気中の《魔素》をエネルギー源として発動する、という性質上、小規模な効力の魔法しか発動できません。よって、これはちょっとした牽けん制せい技にしかなりえませんよ」

　こうした事情もあり、この技術は誰にも伝えなかったのだ。

「……さて、お二人とも。そろそろブラック・ウルフの解体に移りましょうか」

　頷く二人。イリーナが小走りでブラック・ウルフの死体に駆かけ寄ると、ナイフを抜き放ち、解体を始める。その手際は先刻同様とても流りゆう麗れい、ではあるのだが。

「もったいないな」

　……あっ。まずい。無意識のうちに考えが漏れ出てしまった。

「もったいない？　どういうこと？」

「えぇっと、それは、その……」

　まずいな、言い訳が思いつかない。……これはもう、仕方ないか。

「お二人とも、私がこれから行う内容については、内密にしてくださいね」

　そう前置いてから、俺は一体の死し骸がいの前で膝ひざをついて、《フレア》を発動した。

　術式を弄いじり、形状をナイフに似たものへと変へん更こう。そうしてから、

「ブラック・ウルフの皮は特とく殊しゆな剝はぎ方をすると強度が何倍にもなる。見ていてください」

《フレア》で作った炎ほのおのナイフを、ブラック・ウルフの体へと突つき入れる。

「ブラック・ウルフの皮は熱を与あたえながら剝ぎ取ることにより、強度が大きく上昇するのです。見た目こそ普通に剝ぎ取ったものと変わりありませんが……」

　剝ぎ取り後、灰色の半はん透とう明めいな板が目前に出現する。

【ブラック・ウルフの皮（極上）　価値：三〇〇　を入手した！】

　この表記に、イリーナ達が目を丸くして。

「か、価値三〇〇っ!?」

「ていうか、やっぱりあったのね、（普通）以外の表記」

　その後、（普通）と（極上）、両毛皮の耐たい久きゆう力を比ひ較かくすることになった。

　特殊な剝ぎ方をした皮と、なんの工夫もせず剝いだそれとを並べ、普通の《フレア》を発動。二つの毛皮を焼いてみたところ、

「ふ、普通の皮は消し炭さえ残ってないのに……！」

「ア、アードが剝ぎ取った皮は、なんの損傷もないっ!?」

　二人は目を丸くしながら、至極当然の疑問を口にした。

「い、いったい、どこでこんなことを知ったんですか？」

「ジャックのおじちゃんよね？　きっと」

「えぇ。イリーナさんのおっしゃる通りですよ」

　噓うそである。本当は《魔王》であった頃ころ、配下の一人が教えてくれたのだ。

　我が配下の経歴はバリエーションに富んでおり、中には冒ぼう険けん者だった奴やつもいた。

　そいつから素材の剝ぎ取り術について色々と教わったのだ。

「やっぱジャックのおじちゃんは物知りねっ！」

「あのう、ジャックのおじちゃんというのはもしかして……」

　会話しながら、イリーナが皮を拾い上げ、リュックにしまおうとする。

　ダメだ。あんなものを持ち帰ったら、絶対に目立ってしまう。

「お待ちなさい、イリーナさん。それは捨て──」

　言葉の途と中ちゆう。俺達の足下に穴が開いた。

　そして次の瞬しゆん間かん、体重がゼロになり──




　意識が、暗転した。
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　……迷宮内には、ダンジョンホールという概がい念ねんがある。これは迷宮にて発生するギミックの一つで、突とつ如じよ足下に穴が開き、そこに落ちてしまった場合、問答無用で下層へと飛ばされる、というものだ。そんなダンジョンホールに落ちた結果、俺達が飛ばされた先は、

「ふむ。これはおそらく……階層主の間、でしょうかね」

　迷宮には一定階層ごとに階層主と呼ばれる強力な魔ま物ものが鎮ちん座ざする。今回の相手は……

「なんでしょう？　ちょっと大きめの……牛人間？」

「ミ、ミミミ、ミノタウロス！　ですぅっ！」

　ミノタウロス？　あのショボい牛人間が？　俺の知るミノタウロスは荘そう厳ごんな鎧よろいを纏まとい、片手には大地を両断するほどの魔法が付ふ与よされた戦せん斧ぷを握にぎる強大な魔物、なのだが。

　目前にいるそれは毛むくじゃらで頭が牛であるという以外に、共通点が見当たらない。

　鎧も纏ってないし、片手に握るはショボい棍こん棒ぼうである。

　……とはいえ、ブラック・ウルフに比べれば圧あつ倒とう的に強い、か。

「ふむ。彼にはレッスンの締しめくくりに協力していただきましょうか」

　そう呟つぶやいた直後。

「ブルゥオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ！」

　石造りの空間内に、魔物の絶ぜつ叫きようが轟とどろく。

「はわ、はわわわわっ……！」

　目前の怪かい物ぶつ、ミノタウロスが放つ鬼き気きにあてられたか、ジニーが尻しり餅もちをついた。

　腋わきや股またから大量の汗あせを流し、全身を震ふるわせ、青い瞳ひとみを涙なみだで濡ぬらす。

　イリーナも似たようなものだった。ガチガチと歯を鳴らし、大量の脂あぶら汗あせを流している。

　だが……やはり俺からしてみれば、なぜこの程度の雑ざ魚こにそういうリアクションをとるのか、理解できなかった。

「さて。これより《崩字魔法スクリプト・マジツク》に関する最後のレッスンを行います」

　言うと、俺は前へ出た。スタスタと歩き、ミノタウロスの眼前へと歩み寄る。

「ア、アード君っ！　あ、危な──」

　ジニーが言葉を放つ最中、ミノタウロスが棍棒を振ふり下ろしてきた。

　轟ごう然ぜんと迫せまるそれだが、本当にたいしたことのない一いち撃げきだった。

　最低レベルの強化魔法を用いて身体機能を高め、人差し指一本で受け止める。

「この程度では虫も殺せませんよ？　ミスタ・ミノタウロス」

　心なしか、対面の怪物の顔が焦しよう燥そう感かんに歪ゆがんだように見えた。

　それにクスリと微笑してから。

「レッスン・ワン。このような至近距きよ離りとなった場合、《崩字魔法スクリプト・マジツク》を使うべきではありません。空中投とう影えいを行う際は隙すきだらけとなりますので、必ず相手から離はなれましょう」

　述べてからすぐ、ミノタウロスの腹部に拳こぶしを打ち込む。

　軽く叩たたいた程度だったが、それでも、奴の巨きよ体たいが遠方へと吹ふっ飛んでいった。

「う、噓ぉ……!?」

「ふ、ふふん！　ざっとこんなもんよっ！」

　目をまん丸にするジニーと、我がことのように胸を張るイリーナへ、声を送る。

「レッスン・ツー。相手が大きな隙を見せた際に使うと極めて効果的です」

　起き上がろうとする怪物を前にして、俺は空中に指を走らせた。

《崩字魔法スクリプト・マジツク》の一つ、《ショート・フレア・ボム》である。

　刹那、ミノタウロスの巨体が爆ばく発はつに飲み込まれた。

「ブゥモオオオオオオオオオオオオオオオオオ!?」

　悲鳴を上げながらたたらを踏ふむミノタウロスに、容よう赦しやなく追つい撃げきを叩き込こんでいく。

　灼しやく熱ねつと煌きらめきの渦うずに飲みこまれる敵方を見つめながら、俺は言葉を紡つむぐ。

「《崩字魔法スクリプト・マジツク》の強みはその連射性にあります。一いつ般ぱん的な魔法とは違い、再発動に必要なクールダウン・タイムがなく、そのうえ魔ま力りよくも消費しない。よって相手が一度でも怯ひるんでしまえば、このように一方的な展開を作ることも可能です」

　ミノタウロスは何もできなかった。ただただ、爆発に飲まれるのみだった。

　ふむ。もう少しで討とう伐ばつできるな。それならば──ここらが頃ころ合あいか。

　俺は攻こう撃げきをやめてジニーの方を見やり、

「ジニーさん。最後の仕上げは貴女あなたがおやりなさい」

「……えっ？」

　何を言われたかわからないといった顔をしている彼女に、俺は真しん剣けんな面持ちで告げる。

「勇気を出しなさい。そして、過去と決別なさい。これはそのための儀ぎ式しきです」

　まっすぐ、射い貫ぬくような視線を向ける。

　ジニーの顔に、様々な感情が駆け抜ぬけた。それはやはり、おおよそが弱音であった。

　そんな彼女を𠮟しつ咤た激げき励れいすべく、俺は口を開いた。

「変わりたいのでしょう？　輝かがやきたいのでしょう？　ならば意地を見せなさい」

　そして。

「ジニーさん、貴女にとって今は、まさしく人生の分ぶん水すい嶺れいなのですよ」

　この言葉が、彼女の心に火を点つけたらしい。

「……私、これまでずっと、辛つらい気持ちから逃にげてきました。嫌いやなことがあったら部屋に引きこもって、魔王様の英えい雄ゆう譚たんを読みふけって……いつか、魔王様みたいに素敵な人が助けてくれるって、ずっと、自分を慰なぐさめてた。……それが虚むなしいことだと、知りながら」

　けれど、もう、逃げたくない。ジニーの表情からは、そういう気持ちが伝わってくる。

　……やはり、彼女も一いつ端たんのプライドを持っていたようだな。

　当たり前だ。誰だれだって、弱者で在り続けたいとは思わないし、自らの弱さを駆く逐ちくしたいと思うものだ。そう、かつての俺と同じように。

　ジニーもまた、卑ひ屈くつな己を殺し、人としての誇ほこりを取り戻もどすべく前へと進んだ。

　ミノタウロスの前に立つ。瀕ひん死しとは言え、それでもなお、彼女にとって奴は恐おそろしい怪物であろう。ゆえにジニーは全身を震わせ、恐きよう怖ふを顔に宿す。だが、それでも。

「く、くらえっ！」

《崩字魔法スクリプト・マジツク》を発動する。指を空中で走らせ、術式を描えがく。

　完成と同時に、ミノタウロスが爆炎に飲み込まれた。

「グゥモオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！」
















　それは悲鳴、なのだが、ジニーには反はん撃げきの雄お叫たけびのように感じられたのだろう、

「ひぃいいいいいいいいいいいいいいいいいっ！」

　彼女もまた、悲鳴をあげたが、しかし、指は止めない。攻撃を止めない。

　生まれ変わるための儀式を、決して、止めはしない。

　その潤うるんだ瞳の先には、今まさにくずおれるミノタウロスの姿がある。

　そうだ。それでいい。恐怖を乗り越こえろ。これまで敗北し続けてきた感情をねじ伏ふせろ。

　その末に──

「私はもうッ！　泣いたりしないッ！　強くなるんだッ！　生まれ変わるんだッ！」

　お前は、在りたい己へと変わることが出来るだろう。

　力強い叫さけびと共に、ジニーは《崩字魔法スクリプト・マジツク》を叩き込む。そして──

　とうとう、ミノタウロスはその生命力を失い、糸の切れた人形のように倒たおれ伏せた。

【ミノタウロス・ノーマルを倒した！】

　全身から煙けむりをあげるミノタウロスの巨体が、重量感ある衝しよう突とつ音を響ひびかせる。

「はぁ……はぁ……お、終わった、の……？」

　荒あらい息を吐はきながら、肩かたと胸を上下させる。やがて勝利の実感が芽生えたからか、彼女は安あん堵どしたように顔を緩ゆるめ、ぺたんと尻餅をついた。俺はそんなジニーへと近寄り、

「お見事。素晴らしい戦いでしたよ、ジニーさん」

　心の底から、彼女の勝利を祝福した。

「……全部、アード君のおかげ、です」

「いいえ。私はあくまでも背中を押しただけ。行動したのは貴女自身。ゆえにジニーさん、貴女は間ま違ちがいなく、自らの力で何もかもを摑つかみ取ったのですよ」

　ジニーは無言のまま、自らの掌てのひらを見つめた。

　これまでずっと無力だと思ってきたその手が、今の彼女には違ちがうものに見えるだろう。

　彼女はやがて、ふっ、と笑い、

「ありがとう、アード君」

　まっすぐ、こちらを見る。その瞳には、卑屈な色など微み塵じんもない。

　……かつて、俺がオリヴィアに救われたときも、俺は彼女に同じ目を向けたのだろうか。

　ジニーの瞳には無限の力が宿っていて。それは本当に、美しい煌めきであった──










　　　第一〇話　元・《魔王》様、一日を総そう括かつする







　ジニーの一件が解決を迎むかえた後。俺達は上の階層へ戻るべく、移動を開始した。

　階層主の間を抜け、通路を行く。目的地は転送室である。人の手で管理されている迷宮には例外なく一定階層ごとに転送室があるものだ。その部屋へ入り、特定の術式を発動することで、任意の階層にワープできる。

　このダンジョンにもそれがあることを祈いのりながら、俺は二人を伴ともない、歩を進めていく。

　その道中のことだった。

「……なにコレ？　扉とびら？」

　我々は謎なぞの扉を発見したのである。

　巨きよ人じん用かと思うほど大きなそれには鍵かぎ穴あながあり、

【鍵かぎがかかっている！】

【開けるにはアルマタイト・キーが必要です】

　……開かぬと言うなら、この扉に用はない。俺達は先を急いだ。

　そこからの道中は平へい穏おんそのもので、目的の転送室へと普ふ通つうに到とう着ちやく。俺達は一階層へと戻り、担当講師とオリヴィアのもとへ帰き還かんした。そこには既すでに他の生徒達も集まっていて、こちらを凝ぎよう視ししている。きっと凄すごい成果を期待しているのだろう。

　残念だったな、諸君。ミノタウロスの体は焼しよう却きやく処分した。素材は剝はぎ取ってない。

　今回こそは普通の成績を残し、晴れやかな気持ちで終わらせていただく。

「三人ともお帰り～～～。早速素材の方を確認させてもらおうかな～～～」

　おっとりした講師に、イリーナが得意げな顔をして三人分の皮を見せる。

「これは合格～～～。これも合格～～～」

　ダンジョンの内部では入手したアイテムの価値が判然とするのだが、それはあくまでも入手したとき限定の話。そのため虚きよ偽ぎの価値報告が可能である。

　しかしながら、ホビット族にそれは通じない。彼等が有する《固有技能スキル》、鑑かん定てい眼は、あらゆるアイテムの価値を見極めることが可能なのだ。

　そんなホビットの講師だが、特別おかしなリアクションをする前兆はない。

　勝った。今回こそは俺の勝ちだ。これでオリヴィアの疑ぎ惑わくも少しは晴れ──

「～～～～～ッッ！　な、なんじゃこりゃあ～～～～ッ!?」

　──えっ。

「か、価値三〇〇～～～ッ!?　じょ、上級素材のレベルじゃないかぁ～～～ッ!?」

　………………

　…………

　し、しまったあああああああああああああ！

　と、特とく殊しゆな方法で剝ぎ取った皮を捨てさせるの、忘れてたあああああああああああ！

　い、いや！　待て！　まだ間に合う！　まだ言い訳が間に合──

「こ、これはいったい、どういうことなの～～～ッ!?」

「ふっふ～んっ！　それはね、アードが剝ぎ取ったものよっ！」

「その皮は特別な剝ぎ方をしたんですっ！　アード君がっ！」

　お～い！　なんで言った!?　なんで言った!?

　約束しただろ！　他言無用でお願いしますって！

「アッ、アード君！　この僕を弟子にしてくださ～～～い！　お願いします！」

　綺き麗れいな土下座を決めるホビット講師。その向こうで……

「特別な剝ぎ方、か。かつての配下に、そんなことをよく口にしていた男がいたっけなぁ」

　満面に華はな々ばなしい笑みを浮うかべ、猫ねこ耳みみをピコピコ動かすオリヴィアの姿があった。

「いやぁ、わたしはお前のことがますます気に入ってしまったよ。今夜あたり我が屋や敷しきに来ないか？　ア・ー・ド・さん？」

　ひいいいいいいいいい！　さ、さん付けにランクアップしたあああああああああ！

　し、しかも屋敷にお呼ばれえええええええええええええ!?

　こ、これはアレだ！　近い将来にお前をなぶり殺しにしてやるぞっていう意思表示だ！

「いいなぁ……オレもオリヴィア様にお誘さそいされてぇわ……」

「なぜ平民風情が……！　俺と代われよド畜ちく生しよう……！」

　じゃあ代われよ！　喜んで代わってやるわ、こんな立場！

　代わって後こう悔かいするのお前だからな！　絶対！

　あぁもうっ！　どうしてこうなった！




　……ダンジョンでの授業を終えた後、教室で一日のまとめなどを担当講師であるオリヴィアが語り、本日の全課程が終しゆう了りようした。一いつ般ぱん的な社会的教養を学ぶ学園であれば、これからクラブ活動などがあるらしいが、魔ま法ほう学園にそうしたものはない。

　ただ女子達曰いわく、秘密裏に活動する怪あやしげなクラブが本校には存在するらしいのだが、特別興味もないし俺が関わることも永遠になかろう。

　そういうわけで、俺は今後の住すみ処かとなる場所、学生寮りようへと戻った。

　寮は学園の敷しき地ち内にある。無む駄だにだだっぴろい校庭には真ん中に校舎がでんと構え、その両りよう隣どなりに貴族用、平民用の寮が並ぶ。そう、住処は立場によって変わるため、

「なんでアードと一いつ緒しよの部屋じゃないのよっ！　信じらんないっ！」

　校舎を抜け、別れを告げた途と端たん、イリーナちゃんが立腹なさった。

　こちらも気持ちは同じだが、どうにもならん。決まりは守らねばならぬ。

　俺はイリーナちゃんについていきたい気持ちをグッと抑おさえ、彼女と別れたのだった。




　無駄に広い校庭の中を歩き続けた末に、平民用の学生寮へと到着。その外観はまぁ、「平民なんぞこんなもんでいいだろ」といった作り手の心意気が感じられるようなものだった。

　とはいえ文句はない。ここよりも遥かに劣れつ悪あくな環かん境きようで過ごしたこともあるし……何より、一人部屋である。それだけでもう、十分過ぎるぐらい幸せだ。誰だれかと相部屋になどなったら、前世にて、世を忍しのぶ仮の姿で過ごした学生時代のトラウマが蘇よみがえってしまう。

　さて。食堂での夕ゆう餉げを終えた後は特にやることもないので、俺はベッドのうえに寝ね転ころがって目を瞑つぶり、入学初日である今日を振ふり返った。

　……色々とあったが、今日という日を表するなら、感動の一語でことたりる。

　何かを感じ、心が動く。プラスの意味でも、マイナスの意味でも。

　マイナスについてはまぁ、オリヴィアだな。うん。何もかもオリヴィアだ。

　プラスの方はといえば……やはり、皆みながまともに接してくれること。

　これは本当に嬉うれしかった。俺が望んでいた人間関係が、この学園にはある。

　このままいけば、友達一〇〇人という夢が、夢のまま終わることなく達成できるのではなかろうか。そんな希望が抱いだけるような初日であった。

　しかし──と、新たな思考へと着地する直前。ドアがノックされ、そして、

「こんばんわっ！」

　ネグリジェ姿のイリーナちゃんが、部屋へと入ってきた。

「寮りよう長ちようさんに確認したんだけどねっ！　貴族用の寮に平民が入ることは許されてないけど、貴族が平民用の寮に入るのは大だい丈じよう夫ぶなんだってっ！　だから来ちゃったっ！」

　バンザイしながら、ニコニコと嬉しそうな顔を見せるイリーナ。

　きっと俺も同じような顔をしているのだろう。頰ほおの緩み具合が自覚できた。

「ようこそいらっしゃいました。みすぼらしい場所で、お茶のご用意もできませんが……」

「そんなのいらないわっ！　アードと一緒にいられるなら、あたしどこでもいいっ！」

　……神々の一いち撃げきなんぞよりよっぽど効いたぞ、この言葉は。

　それから俺達はベッドに座り合い、雑談を交わした。

　楽しい時間はすぐに過ぎるもので、室内の時計が早、夜一〇刻へと針を進める。

「イリーナさん、そろそろお戻もどりになりませんと」

「……一緒に寝ねちゃ、ダメ？」

　こちらの袖そでを引っ張りながら、上うわ目め遣づかいでおねだりするイリーナ。破は壊かい力抜ばつ群ぐんであった。

「アードと一緒じゃなきゃ、あたし、きっと寂さびしくて眠ねむれないわ……」

　こういうふうに言われて、断ることのできる者がいるだろうか。俺は了りよう承しようの意を示し、ランプの光を消した。そうしてから、イリーナと二人、ベッドの中へと入る。

「狭せまくて申し訳ありません」

「だいじょうぶ。くっついて寝るの、好きだから」

　俺の左ひだり腕うでを枕まくらにしながらはにかむイリーナちゃん、マジ天使。

　一人用のサイズゆえ、俺達は必然的に密着した状態になる。こちらがイリーナちゃんを抱だきしめながら寝転がる、という絵面だ。すると当然ながら……

　女体特有の柔やわらかな感かん触しよくと、フローラルな香かおりが刺し激げきをもたらしてくる。

　特に胸。イリーナちゃんの豊満な乳ち房ぶさがこちらの胸板に潰つぶされて、彼女が呼吸するたび、ムニュリムニュリと形を変える。そんなふうにいやらしく形を変える柔らかいそれと、全身に伝わる心地のいい女体の感触が、彼女の肉体的成長を実感させた。

　つきたてのモチのような弾だん力りよくとハリを持つ、大きな乳房。首筋にかかる切なげな寝ね息いき。こちらの足に絡からみつく、白くて柔らかいむっちりした太ふと腿もも。女の子特有の扇せん情じよう的な香り。

　しかし、俺の心に汚けがらわしい情じよう欲よくの炎ほのおなど微塵もない。

　イリーナちゃんは我が友人であり、ヴァイスから預かった愛まな娘むすめ的存在である。そんな彼女におぞましい欲よく望ぼうなど、決して向けてはならんのだ。

「むにゃむにゃ……アードぉ～……だいしゅきぃ～……」

　こんな純じゆん粋すい無む垢くな寝ね言ごとを言っちゃうイリーナちゃんに向けていい感情は、清純なる友愛のみである。俺は彼女の美しい銀ぎん髪ぱつを撫なでながら、頰を緩ゆるめた。

　そうしながら……先程、一人問答をしていた時に着地した思考へと頭を戻す。

　このまま行けば、友達がたくさん作れるかもしれない。しかし──

　よしんばそうなったとしても、皆、俺のことを完全に理解してしまったなら、きっと離はなれていってしまうだろう。そう、かつての友人達が配下としての一線を引いたように。

　皆、俺のことをバケモノ扱あつかいするようになる。誰も彼もが、エラルドのように怯おびえた目で俺のことを見るようになる。

　それはきっと、このイリーナにしたって同じだろう。

　そう思うと、緩んでいた頰が引き締しまる。

　この子に畏い怖ふされるなんて、絶対に嫌いやだ。

　掌てのひらから大切なものが零こぼれ落ちていくようなあんな気持ちは、もう味わいたくない。

　だから俺は、強く心に誓ちかうのだった。今後、目立つようなことは絶対にしない、と──




　……そんな誓いを立てた、数日後のこと。




　放課後。俺はなぜか学園長に呼び出しを受け、彼が待つ学園長室へと赴おもむいた。

　室内の中央には執しつ務む机を前にした学園長、ゴルド伯はく爵しやくの姿と──

　ツンとした美び貌ぼうをこちらに向ける、オリヴィアの姿があった。

「よう来てくれたな、アード君！　君の活かつ躍やく振ぶりはよく耳にしておるよ！　いやぁ、まっこと素晴らしい！　君はやはり歴史に名を刻む男じゃわいっ！」

　やめてくれ。あんたの隣となりに控ひかえてるオリヴィアがどんどん笑顔になっていくから。

　とても素敵な笑顔に変わっていくから。

「それで、学園長。本日はどのような御ご用よう向きで？」

「うむ。それなんじゃがの。我が校では毎年の春、生徒達によるバトルイベントを行っておるのじゃが、アード君はご存じかな？」

「いえ。初耳です」

「ふむ。そうかそうか。まぁ、それはそれで問題ない」

　ゴルドは顎あご鬚ひげを弄もてあそびつつ、言葉を紡つむぎ出した。

「で、じゃ。君に一つ、頼たのみがあってのう」

「……なんでしょう？」

　嫌な予感がふつふつと湧わいてきたのだが、きっと気のせい、ではなかろう。

　果たして、学園長が口にした頼みとは、

「次のバトルイベントに参加し、ド派手な優勝劇を演じてくれいっ！」

　……………………ははは！　こやつめ！

　ははは！　ははは！　はははははははははは！




　断　　固　　拒　　否　　す　　るッッ！










　　　第一一話　元・《魔ま王おう》様、誘いを受ける







　学園主しゆ催さいのバトルイベントに出ろ？　ド派手に優勝しろ？　そんなものごめん被こうむる。

　もう目立ちたくはないし、何より……これ以上オリヴィアを刺激したくない。ゆえに、

「学園長。私の魔法は困っている人を助けるためにあります。よって、バトルイベントのような見世物で大衆に自らの力をひけらかすというのは、私の美学に反します」

　だからお断りします、と言う直前。

「素晴らしい考えじゃ。しかし……困っている人を救うための魔法、というならば、何も問題はありゃせんよ。何せワシは困りに困っとるわけじゃからのう」

「……どういうことですか？」

　ゴルドは髭ひげをいじりながら返答した。

「恥はずかしい話、ここ最近、学園の卒業者・在ざい籍せき者に目立った成果を上げる者が少なくてのう。ワシとしては、それだけ平和であると判断しとるんじゃが……国の方は違ちがう」

　……あぁ、そうか。話が見えてきたぞ。

「君も知っての通り、この学園は国家機関じゃ。ゆえに予算は国から下りる。つまり……」

「国側が予算を割さく必要がないと判断すれば、容よう赦しやなく予算額が落とされてしまう、と。……バトルイベントは国家側に予算増額をアピールするためのもの、ですか」

「うむ。さすがアード君。察しがよいな。バトルイベントは王族を始め、国家上層部が総出で見学に来る。ここで優ゆう秀しゆうな生徒が在籍していることをアピールできれば、国側は彼かれ等らを育成すべく、一定の予算を割かざるをえん」

「……つまり、私をカネ稼かせぎの道具にしよう、と？」

「いやいやいや！　そんな邪よこしまなことは考えておらん！　ワシはあくまでも、学園の未来と生徒達のためを思って、予算の増額を願っておるんじゃ！」

　それからゴルドは、俺に頭を下げて懇こん願がんする。

「頼む！　この通りじゃ、アード君！　この学園ために一ひと肌はだ脱ぬいでくれいっ！」

　絶対に嫌だと即そく答とうできれば、どれだけ楽か。人は歳を取れば取るほどプライドが高くなる。ゴルドのように権けん威いある者であればなおさらだ。しかも俺は平民で、ゴルドは伯爵。それが頭を下げているのだ。その気持ちを無む碍げにしたくない。だが、目立ちたくもない。

「……頭をお上げください、学園長。今回のお話、少々考える時間をいただけませんか？」

「うむ。バトルイベントの開かい催さいまでまだ時間があるからのう。ゆっくりと考えてくれ」

　そういうことになったので、俺は部屋を出て行く……という直前。

「魔ま法ほうは困った人を助けるためにある、か。どこぞのバカ弟もかつて、同じようなことをぬかしていたな」

　オリヴィアが声をかけてきた。どこぞのバカ弟とは俺のことだろう。とはいえ、こんな考えは普ふ遍へん的なものだ。俺＝《魔王》という材料にはなるまい。

「なぁ、大魔ま導どう士しの息子よ。わたしの一人言に付き合ってはくれないか？」

　こちらが同意する前に、オリヴィアは続きを語り紡つむいだ。

「わたしはあのバカ弟に対し、常に尊大な態度を取り続けていた。好意的な態度など、ほとんど見せたことはなかった、しかし……心の中では常にあいつのことを尊敬し……愛しても、いたのだ。この男のためならいつでも死ねると、心の底から思っていた」

　……そんなことは、言われなくてもわかっていた。

　俺だって同じだ。オリヴィアのためならいつでも死ねると、心の底から思っていた。

「そうだからこそ……そうだからこそ、わたしは、あのバカ弟と再会せねばらんのだ」

「……無断で転生した、裏切り者の《魔王》様に制裁を加えるため、ですか？」

「いいや。違う。……あいつに、謝るためだ」

　あまりにも意外な言葉に、俺は思わず「えっ」と声を漏もらしてしまった。

　それを気にしたふうもなく、オリヴィアは黒い猫ねこ耳みみを伏ふせながら、言葉を続ける。

「なにゆえ、あいつが転生を決行したか。それは全てわたしのせいだ。わたしがあいつを孤こ独どくにした。それが原因だろう。あいつからしてみれば、裏切られたと感じたのだろうが……わたしにも、考えがあったのだ。それを話したうえで謝罪し……また、昔のような関係に戻りたい。姉弟のように笑い合いたい。そう思っている」

　並べ立てられた意外性の塊かたまりに、俺は絶句しつつ……瞳ひとみを涙なみだで潤うるませた。

　そうだったのか。俺はてっきり、探し出して怒いかりをぶつけるつもりだとばかり思っていた。しかし、実際は違ったらしい。……そうだ。オリヴィアは誰だれよりも優しい姉貴分だった。それが弟分へ制裁を加えるために生き続けるなんて、ありえないことじゃないか。

　あの時、配下としての一線を引いた時、彼女にどんな思いがあったのだろう。

　思い返してみれば、俺はオリヴィアのことを一方的に裏切り者扱いして、その考えをまったく聞いてなかったな。……我ながら、本当に大人げなかった。

「オリヴィア様……」

　言おう。俺が《魔王》だと。そして、また家族のように──

「そう。わたしはあいつと和解し、そして……ふかし芋いもの恨うらみを、晴らしてやるのだ……！」

「えっ。……えっ？　あ、あの。それはどういう……？」

「どうもこうもない。あのクソ馬ば鹿か野や郎ろうはな、転生前にわたしが大切にとっておいた芋を食ったうえで、逃にげるように転生しやがったのだ……！」

　……しまった。そうだった。完全に忘れていた。最後の最後、こいつに対する嫌がらせとして、芋をかっ食らってやったのだった。もはや二度と会うこともあるまいと考えたがゆえの行動であったが……まさか、こんなことになろうとは……！

「あの時の悔くやしさと憎にくしみは今でも忘れられん！　ゆえに、必ず見つけ出し、落とし前を付けさせる！　そのために！　わたしはこの数千年を生き続けてきたのだッ！」

　どんな人生だよ。ていうか、なんて顔だ。鬼おにの形相というより、もはや鬼そのものである。……《魔王》であることを告白しなくて本当によかった。

　そして、今後も告白することはなかろう。自分が蒔まいた種とはいえ、それでもやはり、おそろしいものはおそろしい。臭くさい物には蓋ふたをさせていただく……のだが。

「今回の一件で、貴様が何者であるか見極めさせてもらうぞ。大魔導士の息子よ」

　強い疑念を宿した声。これはもう、ほとんど確信に至っているような状態であろう。

　此こ度たびのバトルイベントだけでなく、この嫌けん疑ぎに対しても早急に対策を講じる必要がある。

　脂あぶら汗あせを大量に流しながら、俺は室内をあとにしたのだった。




　部屋を出てからすぐ、イリーナちゃんに出で迎むかえられた。

　彼女のエンジェル・フェイスを見たことで、ストレスが僅わずかに和やわらぐ。

　そんなイリーナちゃんと共に寮りようへ帰るべく移動しながら、俺はバトルイベントの出場を辞退する方法について、思考を巡めぐらせた。

　ゴルドが俺を出場させたい理由は、学園に対する予算を増額させたいから。

　それが成されれば、俺がバトルイベントに出る必要はなくなるというわけだ。

　予算増加を決定するのは女王を始めとした国家上層部。

　この国は絶対王政に近い政治体制をとっているため、女王との直接交こう渉しようでも叶かなえば……

　いや、それができたとしても、交渉材料がない。ゆえにどう転んでも、予算の増額は認められまい。まずは交渉材料を得て、それから交渉権の獲かく得とくが必要だ。

　問題なのは、それら二つをどのようにして得るか、だが……

　頭を悩なやませながら、俺はイリーナと共に校舎を抜ぬける。と、その時だった。

「アード君っ！」

　真横から聞き覚えのある声が飛んでくる。そちらを見やると、声の主が満面に明るい笑みを浮うかべて、こちらを見ていた。

　ジニーである。肩かたまで伸のびた桃もも色いろの髪かみと大だい胆たんに露ろ出しゆつした豊満な胸を揺ゆらし、彼女はこっちへと小走りで近づいてくる。そして、こちらを上うわ目め遣づかいで見つめながら、

「明日の休日、何かご予定とかあります？」

「いえ。特に何もありませんが」

「でしたらぁ……私と、デートしてくださいっ！」

　……は？　デート？　デートとはアレか？　恋こい人びと同士が行う、アレのことか？

　しかし、俺達はそういう関係では……あ、まさか。この前の一件か？　この前の一件で、ジニーは俺のことを──いや待て。早とちりをするな。前世でも痛い目を見ただろうが。

　これはそう、思わせぶりというやつだ。女はそういうことをする生き物なのだ。

　……アレはそう、世を忍しのぶ仮の姿で学園に入学し、生徒として過ごしていた頃ころのこと。

　当時の俺は教室の隅すみにいるアレとか、真ん中分けのバカとか、うすらいのハゲとか呼ばれ、孤こ立りつしていた。しかしそんな中、一人の女子だけは俺のことを気にかけてくれていた。

　彼女は気立てがよく、見目も麗うるわしく、まさに学園のマドンナ的存在であった。

　当然、彼女が優しくするのは俺だけではなかったのだが……

　なんとなしに、俺だけは特別、という雰ふん囲い気きがあったのだ。

　色いろ恋こいに疎うとい俺はそれが思わせぶりであると気付くことができず、彼女に入れ込こみ続けた結果……色々と過程を踏ふんだうえで告白。彼女の返答は次の通り。

「あたしも君のこと、好きだよ？　………………ゴブリンの次ぐらいに」

　さすが学園のマドンナにして気き遣づかい上手。相手を振ふる際も〝嫌きらい〟という単語を使うことなく、しかしそれでいて、決定的なまでの拒きよ絶ぜつを示してくる。

　いやはやまったく、ゴブリン以下とは恐おそれ入いる。実は嫌いだったのだな、俺のこと。

　この告白以降、皆みなに優しかった彼女は、俺にだけ優しくない彼女になったのだった。

「ア、アード君？　な、なんで泣いてるの？」

「目にゴミが入ったんですよ。思い出という名のゴミが」

　やや引いたような顔のジニーだったが、すぐに気を取り直したらしい。

「そ、それでっ！　さっきの話、なんですけどっ！」

　期待の眼差しを向けてくるジニーに、俺は内心で頭を抱かかえた。

　この子の考えがわからない。どう対応すべきかもわからない。

　……断る、というのはダメだな。きっと悲しむだろう。……となると、答えは一つか。

「わかりました。明日は貴女あなたにお付き合いいたします」

「え～～～～！　本当ですかぁっ!?　やったあっ！」

　嬉うれしそうにピョンピョン跳はねるジニー。鮮あざやかな桃色の髪と大きな胸が一定のリズムで揺れる。と──その時。

「ちょっ、ちょっと待ったぁああああああああああああああああっ！」

　叫さけび声を発したのは、イリーナちゃんであった。

　彼女自身、なにゆえ声を発したのか、わかっていないような様子である。その可か憐れんな美び貌ぼうを当とう惑わくに歪ゆがめながらも、しかし、ジニーのことをキッと睨ねめつけて、

「あ、あたしもっ！　ついていくからっ！」

　白銀色の長ちよう髪はつを犬の尻しつ尾ぽのようにブンブンと揺らすイリーナ。まるで威い嚇かくしているような姿である。対し、ジニーは爽さわやかな笑顔のまま、口を開いた。

「はい！　ぜんぜんオッケーですよっ！」

　あまりにもアッサリとした了りよう承しようを、イリーナは意外に思ったのだろう。

　怪け訝げんな顔をして小首を傾かしげながら、彼女はジニーに問うた。

「ほ、ほんとにいいの？」

「もちろんです。私は別に、アード君を独どく占せんしようとは思ってませんし。むしろ、アード君はハーレムを作るべき人間だと思ってますからねっ！　まずは私とミス・イリーナが一号・二号になって、ドンドン盛り上げていきましょう！」

　いや、ハーレムって……。そういうのはガラじゃないのだが。

　というか、俺はハーレムという言葉が嫌いである。

　何せ前世ではハーレム（野や郎ろう限定）が勝手に築かれてしまい、その結果……

　うん、これ以上はよそう。封ふう印いんした過去を掘ほり起こす必要はない。

　……そうした考えを巡らせていると、イリーナちゃんが愛らしく小首を傾げながら、

「ねぇ、アード。はーれむってなぁに？」

　こう尋たずねてきた。

　……ウチのイリーナちゃんは清純な美少女である。ゆえにそうした知識などは皆かい無むだし、教える必要はこれっぽっちもない。

　イリーナちゃんには今のまますくすくと育ってほし──

「ハーレムっていうのはですねぇ」

　ジニーが俺の気持ちを完全に踏みにじった。

　彼女はイリーナにそっと近寄って、もにょもにょと耳打ちをする。

　その内容が過激であったのか、イリーナは白い肌はだを林りん檎ごの如ごとく紅潮させ、

「な、ななななな……！　だ、ダメよっ！　ダメダメ！　絶対ダメ！　ハーレムなんか、あたし、絶対認めないからねっ！」

「……え～？　なんでですか～？」

「気持ち悪いからよっ！　アードがたくさんの女の子に囲まれるだなんて！　そんなの想像しただけで気持ちが悪いわっ！」

「……気持ち悪い？　カッコいいじゃなくて？」

「大勢の女の子に囲まれてるのがカッコいいとか、ワケわかんない！　ていうかね！　アードはあたしだけのお友達なのっ！　そんな、女の子がたくさんだなんて……考えただけでもイライラするわっ！　だからハーレムなんて、絶対にさせないんだからっ！」

　ぷんすかと頰ほおを膨ふくらませながら愛らしく怒おこるイリーナちゃん。そのさまは天使そのもの。

　それに対し、ジニーは爽やかな笑みを崩くずすことなく、こう答えた。

「そうですか～。まぁ、考え方は人それぞれですしね～」

　……目の錯さつ覚かく、だろうか。

　にこやかな顔のジニー、その背後にて、真っ黒なモヤが渦うずを巻いているような……

「さておきっ！　デートプランはもう決めてますから！　アード君は楽しむことだけ考えててくださいねっ！」

　可憐な笑顔を作りながら優ゆう雅がに一礼すると、彼女は胸を張りながら去って行った。

「ミス・イリーナをどうやって排はい除じよしようかしら」

　……何やら、腹黒そうな言葉が聞こえたのだが、きっと気のせいだろう。



















　翌朝。俺は平民用の寮から出ると、まっすぐ校門へと向かった。イリーナだけでなく、ジニーもまた寮りよう生せいであるため、必然的に待ち合わせ場所は校門になる。

「あっ。アード！　おは──」

「おはようございますっ！　アード君っ！」

　イリーナの挨あい拶さつを遮さえぎったうえ、前に出て姿を隠かくしてしまうジニー。

「むぐぐぐぐ……！」

　これにはイリーナちゃんもご立腹。頰を膨らませて愛らしく怒いかりをアピールしている。

　しかし、ジニーはおかまいなしといった調子で駆かけ寄ってきて、

「どうですか、アード君っ！　今日のために服を新調したんだけど……似合ってます？」

「え、えぇ。とてもよくお似合いになられていますよ」

　これは素直な気持ちであった。今、彼女が身に纏まとっているのは白を基調とした衣服で、なんというか、清純そうなイメージを与あたえてくる。

　とはいえ、胸元はやや露出しており、彼女の見事な谷間がアピールされていて……

　サキュバスの特性によるものか、激しいエロスを感じる。

「あれぇ？　どこを見てるんですかぁ？」

「えっ。あ、いや、その……」

「ふふふ。アード君ってば、私に見とれちゃってたんですねぇ～」

　口元を手で隠しながら、クスクスと笑う。そんな彼女はまさに小こ悪あく魔まのようであった。

　それからジニーはチラとイリーナの方を見やる。彼女の衣服は学園の制服だ。今回のデートは急な話であったため、オシャレな衣服を用意する時間がなかったのだろう。

「……開幕戦は私の勝ち、といったところかな」

　ボソリと呟つぶやかれた言葉に、負けず嫌ぎらいなイリーナちゃんは目を吊つり上げて叫んだ。

「はぁっ!?　あんたがあたしのどこに勝ったって言うのよっ!?」

「あれぇ？　私、何か言いましたっけ？　記き憶おくにないなぁ～」

　すっとぼけた顔のジニーと、唇くちびるを尖とがらせて「ガルルル」と唸うなるイリーナ。

　……おかしいな。デートとは、もっとこう、浮うわついた気持ちになるものではないのか？

　今の俺は、ただただ胃が痛いだけなのだが。

「さっ、それじゃ行きましょ、アード君っ！」

「なっ、なに腕うでなんか組んでんのよっ！　馴なれ馴れしいわっ！」

　火花を散らせる少女達に挟はさまれながら、俺は初めてのデート体験を迎むかえるのであった。










　　　第一二話　元・《魔ま王おう》様、初めてのデートを体験する







　ジニーのデートプラン。その序幕は、王都の案内であった。

　この都市の地理に疎うとい俺のために、いくつかの名所を案内してくれるとのこと。

　思った以上にまともな内容をこなしている最中、俺達にはずっと、周りの視線が突つき刺ささっていた。それも無理からぬことであろう。傍はたから見れば一人の優男が二人の華はな々ばなしい美少女を連れ歩いているのだから。

　しかし、男達の羨せん望ぼうの視線に対して、俺はなんの優ゆう越えつ感も抱いだいていない。なぜならば、

「王都って言ったら宮きゆう殿でんでしょっ!?　図書館なんかどうだっていいわっ！」

「おほほほ。ミス・イリーナはアード君の好みがわかってませんね。それでよく、アード君を独占しようだなんて考えられますね～？　いいですか、ミス・イリーナ。アード君は貴女あなたとは違ちがって知識人。そういう方が王宮なんか見たって感動するわけないでしょ～？　新しい知識を見つけた瞬しゆん間かんに感動を覚えるのがアード君です。ねっ？　アード君？」

「え。い、いや、その」

「宮殿が見たいわよね!?　ピッカピカでドデーンってしてる凄すごいのが見たいわよね!?」

「あ、あの、その」

　さっきからこんな調子である。ただただ胃が痛い。

　……それからしばらくして。王都案内を一段落させた後、俺達は劇場に足を運んだ。

　ここからはデートプランの第二幕。デートの定番、演劇鑑かん賞しようである。

　入場してからしばらく待つ。と、最初の演目が始まった。

　……どんな時代、どんな国でも、演劇には定番がある。

　ラーヴィル魔ま導どう帝てい国こくにおける定番には二種があるらしい。一つは他国と同様、《魔王》による英えい雄ゆう譚たん。もう一つは……国家誕生に至るまでの伝説を元とした物語。

　この国には前身となる帝国があったらしいが、それが狂きよう龍りゆう王おうと渾あだ名なされる怪かい物ぶつ、エルザードという白はく龍りゆうに滅ほろぼされてしまう。

　そのうえ世界の滅めつ亡ぼうまで企くわだてたエルザードだが、一人の青年により退けられ、世界は平へい穏おんを取り戻もどした。その青年こそがこの国の初代皇こう帝ていである。

　そうした一連の流れを簡略化した内容が展開されたわけだが……狂龍王・エルザードによる虐ぎやく殺さつシーンの演出が無む駄だに凝こっていて、正直ちょっと怖こわかった。

　俺の隣となりに座るイリーナも同じだったらしく、脂あぶら汗あせをダラダラと流している。

「あら、ミス・イリーナ。冷ひや汗あせが凄いですねぇ。そんなに怖かったんですかぁ？」

「な、ななな、なに言ってんのよっ！　ぜ、ぜぜぜ、全然怖くなかったしっ！　きょ、狂龍王なんぞに、こ、ここ、このあたしがビビるわけないでしょっ！」

　完全にビビりまくってるイリーナちゃんを内心で愛でていると、第二の定番が始まった。

　それは……《魔王》を中心とした英雄譚。

「我こそは全能なる王、ヴァルヴァトスであるッ！　《邪じや神しん》共よ、覚かく悟ごするがいいッ！　貴様等の圧政は今日この時、終わりを迎えるのだッ！」

《邪神》……古代世界では《外なる者達アウター・ワン》と呼ばれた存在の一柱、メギサ＝デル＝ソルを討ち取った際の出来事を再現した劇が始まった。

　そう、前世における俺の半生は、奴やつ等らとの戦いで占しめられている。

《魔族》という人種を生み出し、人類を支配し、奴ど隷れいのごとく扱あつかう。そんな《外なる者達アウター・ワン》の圧政から人類を解き放ち、人間が人間の手で歴史を紡つむいでいく世界を創る。

　貧民の子として生まれた俺は、いつしかそうした理想を掲かかげ、オリヴィアと共に反乱軍を築き、世界に宣戦を布告。紆う余よ曲きよく折せつあり、《邪神》達のほとんどを封印、あるいは奴等が元居た異世界へと送そう還かんすることに成功した。

　さりとて。それは俺だけの功績では断じてない。

　共に戦い、散っていった、かけがえのない仲間達。

《邪神》の殲せん滅めつは彼等がいなければ成しえないものだった。

　……皆みな、誰だれもが気の良い連中で、彼等に優ゆう劣れつを付けるつもりは毛頭無いが。

　それでもやはり、あいつだけは、俺にとって永遠に特別な存在だ。

「貴方あなたは独断専行が過ぎます！　ハラハラさせないでください！」

　舞ぶ台たいのうえで、あいつを演じる女優が声を張り上げた。

「……リディア」

　俺と同じく、《外なる者達アウター・ワン》を排はいし、人の世を作ろうと動いた女。その目的こそ同じではあったが、僅わずかな方向性の違ちがいなどから幾いく度どとなくぶつかり合った相手。

　彼女と、彼女が率いた者達は、当時こそ反逆者として糾きゆう弾だんされていたが……

　今の世では御お伽とぎ噺ばなしにおける代表的な英雄と同様、《勇者》という称しよう号ごうを与あたえられている。

「貴方が絶大な存在であることは認めますが！　もう少し私の力を頼たよってください！」

「あぁ、すまない。今後は善処しよう」

　リディア役の女優と、かつての俺役の男優のやり取りを見ていると、嫌いやでも過去を思い出し、体が震ふるえてしまう。

　そう……あまりにも納得がいかぬ人格改変に、怒いかりで体が震えてしまう。

　なにゆえ、あの脳筋馬ば鹿かが俺を諫いさめるような立ち位置になっているのだ。

　そりゃあな、こういう演劇などにおいて、史実そのものな人格で脚きやく本ほんを書くことはありえんだろうよ。でも、そうかといって、これはあまりにも酷ひどいだろう。

　実際の立ち位置は完全に真逆だった。

　あのキング・オブ・馬鹿は常にこちらの予想の斜ななめ下を突つっ走り……

『お、おいッ！　待て！　やめろ！　このタイミングで突っ込んだら準備した策が──』

『うっせぇッ！　行くぜ、野や郎ろう共ォオオオオオオオオオオオオオオオッッ！』

　いつもいつも、俺の策を台無しにした挙げ句、

『少しは考えて行動しろ、馬鹿！　お前が今も平然と生きてるのが不思議でならんわ、この馬鹿！　二度と馬鹿な真ま似ねをするな、このクソ馬鹿ッ！』

『あぁあああああああんッッ!?　誰が馬鹿だこの野郎！　もっかい言ってみやがれッ！』

　暴走を諫めたら逆ギレし、思い切りグーでブン殴なぐってくる。

　……こんな馬鹿と親友になったことが、前回の人生における最大の不思議である。

　それにしても。

　人格の改変と言えば、四天王の人間性も思わず冷れい笑しようしてしまうほどに改変されているな。

　ちょっと、あまりにも美化しすぎだろう。

　奴等は決して、役者達が演じるような聖人君子ではないし、扱いやすい配下でもない。

　四天王最強の男、アルヴァートは戦せん闘とう狂きようの変態である。

　自じ称しよう天才学者のヴェーダはマッドサイエンティストの変態である。

　一見まともそうなライザーは実のところロリコンの変態である。

　そして、我が姉貴分たるオリヴィアはブラコンのド変態である。

「おぉ我が主。本日もご機き嫌げん麗うるわしゅう」

　アルヴァートはこんなこと言わない。正しくは、

「おぉ我が主。本日もとりあえず死ね」

　こうである。

「我が王！　不ふ肖しようヴェーダめが、新たな魔ま法ほうを発明いたしましたぞ！」

　ヴェーダはこんなこと言わない。正しくは、

「ヴァルく～ん！　天才の私がすっごいやつ発明しちゃったから、実験台になって～！　大だい丈じよう夫ぶ！　ちょっと気が狂くるうだけだから！」

　こうである。

「陛下。七文君と共に調整した新法のご確認をお願いしたいのですが」

　ライザーはこんなこと言わない。正しくは、

「陛下。七文君が幼女優ゆう遇ぐう法案にケチを付けてきやがりましたので、奴等の殲せん滅めつ許可をお願いしたいのですが」

　こうである。

「安心して背中を任せなさい。貴方には、わたしがついているのだから」

　オリヴィアについては、口調を除けばそれほどの違いはない。ただ……

　背中を預けた結果、密かに俺の髪かみを収集し、コレクションしており……

　奴は外見こそ絶世の美女だが、内面は本当に酷い変態である。

　さりとて、イリーナもジニーも真相を知らぬがゆえに、他の客と同様、演劇を楽しんでいるようだった。特に薔ば薇らの騎き士し・リヴェルグのエピソードでは互たがいに号泣するほどだ。

　卑ひ劣れつな神教派の罠わなに掛かかった彼は、人質にとられてしまった女を救うため、忠誠を誓ちかっていた《魔王》に反旗を翻ひるがえし、悲劇的な末路を遂とげる。

　そんなお話なのだが……やはりこれも、真実がねじ曲がって伝わっていた。

　けれども、こればかりは仕方がない。何せ、俺自身がそうさせたのだから。

　薔薇の騎士が起こした乱は非常に残念なものだったがために……俺が彼の名めい誉よを思い、決して真実を後世に残さぬよう厳命したのである。

　リヴェルグが乱を企てたのは、いつの頃ころであったろうか。

　おそらくは、あの時であろう。

　当時の奴は、俺の側近の一人であり、親衛隊の隊長を務めるほどの猛も者さであった。

　それでいて政まつりごとにも長たけており、極めて優ゆう秀しゆうな人材であったのだが……

　ある日のことだ。所用があり、オリヴィアと会うことになった際、リヴェルグがなぜだかこちらに鋭するどい視線を向けてきた。ここで俺は、奴の心情を察したのである。即すなわち、リヴェルグはオリヴィアに惚ほれている、と。

　俺としては大だい歓かん迎げいだった。もうそろそろオリヴィアも身を固めるべきだと考えていたし、そういう相手ができればオリヴィアも弟離ばなれできるだろうと、そう思った。

　しかしどうやら、リヴェルグは俺とオリヴィアがそういう関係なのではと疑っている様子。まずはその誤解を解くため、ある日、奴と二人きりで話す場を設けた。

「な、何用でございましょうか？」

「うむ。お前の誤解を解いておこうと思ってな。俺とオリヴィアはお前が思っているような関係ではないし、そういうふうになることもない」

「さ、左様にございますか」

　心底から安あん堵どした様子であった。よほどオリヴィアのことが好きだったのだろう。

「うむ。それでな……リヴェルグよ、俺はお前の気持ちを見み抜ぬいているぞ」

「えぇっ!?」

　仰ぎよう天てんしたように目を見開いて、頰ほおに脂汗を流す。

「ま、まことにございますか……!?　へ、陛下は、わたくしの気持ちを……!?」

「然り。そしてリヴェルグよ、俺はお前の気持ちを受け入れようと思っている」

「へふぁッ!?」

　聞いたことのない声だった。常に冷静沈ちん着ちやくなこの男も、色いろ恋こいになるとこういうふうになるのか。俺は内心、愉快な気持ちになりながら言葉を紡いだ。

「お前にならば任せられるからな。文武に優れ、人格面にもなんら問題がなく、非の打ち所がない。我が配下の中でも、お前は非常に素晴らしい人材だと断言できる。ゆえにリヴェルグよ、お前に全てを託たくそうと思う」

「へ、陛下……！　苦節一〇〇と余年、陛下にお仕えしてきた甲か斐いがございました……！」

　感動のあまり、むせび泣いてしまった。まったく気の早い奴だ。そもそも、まだオリヴィアの同意を得ていないというのに。その点を指し摘てきしようと口を開いた、その時だった。

「まさか陛下が、ご自身のケツを、わたくしに委ねてくださる日が来ようとは……！」

「……………………えっ」

　この時の気分は、今でも容易に思い出せる。

　まさに「何を言ってるんだこいつは」、という感じであった。

「ちょ、ちょっと待て。俺が託すと言っているのは、オリヴィアのことなのだが」

「……えっ？　い、いや、しかし、陛下はわたくしの気持ちを察してくださったのでは？」

「だから。お前はオリヴィアのことが好きなのだろう？」

　そうであってくれ頼たのむから。……そんな気持ちは、次の瞬しゆん間かん粉ふん砕さいされた。

「ち、違ちがいまする！　こ、この際、ハッキリと申し上げますが……わ、わたくしが惚れているのは、陛下と陛下のケツでございますッッ！」

　もう、なんて言えばいいのか、わからなかった。

　様々な経験を積んできたが、頭が真っ白になったのはこの時が初めてである。

　だから、俺が紡つむぎ出した言葉は完全に無意識のものだった。

「無理。絶対無理」

　この言葉を受けた結果……リヴェルグは、乱を起こしたのである。

　なんというか、本当に残念極まりなかった。

　しかし人というのはわからぬものだ。まさか、リヴェルグが男色家であったとは。

　確かに、美形の男子には妙みように優しかったり、屈くつ強きような戦士の尻しりを見て舌なめずりをしたりしてはいたが、まさかそういう趣しゆ味みがあったとは思わなんだ。

「うぅ～～～、リヴェルグ様、かわいそう……」

「愛する人も共に死んでしまうなんて……悲しすぎます……」

　他の客と同様、二人も号泣しているのだが……

　俺も、あの一件では泣きたくなったな。色んな意味で。




　演劇鑑かん賞しよう後、外に出てから早々、ジニーは俺の腕うでに自らのそれを絡からめてきた。

「今日も凄すごく面白い劇ばかりでしたねっ！」

　本音を言えば、首を横に振ふりたいところだが。流石さすがに空気を読んで頷うなずいておいた。

　するとジニーは顔を赤らめて、

「でも、一人で見てたらここまで楽しい思いはできなかったと思います。アード君が一いつ緒しよだから、いつもより楽しめたのかな？　……なんちゃって」

　照れたように微笑ほほえんで、舌を出す。そんな仕草がとても可愛らしく……

　気付けば、頰が熱くなっていた。

　この子の態度は、本当にただの思わせぶりなのだろうか？

　どうしても、こちらに気があるのでは？　という疑問が湧わいてしまう。

　しかし、よしんばそうであったとして……いったいどうすることが正解なのか、まったくわからない。何せこれまでの俺の恋こい路じは常に追いかける側であり、追いかけられたことが……いや、待てよ。一人だけいたな。俺のことを追いかけてきた女が。

　そいつは「貴方様の雄ゆう姿しに一ひと目め惚ぼれいたしました」などと言って軍門に降った女武将、だったのだが……果たして、あいつは本当に俺のことを好いていたのだろうか。

　何せあいつの恋こい文ぶみは、いつもこのような内容だったのだ。

『親愛なる魔ま王おう陛下へ。時下、陛下におかれましては、ますますご盛栄のことと存じます。

　でも私のほうが強い。

　肌はだ寒ざむい季節になりましたが、陛下はいかがお過ごしでしょうか。

　私は相変わらず強い。

　今年も狩しゆ猟りよう大会が迫せまってまいりましたね。昨年は陛下が一位をお取りになられましたが、その時のお姿はまるで昨日のことのように思い出せます。

　今年もおそらくは陛下が一位になられるのでしょうが、私のほうが強い。

　昨年の優勝時の陛下はまさに勇ゆう壮そうにして剛ごう健けん。そのお姿には、誰だれもが見とれておりましたね。しかし、どうか忘れないでください。貴方様の雄姿にもっとも心こころ惹ひかれ、胸をときめかせていたのは、このフレイアだということを。

　そして──

　本気を出せば私のほうがずっと強いということを。

　今年も強い私と腕を競い合いましょう。世界最強の女・フレイアより愛を込めて。

　かしこ（強い）』

　……我が軍は人材の宝庫であったが、同時に変人・変態の宝庫でもあった。

「次はご飯でも食べに行きましょっ！　お腹、減ってますよねっ？」

　頷くと、ジニーは「いいお店があるんですよっ！　今日のために調べておきましたっ！」

　と微笑んで、腕を引っ張ってくる。

　そうすると、組まれた腕が彼女の大きな胸に強く当たって……

　ムニュリムニュリと、心地のいい柔やわらかさを伝えてくる。

　……この感かん触しよく、まさか、ノーブラ？

「あれあれぇ？　どうしました？　顔真っ赤ですよぉ？」

　くすくす笑うジニー。その様子はまさしく小こ悪あく魔まのそれである。……まいったな。こういう手合いと接するのは初めてなので、どうすればいいのかわからない。

　そうした俺の態度に、イリーナは何か勘かん違ちがいでもしたのだろうか。

「ほらっ！　さっさと行くわよっ！」

　不ふ機き嫌げんな声と共に、イリーナがこちらの手を摑つかんで強引に引っ張ってくる。

　なんというか、兄を妹に取られまいとする長女のようだな。そういう姿がなんとも微笑ましく、なんとも愛らしい。やはりイリーナちゃんはマジ可愛──

「……チッ。やっぱりミス・イリーナは邪じや魔まくさいわね」

　真横からなんだかドス黒い声が聞こえてきたのだが、気のせいだろうか。

「これから行くお店はカレーが絶品なんですよぉ？　おほほほほ」

　うん、きっと気のせいだろう。こんな清純そうな女の子が腹黒なわけがない。

　俺達は談笑しつつ、大通りの只ただ中なかを歩き続けた。……その最中のことである。

「どこまでもしぶとい女よ……」

「聖なる女神の遣つかいなどともてはやされるだけはあるな」

「しかし、かの女王も所しよ詮せんは人間。もうそろそろ、といったところだろう」

　裏道から、妙に気になる会話が聞こえた。声を出している連中は全身を黒いローブで覆おおっており、あからさまに怪あやしい。イリーナ達もまた、俺と同じ気持ちを抱いだいたらしい。

「あいつら、なんかおかしいわよね？」

「女王がしぶといとか……まるで、女王様を暗殺しようとしてるような……」

　二人と同様に、俺もまた集団のことを怪け訝げんな目で見ていた。

「例の陣じんが完成すれば、かの女王とてタダでは済むまい。……そろそろ行くぞ」

　リーダー格と思おぼしき男に従い、怪しげな集団が移動を始める。

「いかがいたしますか？　私は彼等を追つい跡せきするつもりでおりますが」

　ともすれば大事になりかねぬ火種である。まさか捨て置くわけにもいかない。

　さらに付け加えるなら……打算的な意味でも、これは見み逃のがせぬ状じよう況きようである。

　もし彼等が女王暗殺などを目論む反社会勢力であった場合、その活動を未然に防げば、女王に対する交こう渉しよう材料を得られる可能性が高い。そうなれば……

　女王との直接交渉により、学園への予算を増額してもらうことができるやもしれぬ。

　結果として、悩なやみの種であったバトルイベントへの出場辞退も可能となるだろう。

「あたしもアードについてくわ。女王をどうこうするなんて、許せないことだもの」

「右に同じです。昔の私とは違って、今の私なら何かのお役に立てると思います」

　イリーナとジニー、両者は同時に力強く頷いた。

　そして──俺達は、怪しげな集団の追跡を決行したのであった。











　　　第一三話　元・《魔王》様、追跡する







　裏道を行く集団からつかず離はなれず、こちらの存在を悟さとられぬよう尾び行こうする。

　奴やつ等らは迷路のような裏道を黙もく々もくと進んで行き、そして、マンホールの中へと姿を消した。

「下水道、ですか。隠かくれて何かを企たくらむには最適な場所ですね」

　いよいよもって、きな臭くさくなってきた。

　俺達は顔を見合わせると、一つ頷き、マンホールの中へと入る。下水の内部、その壁へき面めんにはランプ型の魔ま道どう具ぐが等とう間かん隔かくに取り付けられており、隅すみ々ずみまで見通すことができた。

　そうした空間の中をゆっくりと、静かに進んで行き、その果てに。

　目前にて、黒いフードの集団が歩を止める。彼等の目前にある壁面には、大型の特とく殊しゆ魔ま法ほう陣じんが描えがかれており……その術式内容を把は握あくした瞬しゆん間かん、俺は奴等の思おも惑わくを悟った。

「あぁ、なるほど。そういうことでしたか。どうやら我々は」

　言葉の途と中ちゆう。こちらの声を遮さえぎる形で、背後から鋭するどい警告が飛んできた。

「動くな。さもなくば殺す」

　イリーナとジニーが、ビクリと全身を震ふるわせる。俺は内心で想定通りと呟つぶやきつつ、後ろを振り向むいた。下水の通路内に、数十人の男女が立っている。黒いフードは着用していないが、しかし総身から放つ空気からして、彼等は黒フードの集団の仲間であろう。

「はは。まんまと釣つられてくれたなぁ」

　特殊魔法陣の前に立つ集団の一人、リーダー格と思しき男が厳めしい顔に笑みを宿す。

「もう一度警告をしておこうか。おかしな真似はするなよ？　お前達の生せい殺さつ与よ奪だつはこちらが完全に把握している。この特殊魔法陣を構築する攻こう撃げき用術式を発動したなら、お前達は地じ獄ごくの苦しみと共に冥めい府ふへ送られることになる」

　この脅おどし文もん句くにイリーナとジニーは顔面を蒼そう白はくにさせて、押し黙だまった。

　両者共に脂あぶら汗あせを全身から噴ふき出し、瞳ひとみに恐きよう怖ふを宿しながら体を震わせている。

　その一方で。俺は敵方のあからさまな言い草に陳ちん腐ぷさを感じ、クスリと笑みを零こぼした。

「この状況で笑うか。随ずい分ぶんといい度胸をしているな。殺されるやもしれぬとは思わんのか」

　殺気を放ちながらの言葉に、俺は飄ひよう然ぜんと返した。

「えぇ、ちっとも。根こん拠きよは二つ。まず一つ目、ですが。貴方達は我々を始末するつもりがないように思えます。もしそのつもりであれば、このように取り囲んで問答をする必要はない。不意打ちを浴びせるなりなんなりすればよろしい」

　俺はリーダー格の男を見み据すえつつ、言葉を続けた。

「そもそも私達をあからさまな言葉で釣って誘ゆう導どうし、用よう意い周しゆう到とうに攻撃用の特殊魔法陣を事前構築しているという時点で、我々のうちの誰か、あるいは全員を生かしたまま拉ら致ち誘ゆう拐かいせんという思惑は察するにあまりある。これが一つ目の根拠。そして二つ目は──」

　それを語ろうとする直前のことだった。

　壁面に描かれた特殊魔法陣が強く発光し──刹せつ那な、俺の全身が炎ほのおに包まれる。

　内部から灼しやく熱ねつが肌はだを突つき破やぶるようにして顕けん現げん。総身を焼き尽つくさんと暴れ回った。

「ア、アードっ!?」

「アード君っ!?」

　悲鳴にも似た二人の声が、薄うす暗ぐらい下水道の中で反はん響きようする。

　その声の中に、男の下げ卑びた笑い声が混ざった。

「ははッ！　お前の言うことは半分だけ正解だ！　確かに、我々はお前達を殺すつもりはなかったがな。しかし、標的以外は生かしておく必要がないというのもまた事実。よって、気に食わぬガキを殺してもなんら問題はないのだよ！」

　なるほど。先刻の俺の態度は確かに、圧あつ倒とう的優位に立つ彼にとっては不快なものであったろう。この状況で畏かしこまらないというのは挑ちよう発はつ的に映るに違ちがいない。

　どうやら他の面々も男と同様の感情を抱いていたらしく、奴やつに同調して笑声を出す者が複数いた。しかし…………そうした笑みも、数秒ほど経過すると一様に消え失せ、

　代わりに、彼等は畏い怖ふの念を放つようになっていた。

「……なぜ、立っている？　もはや焼死する頃ころ合あいだが」

　集団の一人が呟いた疑問に、俺は悠ゆう然ぜんと答えてやった。

「立っていて当然でしょう？　まだ、生きているのですから」

　途と端たん、場が騒そう然ぜんとなる。

「なっ!?　こ、声を発した、だと!?」

「あ、ありえん！　臓ぞう腑ふを内側から焼いているのだぞ!?」

　奴等に俺は、クスリと笑いながら言葉を投げた。

「先刻、言わせていただけなかった、貴方達を恐おそれぬ二つ目の理由を語らせてもらいましょうか。これも非常にシンプルな理り屈くつですよ。即すなわち──貴方達が用意した策さく謀ぼうのことごとくは、私にとってなんの脅きよう威いにもならない。アリが数十匹ぴき徒党を組んだところで、獅し子しがそれを恐れぬのと同様に。私もまた、貴方達を畏怖する理由がない」

　そう断言してから、俺は肉体に纏まとわり付く鬱うつ陶とうしい炎を、防ぼう御ぎよ魔ま法ほうによって搔かき消した。

　無論、焼け消えた衣服は物質変へん換かんの魔ま法ほうで再構築する。

「ふむ。まだ内側には炎が残っているようですね」

　言葉を紡つむぐたびに、煙けむりが口からモクモクと放たれて気持ちが悪い。

　どうやら特殊魔法陣を潰つぶさぬ限り、永続的に対象者を焼くらしい。

　鬱陶しかったので、俺は壁面に描かれていた特殊魔法陣へと指を向ける。その直後、指先に幾き何か学がく模様が顕現し、そこから一筋の紫し電でんが放たれた。

　狙ねらい過あやまつことなく、特殊魔法陣へと炸さく裂れつ。陣の一部を消失させたことで、臓腑を焼いていた炎もまた消え失せた。

「ば、馬ば鹿かな……！　い、いったい、何が、どうなって……!?」

「簡単な理屈ですよ。肉体が常に焼け続けるというなら、常に回復をし続ければいい。ただそれだけのことです」

　俺からしてみればなんの面白味もない実態であるが、奴等からしてみれば異常極まりないことであったらしい。

「あの魔法が加える燃焼と同等レベルの治ち癒ゆを、無詠えい唱しようで実行し続けたというのか!?」

「あ、ありえん！　も、もしそれができたとしても、身を焼かれていたことに違いはない！　こんな長時間、内側から身を焼かれたなら、その苦痛で発はつ狂きようして然るべきだ！」

　何を驚おどろくことがあるのか、俺にはサッパリわからん。

　この程度の痛みで発狂だと？　どうやらこの時代の連中は随分と軟なん弱じやくになったようだ。

　古代世界における戦士であれば、たかだか臓腑を焼かれる程度の痛みで弱音を吐はくなどありえないことだった。……まぁ、それはさておいて。

「う、うろたえるなッ！　相手は三人！　こちらは数十人！　我々の優位は崩くずれないッ！」

　リーダー格の発言は、この時代水準で言えば正しい。何せこの時代の《魔導士》は一度につき一種の魔法しか行使できぬため、単独で複数の敵を相手取った場合、手数が足りなくなって敗北する。よほどの実力差があれば話は変わるのだが、それでも、達人クラスの《魔導士》であろうが、二〇人の凡ぼん人じんに敗れると言われている。

　しかしながら、それはこの時代の連中の話に過ぎない。

「さて。貴方達のような雑魚にいつまでもかかずらってはいられません。もうそろそろ食事を楽しみたいのでね。そういうわけで──」

　パチンと指を鳴らす。その直後、俺達を取り囲む集団の頭上に大量の魔ま法ほう陣じんが顕現し、そこから紫電が放たれた。集団の面々は頭部にそれを浴びて、次々と倒たおれ伏ふせる。

　多人数の強みなど、俺魔王に通用するわけもない。

　一息吐きながら、地面に転がる連中を見回す。それから最後に……

　ただ一人、両足で立ってこちらを睨にらむ、リーダー格の男へと目をやった。

「貴方はあえて残しておきました。我々を狙ったその理由を知らぬままでは、安あん眠みんの妨さまたげとなりますので。大人しく白状なされば、手て荒あらなことはしないで済むのですが」

「くッ……！　この、バケモノがぁッ！」

　完全に負け犬の遠とお吠ぼえ。

　どうやら大人しく吐くつもりはなさそうだ。なんとも面めん倒どう臭くさいな。

　しかし、洗脳の魔法を用いればすぐに終わることではある。

「では、洗いざらい話していただきましょうか」

　微び笑しようと共に、俺は奴の方へとゆっくり近寄っていく。すると──

「くッ……！　お前の好きなようにはさせんッ！」

　何か抵てい抗こうでもするつもりらしい。男は身構え、全身に力を込めるような仕草を見せた。

　果たして──

　奴が実行した悪あがきは、俺にとって意外極まるものであった。

「ぐむむむむ……！　ぐ、ご、がぁあああああああああああああああッ！」

　絶ぜつ叫きようと共に、黒いオーラが奴の総身を包み込み。

　その肉体が、変へん貌ぼうし始めた。










　　　第一四話　元・《魔王》様、《魔族》と対たい峙じする。







　ゴキリ、グチャリ。そうした音を響ひびかせて、男が別の姿へと変わり果てた。

　先刻、奴は俺をバケモノと罵ののしったが、今や相手の方こそ人型のバケモノである。

　頭部から二本の角が伸のび、背中には一対の翼つばさ。全身は黄金色の毛に覆おおわれており、その姿形はどこかミノタウロスに似ている。

「は、はわわわわっ!?」

「ま、《魔族》っ!?」

　ジニーとイリーナが、同時に悲鳴を上げた。

　そう、奴はどうやら《魔族》であったらしい。周囲に転がる連中も同じなのか、はたまた洗脳の魔法で従えただけの人間なのかは不明だが、ともあれ。

「挑いどむというなら応えましょう。どこからでもかかってきなさい」

　俺が成すべきことに変わりはない。こちらとしてはやる気十分であった……が、

「《ライトニング・バースト》ッ！」

　その絶叫には強い恐怖が宿っており、それを証明するかの如ごとく、奴が放った雷らい撃げきはこちらではなく天てん井じようを穿うがった。巨きよ大だいな雷かみなりの奔ほん流りゆうで下水から地上へと続く大穴を形成すると、敵方は翼をはためかせ、穴の中へと飛ぶ。

「に、逃にげた、の……？」

「そ、そうみたい、ですね」

　ホッと安あん堵どしたような顔の二人に、俺は声を投げた。

「お二人とも、私は彼を追います。転がっている面々につきましては一いつ旦たん、捨て置きましょう。おそらく、有益な情報は何も持っていないかと」

「「えっ？」」

　なぜだか、二人が「なにを言ってるの？」といった反応を示した。

「いや、でも。あいつは飛べるのよ？」

「私達がマンホールへ行って地上へ出る頃ころには、もうどこかに行っちゃってますよ……？」

「なぜマンホールに行く必要があるのですか？　あちらが飛ぶのであれば、こちらもそうすればよろしい」

「「えっ？」」

　目を丸くする二人を前にして、俺は飛行用の魔法、《スカイ・ウォーカー》を発動。

　全身をふわりと宙に浮うかばせた。

「に、人間って、空は飛べないんじゃなかったっけ……!?」

「左様ですか。ならば私は飛べるのだと覚えておいてくださいませ」

　瞠どう目もくするイリーナ達にそう述べた後、「では行って参ります」と告げて、飛ひ翔しよう。

　魔族の男が作った縦穴を進んで行く。と、上方に標的を発見。地上まで残すところ僅わずかという場所を飛んでいる。その身動きを封ふうじるため、俺は下級攻こう撃げき魔ま法ほう、《フレア》を放った。極太の炎が、敵方目め掛がけて一直線に驀ばく進しんする。

「ぐぅおおおおおおおおおおおおおお!?」

《魔族》の全身を炎ほのおが飲み込む。しかし、奴は存外タフであったらしい。燃焼させて墜つい落らく、というのを狙ったのだが、そうはいかず……地上への進出を許してしまった。

「ぬ、ぉおおおおおおおおおおおおおッ！」

　穴から出たと同時に、奴は近場にいた少女の首根っこを摑つかみ、盾たてにするかの如ごとくこちらへと突つき出してくる。全身を焼かれた痛みからか一言も発さないが、その意図は理解した。

　けれども問題は、人質をとられたことではない。出てしまった場所が大通りであったこと。これが最大の問題であった。往来には無数の人々が行き交っていて、彼等は皆みな、地底より唐とう突とつに現れた闖ちん入にゆう者へと視線を集中させている。
















　今、敵方は総身を焼かれて満まん身しん創そう痍いの状態にある。さりとて、民衆からしてみれば手負いといえども《魔族》は《魔族》。それゆえに──

「お、おい、アレは、まさか……!?」

　民衆に、恐きよう怖ふが伝でん播ぱする。

「うわああああああああああああああ!?」

「に、逃げろぉッ！　《魔族》が出たぞおおおおおおおおおおおッ！」

　極めて大きな騒そう乱らんが、発生した。

　不ま味ずい。このままではパニックが広こう範はん囲いに広がり、暴動が起きかねない。

　……本来は絶対にやりたくないことだが、仕方ないか。

　俺は息を大きく吸い──喚わめき散らしながら逃げ惑まどう民衆へと叫さけぶ。

「聞けッ！　民衆よッ！　我が名はアード・メテオールッ！　大魔道士の息子であるッ！」

　大音量が人々の悲鳴を斬きり裂さいた。狙い通り、彼等の耳に声が届いたらしい。

　さっきまでの騒乱が噓うそだったかのように、場が静まりかえった。

「だ、大魔導士様のご子息……!?」

「そ、そういえば今年、学園に入学したって噂うわさが流れてたな……」

　目立ちたくないが、仕方ない。民衆を安心させるため、俺は思い切り目立つことにした。

「そこな《魔族》は、私が秘密裏に追い詰つめ、今や死に体も同然であるッ！　これより、諸君等の生活を脅おびやかすこの不届き者にッ！　大魔導士の息子が天てん誅ちゆうを下すッッ！」

　我ながら恥はずかしい台詞せりふだ。こんな恥はじをかかせてくれた《魔族》を睨みながら、俺はとある魔法術式を脳内で構築していく。

　と、その最中、対面の《魔族》がニヤリと笑った。どうやら喋しやべれることができる程度には回復したらしい。奴やつはこちらを馬鹿にするような語調で、

「オレを始末するだと？　間ま抜ぬけがッ！　こっちには人質が──」

「人質？　そんなもの、どこにいるというのです？」

「ハッ！　こいつが見え……て……………な……!?」

　仰ぎよう天てんした様子で目を丸くする《魔族》。

　その視線の先には、先刻までいたはずの娘むすめっ子がどこにもいない。

「いつから人質がいると錯さつ覚かくしていたのですか？」

「き、貴様、何をした!?」

「幻げん覚かくの魔ま法ほうを少々。それを用いて人質を救出させていただきました。この魔法は精神的に強い相手には通じないんですがね。《魔族》のレベルも随ずい分ぶんと落ちたようだ」

「くっ、そ……！　くそぉおおおおおおおおッ！　貴様！　いったい何者だッッ[image: !!?]」

　はぁ、と一つため息を吐きつつ、攻撃魔法の術式を構成し、俺は泰たい然ぜんと答えた。

「ただの村人ですが、何か？」

「貴様のような村人がいてたまるかぁあああああああああああああああッ！」

　涙なみだ目めで絶叫した直後、奴は翼を羽ばたかせると、瞬またたく間に空中へと飛翔する。

　まさに悪あがきというやつだな。

「ご存じないようなので、教えて差し上げましょう」

　俺は飛び行く《魔族》を指差しながら、断言した。

「私魔王からは、逃げられませんよ？」

　そして、構築した魔法を起動する。奴を差す指の前方に、巨大な陣じんが顕けん現げん。虚こ空くうに浮かぶそれは次第に、ゆっくりと輪転を始め、

「《フラッシュ・オブ・バベル》、発射フアイア」

　宣言と共に、法陣から黄金色に輝かがやく奔ほん流りゆうが放たれた。

　その輝く線は虚空を駆かけ抜ぬけ、一いつ瞬しゆんで標的を飲み込む。

　それでもなお勢いは消えず、黄金色の破は壊かい光線は天を穿ち、雲に大穴を開けた。

　そこで発動限界を迎むかえ、消失。敵はどこぞの道に落ちて黒くろ焦こげになっているだろう。死んではいないはずだ。あんな雑ざ魚この命など欲しくはないし、情報を吐はかせねばならぬ。

　さて。これで一件落着となったわけだが。

「い、今のは……！」

「み、見たことがあるぞ！　大魔導士様の魔法だ！　最強の特級魔法だよッ！」

「じゃ、じゃあ、あの坊ぼう主ず……じゃなくて、坊ぼつちゃんは！」

　……やはりこうなったか。民衆が俺を取り囲み、大おお騒さわぎをし始めた。

「さすが大英えい雄ゆうのご子息様っ！」

「お救いくださりありがとうございますっ！」

「ありがたや、ありがたや……！」

　気付けば、俺は民衆に胴どう上あげされていた。

　……なにゆえこのような展開となったのだろうか。

　浮ふ遊ゆう感かんを味わいながら、俺は深く深く、重苦しい息を吐いたのだった。




　……その後。《魔族》の魔ま力りよく痕こんを頼たよりに相手の居場所を特定し、現地へと向かったのだが。残念ながら、奴は既すでに自害したあとだった。ご丁てい寧ねいなことに、霊れい体たいさえ残さぬ魔法を用いて決行したらしい。これでは蘇そ生せいさせて情報を吐かせることもできん。

　また、下水の中に残しておいた面々も同様であった。

　敵ながら天あつ晴ぱれと言わざるを得ない。俺は相手方への敬意を抱いだきつつも、その一方で、心のざわめきを覚えていた。

　敵方はいったい、なにゆえ俺達を狙ねらったのか。その意図がまるで読めん。

《魔族》であるというなら、俺達の両親である大魔導士と英えい雄ゆう男だん爵しやくへの報復という線が濃のう厚こうであろうが……しかし、拉ら致ち誘ゆう拐かいという点が引っかかる。

　なんにせよ、警けい戒かいしておいたほうがよかろう。

　それから。今回の《魔族》討とう伐ばつは、俺からしてみればどうということはない小事に過ぎなかったのだが、世間的にはそうでなかったらしい。

　ある日、俺達のもとへ女王の使いを称しようする騎き士し風の男がやってきて、女王が謁えつ見けんの栄えい誉よを与あたえてくださるので、お二人とも王宮へ参られよ、などと言ってきた。

　目立つことは避さけたいのだが、しかし……今回ばかりは願ってもない展開である。

　女王との交こう渉しようが認められれば、これまで頭を悩なやませていたバトルイベントへの出場辞退が叶かなうやもしれぬ。そんな期待感を抱きながら、王都の中心にある宮きゆう殿でんへと向かった。

　流石、女王の居城であり国家の中心なだけあって、外観も内観も荘そう厳ごんかつ煌きらびやかだ。

　しかし、実用性がないな。前世において俺が居城としていた《キャッスル・ミレニオン》は一〇万三千種類の魔法術式を組み込んで造られたもので、外部からのあらゆる攻こう撃げきを無効化するだけでなく、城全体から強大な特級攻撃魔法を放つこともできる。

　それに比べると、この宮殿のなんと頼りないことか。こんなもの古代世界なら一発で消し飛ぶぞ。まぁ、それだけ世の中が平和になったということだろう。

　こうした感想を抱きつつ、案内役の騎士に付き従い、宮殿内を歩く。

　……俺はてっきり、客間での略式謁見になるかと思っていたのだが。

　通されたのは大広間であった。つまり、略式でなく公務の一つとしての本格的な謁見をやる、ということである。広々とした大広間の左右、壁かべ際ぎわには家臣団と思おぼしき老若男女がズラリと並び立ち、こちらを睨にらんでいた。

　やれ「平民のガキが宮殿に入るなど……」とか、「大魔導士など何か理由でもでっちあげて誅ちゆう殺さつすればよいものを」とか口々に言い合っている。

　ほとんどは平民たる俺への侮ぶ蔑べつであった。

　まったく歓かん迎げいされていない、険悪な雰ふん囲い気きが漂ただよう中、俺とイリーナは平へい伏ふくした状態で、女王の登場を待った。足元に敷しかれた長い長い絨じゆう毯たんを見つめる。これの行き着く先には立派な玉座があった。……下々の者として見る玉座だが、特別な感かん慨がいはない。ただ、アレに座る者を哀あわれむ気持ちだけがあった。そして──その当人たる女王、ローザが姿を見せる。

　向かい側の通路から、屈くつ強きような騎士達に囲まれてやってきた女王陛下。

　その美び貌ぼうと威い光こうは、まさに人の世の頂点といったものだった。

　年ねん齢れいは俺達とそう変わらない。一つか二つ上といったところか。

　背せ丈たけは低くもなく、大きくもない。スラリとした体型で、イリーナとは違ちがい巨きよ乳にゆうというわけではないが……黄金色のドレスに包まれた肉体は、全てが美しい。

　イリーナやジニーに比べれば慎つつましい胸の膨ふくらみ。しかしその形は芸術的に美しかった。ラインがクッキリと浮うき出ているヒップも、素晴らしい曲線美を描えがいている。

　容姿に至っては美しいという言葉でさえ足りぬものだった。大人びたその美貌には王たる者の気品と風格がある。ただ……気になるのは髪かみ型がた。

　美び麗れいな金きん髪ぱつの先せん端たんがクルクルっとカール状になっているのだが、アレはいかなる手段で形成しているのだろうか。前世の頃ころからずっと気になっているのだが、未だに謎なぞ──

「おい平民ッ！　貴様如ごときが陛下の高貴なるお姿を直視するでないわッ！」

　こんな怒ど声せいを放ったのは、ローザの背後に控ひかえた老人。カイゼル髭ひげを蓄たくわえ、矍かく鑠しやくとした立ち振ふる舞まいで女王に付き従っている。おそらくは宰さい相しようであろう。

　そんな彼の怒ど気きに対し、女王ローザは玉座に座りつつ、

「よいよい。わらわの美しさに見とれるは、生物として自し然ぜんの摂せつ理りよ」

　豪ごう奢しやな扇せん子すをヒラヒラさせながら微笑する。その声音に傲ごう慢まんさはない。ただ、己に対する絶対的な自信のみがあった。
















　さて、どうしたものか。女王に対し、どういう接し方を──と、悩む最中。

「ローちゃん、久しぶりっ！　元気してたっ!?」

　イリーナちゃんがバッと立ち上がり、ニコニコ顔で問い尋たずねた。

　血の気が引くような思いは、久方ぶりである。女王に対しこんな態度をとったなら、

「なんだ、あの娘はッ！」

「陛下に対し、あのような無礼……！」

「英雄男爵の娘といえど、目に余るわ！」

　こうなるのが必定であろう。場に満ちた険悪な雰囲気が七割増しである。

　だが、そうした空気の中、イリーナは堂々と胸を張って叫んだ。

「なによっ！　これぐらいいいでしょっ!?　あたし達はお友達なんだからっ！」

　この言葉に、貴族達は皆みな、しかめっ面を作ったのだが。

　女王はといえば、カラカラと笑いながら言葉を紡つむいだ。

「そなたは変わらぬのう。それでこそイリーナというものじゃ」

　楽しげに笑う。それから彼女は貴族達を見回し、厳然とした声を放った。

「イリーナは我が友人じゃ。ゆえにあらゆる僭せん越えつと不ふ遜そんを許しておる。文句があらば全てわらわに言え。イリーナを責めることは断じて許さぬぞ」

　ローザが放つ威い圧あつ感かんに、場の誰だれもが押おし黙だまった。

　まさか女王と友人だったとは。ウチのイリーナちゃんマジ凄すごい。

　その後、ローザは優ゆう雅がに微笑しつつ、扇子を開き、

「はてさて。本日呼び立てたのは他でもない。《魔ま族ぞく》の単独討伐という偉い業ぎようを称たたえ、報ほう償しようをとらせるためじゃ。アード・メテオール。そなたにな」

　ローザの視線がこちらへと向けられる。……さぁ、どうしたものか。他国の王を相手にしたことは数え切れないほどある。しかし、それは全て《魔ま王おう》という立場での話。

　下々の人間として王に謁見するのは初の経験である。

　こういう時、平民として、どのように女王と接するべきなのだろうか。

　思い出せ。下級の配下や民草は、俺に対しどのような態度をとっていた？

　……あぁそうだ。思い出した。こちらが言うことに、全部〝はっ！〟とだけ答えてたな。

　うん、そうだ。何もかも〝はっ！〟で終わっていた。

　というかホント、何言っても〝はっ！〟だったな。

　一部の村民に至っては、「俺のこと嫌きらいか？」と問うても〝はっ！〟であった。

　……年ねん貢ぐの税率一〇〇倍にしてやろうかと思った。

　まぁ、とにかく。交渉へと移るまでは、相手の言葉に〝はっ〟とだけ答えよう。

「此こ度たびの一件、まことに大義であった」

「はっ！」

「そなたの働きは称しよう賛さんに値する」

「はっ！」

「さすがはかの大魔導士の息子といったところよな」

「はっ！」

「わらわはそなたのことがいたく気に入った。ゆえに褒ほう美びをとらせよう」

「はっ！」

「そなた、わらわの夫になれ」

「はっ!?」

　突とつ然ぜんブチ込まれた爆ばく弾だんに、俺だけでなく場に立つ者全員が啞あ然ぜんとなった。

「うん？　理解が及およばなんだか？　ではもう少しわかりやすく言うてやろう。アード・メテオールよ、そなた、わらわを孕はらませたくはないかえ？」

　美しいおみ足を組みながら、艶えん然ぜんと微笑んでみせる女王陛下。舌なめずりするさまはまさに蠱こ惑わく的で……数多くの美形を見てきた俺でさえ、ドキリとしてしまう。

　だが、それも一瞬のこと。場に響ひびき渡わたった怒ど号ごうで我に返った。

「ご、ご乱心めされたかッ!?」

「じょ、女王が汚けがらわしい平民の血を取り込むなど、言語道断ですぞッ！」

「こういう事態になるから、私はあの平民共を誅殺せよと進言したのだッ！」

　大おお騒さわぎする家臣一同。特に宰相の動どう揺ようぶりは半はん端ぱではなく、

「女王陛下ァアアアアアアア！　あんなのの一体どこがいいというのですかァアアアアアアア！　認めん！　我わが輩はいは断じて認めませんぞッ！　あんな平民の何が……ハッ！　そうか！　ナニか！　ナニがお気に召めしたのですか!?　でしたら大だい丈じよう夫ぶ！　我輩が陛下の夜のお相手を務めさせていただきます！　なぁ～に、ご安心めされよ！　我輩の暴れん棒将軍マジスゲーから！　あんな平民のガキと違って大たい砲ほうだから！　マジで！」

「お～い、誰か～。このロリコンジジイの首搔かっ切ってくれ～い」

　宰相はなおも喚わめき散らしたが、女王ローザはこれを黙もく殺さつし、話を続けた。

「はぁ、やれやれ。女王というのは窮きゆう屈くつじゃのう。仕方ない。此度は冗じよう談だん、ということで済ませてやろうぞ」

　……肩かたをすくめ、首を横に振ふってみせる。

　実際のところ、彼女の瞳ひとみに俺への好意など微み塵じんもなかった。しかし何か別の感情はあるようで……それがどういったものか推し量る最中、ローザがさらに言葉を重ねてくる。

「わらわも多た忙ぼうの身ゆえ、ささっと済ませようかの。報償の件じゃがの。アード・メテオールよ、そなたを《第五格ペンタゴン》の《魔導士》に昇しよう格かくする」

　あっけらかんと言い放った内容に、再び場が騒そう然ぜんとなった。

「ペ、《第五格ペンタゴン》ッ!?　へ、平民に《第五格ペンタゴン》など、前例がないぞッ!?」

「エラルドのごとき、公こう爵しやく家の神童ならばともかく！　平民などには過ぎた身分だ！」

「おやめくだされ、陛下！　平民に《第五格ペンタゴン》など与えようものなら、民衆が増長いたしかねません！　そうなれば反乱の引き金にもなりかねませぬッ！」

　最後の意見は少々飛ひ躍やくしすぎだと思うが、なんにせよ、こちらとしても《第五格ペンタゴン》などという立場、絶対にもらいたくない。そんなことになればオリヴィアが笑顔になってしまう。それだけは避けねばならぬ。ゆえに俺は、口を開いた。

「おそれながら陛下。家臣の皆みな様さま方のおっしゃる通りにございます。わたくしの如き平民には、《第五格ペンタゴン》など過ぎたるもの。不ふ遜そんを承知で申し上げますが……わたくしのささやかな願いを、今回の報償として頂ちよう戴だいしたく存じます」

「ほう。そなたの願いとは何かや？　申してみよ」

　好機を得た俺は、内心ニヤリと笑いながら口を開いた。

「わたくしが通うラーヴィル国立魔ま法ほう学園に対する国家予算を、増額していただきたく」

　これが受理されれば、俺がバトルイベントに参加する理由もなくなる。

　この願いに対し、女王ローザは目を丸くして、小首を傾かしげた。

「は？　なんじゃそんなことでよいのか？　というか、それでそなたになんの得がある？」

「わたくし自身には何もございません。しかし、日ひ頃ごろからお世話になっている学園長、ゴルド伯はく爵しやく様へのせめてもの恩返しにはなるかと……」

　この言葉に、周囲の家臣団が初めて好意的な空気を放った。

「ほう、分をわきまえておるな、あの平民」

「両親とは真逆よな。あれならばちょっかいを出す必要もないか」

「《第三格トライアングル》までなら与あたえてやってもよいかもしれぬな。彼奴きやつめが優ゆう秀しゆうであることには間ま違ちがいがない。よき働きをしてくれるであろう」

　おぉ、険悪な空気が一気に好こう感かん触しよくなものへ──

「なんと！　己の欲よくよりも恩返しを優先するとは！　そなたのような人格者には出会ったことがない！　ますます気に入ったぞ、アード・メテオール！　褒美に《第五格ペンタゴン》と予算の増額、両方くれてやろう！」

　……女王の馬ば鹿かがこんなこと言いやがったものだから、空気がまたもや険悪なものへと戻もどってしまった。その後、色々なすったもんだの末に。

「あぁもう！　わかったわかった！　だったら条件付きでどうじゃ！　アード・メテオールとイリーナ・リッツ・ド・オールハイドに《第五格ペンタゴン》の位を与える代わりに、二人を我が直属の特とく殊しゆ兵団《女王の影かげ》に加える。そして定期的に達成困難なクエストを任す」

「……いや、陛下。話し合わねばならぬ点が増えたのですが。オールハイドの娘むすめにも《第五格ペンタゴン》を与えるなど、そんな──」

「別にいいじゃろ。ついでじゃ、ついで。どうせイリーナもいずれその領域に達するじゃろうし、相方が《第五格ペンタゴン》で自分だけ《第一格シングル》では格好がつかんわ。のう、イリーナ？」

「その通りだわっ！　さすがローちゃんっ！　気が利くわねっ！」

　嬉うれしそうに笑うイリーナに、女王も満足げな笑みを浮かべた。

　その後もやはりなんやかんやあったのだが、女王ローザの「はい！　これで話終わり～！　わらわ、雑務に戻るから！　もう知らんから！　グッバイ、アディオス！」という鶴つるの一ひと声こえにより、俺達の昇格と《女王の影》なる謎の兵団に入ることが決定したのだった。

「クソッ！　今こん代だいの女王はどうにも扱あつかいづらいわッ！」

「まぁまぁ、落ち着きなされ。あの平民についてはゆっくり話し合いましょう。なぁに、問題はございませぬ。《女王の影》に入団したのですから、そこを利用すれば……」

「左様。いくらでも手立てはある。……せいぜい人生の春を謳おう歌かするがよいわ」

　……この時代の為い政せい者しやはもっと、人の感情を慮おもんぱかるべきだと思う。

「いや～、思わぬ出世ね！　帰ったら親に手紙書いてあげましょうよっ！　あぁ～、パパが大騒さわぎするさまが目に浮うかぶわねぇ～！」

　そうだな。しかし君が思ってるような騒ぎ方ではないだろうよ、きっと。

　……バトルイベントの件は一応の決着を見せたわけだが、その代わりに、《女王の影》とやらに属さねばならぬという、新たな問題が舞まい込こんできた。

　まったく、どうしてこうなってしまったのだろうか。
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　暮れなずむ空に見守られし王都。その裏通りにて。

　人気のない道の真ん中に、複数の男女が固まって立っている。皆一見すると普ふ遍へん的な民間人にしか見えないのだが……その実態は《魔族》を中心とした反社会的組織《ラーズ・アル・グール》の面々である。その中でも頭目と思しき老人が、重厚感ある声を吐はいた。

「こちらの想定以上にやるようじゃのう。大魔導士の息子は」

　口にした内容とは裏腹に、彼の声音からは強い楽観の色が伝わってくる。

　そんな老魔族に、周囲の面々も穏おだやかな顔で頷うなずいた。

「然り。此度の一件にて奴やつめの力量は測れ申した」

「同どう胞ほうは幾いく人にんか犠ぎ牲せいになったが……これで、完全に憂うれいはなくなったというわけだ」

「うむ。確かに、あのアード・メテオールは強い。まさしく規格外と言えよう。さりとて……あのバケモノにはまず勝てまい」

　皆みなの頭に、協力者たる彼女の姿が浮かぶ。

　その顔に浮かぶは、半数が安心感。もう半分は……不信感であった。

「あの女、まことに信用できるのか？　所しよ詮せん、我等とは別の種族であるし、そもそも、彼奴きやつめは歴史に名を残す裏切り者ではないか」

　この疑問に、老魔族が楽観的な顔をしながら応答した。

「うむ。気持ちはわからんでもない。じゃが、安心せい。あの女が我等を裏切ることはない。彼奴めの情は本物よ。あの女はな、本気で今の世を滅ほろぼそうとしておる」

　だからこそ利用しているのだ。老魔族はそう言って、邪よこしまな笑みを浮かべる。

「アレの世界に対する憎ぞう悪おは本物、ではあるが。あまりにも強すぎる。我等が主による治世をも破は壊かいしかねぬゆえ、主の再臨が成されたなら、彼奴めには退場してもらう」

　確定事じ項こうを淡たん々たんと語ると、老魔族は別の話を切り出した。

「さて。此度の一件による計画の変へん更こうはない。贄の誘拐は星振が揃そろいし日、即すなわち、七日後じゃ。それまで儀式は行えぬ。ゆえに、焦あせって贄をさらう必要はない。くれぐれも、ことを急せいて独断専行などせぬようにな。下手に動いて敵方に勘かん付かれでもしたなら、万一の事態もありうる。最強の怪かい物ぶつが味方に付いているとはいえ、油断はするでないぞ」

　全員が一様に頷くと、老魔族はさらに言葉を重ねた。

「詳しよう細さいな内容にも変更はない。此度の一件により、アード・メテオールという不安材料の底は知れた。あれならば小難しい作戦など皆かい無む。完全なる力押しじゃ。全軍で襲しゆう撃げきし贄をかっさらう。それだけよ。過去の我々であれば自殺行こう為いも甚はなはだしい計画であるが、しかし、今の我等には無限の軍勢と、最強の怪物がついておる」

　溢あふれんばかりの自信と共に語ると、老魔族は締しめの言葉を口にする。

「全ては、我等が主による正当な支配と、正しき世界を取り戻すために」

　オール・ハイル・アウター。そう呟つぶやいた老魔族に合わせて、他の面々も同様に、オール・ハイル・アウターと返し……各々ばらばらに散って、雑ざつ踏とうの中へと溶とけ消えた。

　老魔族もまた一人、大通りを行く。そうしていると、不意に町民の声が耳に入った。

「あと七日かぁ～」

「今年も楽しみだよな、学園のバトルイベント」

「だな。なんせ今年は、あの大英雄の子供達が入学したらしいし」

　こんな会話を聞いた老魔族は、

「おう。まっこと、楽しみじゃのう」

　皺しわに塗まみれた顔を醜みにくく歪ゆがませながら、ポツリと呟いたのだった。
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《女王の影》への入属と、《第五格ペンタゴン》への昇しよう格かく。これらは徹てつ底てい的に隠かくし通したはず、なのだが。運命の悪戯いたずらか、あるいは貴族共の仕業なのか。情報が流出し、瞬またたく間に拡散。

　そのせいで、学園における俺の扱いも相応なものになった。

　まず、あからさまに悪意をぶつけてくる貴族の子供がいなくなった。

　続いて、アード様ファンクラブなるものが結成され、主に平民の女子達が常に周囲を固めるように。

　そして……一日に一回、必ず女子から告白を受けるようになった。

　放課後の校舎裏。大きな日ひ陰かげの中、初夏の生暖かい風が頰ほおを撫なでる。

　目前には同学年の女子がいて、顔を赤らめながらこちらを見つめている。もじもじと恥はじらいながら、何度も口ごもるが、やがて彼女は覚かく悟ごを決めたのか、一度深呼吸をして。

「すっ、好きですっ！　お付き合いしてくださいっ！」

　勢いよく頭を下げて、右手を突つき出してくる。

　最初の頃ころは酷ひどくドキドキしたものだが、慣れが生じた今は特別なんの感情も芽生えない。

　俺は淡々と、いつも通りの定型文を口にした。

「申し訳ありません。今は色いろ恋こいにかまけていられる立場ではありませんので、お付き合いはできません。今回はとりあえず、お友達から、ということで納得していただけませんか」

　美び醜しゆう問わず、今日に至るまで多くの女子が告白をしてきた。……中には男子もいたが、そんなことはどうだっていい。大事なのは、誰だれに対しても恋れん愛あい感情を抱いだけないということ。

　チャラついた男であれば遊びで付き合う、ということをやるのだろうが、俺はそんな不誠実なことは絶対にできない。

「……うん、わかった。ごめんね、いきなり変なこと言って」

　今回の女子も納得してくれたようだが、失しつ恋れんのショックは隠しきれなかったらしく、震ふるえながら俯うつむいてしまった。こういう時どのように対処すればいいか、未だにわから──

「……とりあえずキープか。こっからどうやって落とすかな」

　えっ。

「こいつ童どう貞てい臭くせぇし、色目でも使や一発じゃね？」

　ちょっ。

「とりあえず乳でも揉もませとくか。そのままの流れでヤっちまって既き成せい事じ実じつ作りゃ、こいつん家の財産はウチのもの……！　ククク、どんだけ貯ため込んでんのかなぁ……！」

　おい。漏もれ出ているぞ。お前の暗黒面がダダ漏れになっているぞ。

「じゃ、じゃあ、アード君……友達としてお願いしたいんだけど……ウチのおっぱい、揉んでくれないかな？」

「いや、揉みませんけど……」

「えっ!?　なんで!?」

　なぜ驚おどろいてるんだ。むしろこっちが驚くわ。この流れで乳を揉むわけないだろうが。

「いや、でも、ホラ。アード君、疲つかれてそうだし」

　疲ひ労ろう感かんとおっぱいになんの関係性があるというのか。乳を揉めば疲労感が消し飛ぶとでも言うのか。おっぱいにかような効果は……いや、イリーナちゃんのそれならばあるいは。

　しかし、目前の女子のそれにはなんの効果もあるまい。ゆえに断じて揉まぬ。

「あの、えっと…………とりあえず揉めぇえええええええええええええ！」

　とうとう実力行使である。なんなのだこの子は。正直怖こわい。

　自らの乳を揉ませるべく、こちらの腕うでを摑つかみ取ろうとする女子。

　そうはさせじと必死に逃にげる俺。なんだこの状じよう況きよう。

「うへへへぇええええええええ！　おっぱい揉めぇぇぇぇ！　おっぱい揉めぇぇぇぇ！」

　もはやバケモンである。これまで相手にしてきたどんな魑ち魅み魍もう魎りようよりも恐おそろしいわ。

　前世ならばこういうとき、「者共ぉぉぉぉ！　出あえ出あえぇぇぇぇい！」と叫さけべばそれで終わったのだが、今の俺は村人であるからして、側近など何処にもいない。

　いや、もう、本当に。誰か助けてくれ。……そうした思いが天に届いたのだろうか。

　次の瞬しゆん間かん、聞き慣れた声がバケモンの叫きよう声せいを斬きり裂さいた。

「そこまでにしときなさいよっ！」

　怒ど気きに満ちあふれた語調。それを放ったのは……イリーナちゃんであった。

　校舎の角の先で腕を組み、仁王立ちしている彼女の全身からは凄すさまじい鬼き気きが放たれており、元・《魔王》の俺ですら冷ひや汗あせを流すほど怖かった。

　バケモン（女子）にはなおさらであったろう。彼女はピタリと立ち止まって脂あぶら汗あせを流し、

「え、えっと、その………………おっぱいおっぱいッ！」

　などと意味不明なことを叫びながら逃げていった。

「た、助かりました……ありがとうございます、イリーナさん……」

　彼女に近寄り、礼の言葉を口にする。過去のイリーナであれば「えへへ！　あたし凄すごいでしょ！」とか言って満面に笑みを浮うかべ、〝褒ほめてご主人様オーラ〟を出すところだが、

「ふんっ！」と、むっつり顔でそっぽを向くと、彼女は何も言わず歩き去ってしまった。

　ここ最近気付いたことだが、イリーナちゃんはかなりのやきもち焼きである。

　だが俺も馬ば鹿かではない。こういう時、人生経験に乏とぼしい男は「あの子、俺に気があるんだな！」とか間ま抜ぬけなことを考えてしまうものだが、俺は違ちがう。

　イリーナはただ、「自分だけのお友達をとられたくない」と思っているだけだ。

　決して、俺のことが好きだからとか、そういうわけではない。

　気持ちはよくわかる。俺だってイリーナちゃんに近づく悪い虫は一いつ匹ぴき残らず排はい除じよしたくなるからな。なんならもう排除している。現在進行形で。

　……ともあれ。ここ最近、イリーナちゃんは俺に対して不ふ機き嫌げんな顔ばかりを見せる。

　彼女の笑顔が原動力である俺からしてみれば、これは死活問題だ。

　ゆえに早急な対処が必要なのだが……いかんともしがたい。

「人間関係とは、なんとも難しいものよ……」

　校舎裏の日陰の中、生なま温ぬるい風を浴びながら、俺は深く嘆たん息そくするのであった。




　……寮りようの自室へと帰宅した後、いつものように夕食を済ませ、集合風ぶ呂ろで汗を流してから、俺は自室のベッドに寝ね転ころがった。

「ふう……はてさて、どうしたものかな。どうにかイリーナの機き嫌げんをとりたいが」

　方法が浮かんでこない。根本的な問題である女子の告白をどうこうすべき、なのだろうが、策が見当たらなかった。単に女子から告白されない状況を作るだけなら、真っ昼間に屋上でも行って、「私は男が好きだああああああああああああ！」とカマせば一発なのだろうが、そうすると人生が終わる。イリーナとの関係も終わる。

「う～～～～む。七文君の一人でもいれば、よい知ち恵えを授けてくれるのだろうがなぁ～」

　ゴロゴロと転がりながら、頭を悩なやませている、と。

　コンコン。室内にノックの音が鳴なり響ひびいた。……もしやイリーナちゃんであろうか？　彼女の方から仲直り的なことを言いに来てくれたのだろうか？　そんな希望的観測を胸に抱きながら、入室の許可を投げる。果たして、ドアを開き、入ってきたのは──

「えへへへ……。来ちゃいましたっ♪」

　イリーナではなく、ジニーであった。もう夏も近いというのに、全身を分厚いロングコートで覆おおっている。一体なにゆえ？　と首を傾かしげた、その直後。

　ガバッ、と。ジニーがロングコートを開いて、脱ぬぎ捨すてた。

　そして露あらわになった彼女の全身には……紅いヒモが巻き付いている。

　いや、厳密に言えば……ヒモしか巻き付いていない。

　一本の細長いヒモを股またから胸、肩かた部に通しただけ。そんな格好である。

　もはや全ぜん裸らに等しい。滑なめらかな白い素す肌はだ。ビッグサイズの乳肉。思わず揉みしだきたくなるような尻しり。ジニーが持つ凶きよう悪あく兵器の数々が完全に露ろ出しゆつしている。

「どうかな？　これ。お母さんは凄くイイって褒めてくれたけど……」

「ど、どうと言われましても……」

「じゃあ、質問を変えますね。……興奮、してくれてますか？」

　素直に答えることはできなかった。そんなの、あまりにも恥ずかしい。

　こちらの感情を読み取ったのか、ジニーは美び貌ぼうに艶えん然ぜんとした笑みを浮かべ、

「私のこと、好きにしてもいいって言ったら、どうします？」

「えっ、いや、その……ど、どういうこと、ですか？」

　問いかけに対し、ジニーは「はふぅ」と悩ましげな嘆息を一つ漏らした。

「アード君、最近特にモテてますよね？　別に、それは全然いいの。前々から言ってますけど、私はアード君ハーレム計画を推進してるから。でも……私以外の女の子に、アード君の一番を取られちゃったら嫌いやだなぁ、と。だから」

　言葉を切ると、彼女は小首を傾げて桃もも色いろの髪かみを揺ゆらし、蠱こ惑わく的な微び笑しようを浮かべ、言った。

「これからはちょっとアグレッシブにいこうかなって♪」

　ジニーがこちらに近寄ってくる。

　ここは彼女を止めるなり逃げるなりしなければならぬ状況、なのだが。

　体が動かなかった。これは、まさか……

「アード君も、シたいんでしょう？　目がそう言ってますよぉ？」

　乳ち房ぶさを揺らしながら一歩、また一歩と近づくごとに……ジニーの体に変化が現れた。

　お尻から、黒く、艶つややかな尻しつ尾ぽが伸のびる。

　それらを見て、俺は確信した。この子は今、高位のサキュバスとして覚かく醒せいしたのだ。

　サキュバスが有する《固有技能スキル》、その名を魅惑チヤームという。高位のサキュバスはこの《固有技能スキル》をさらに発展させた、魅惑チヤームの魔ま眼がんという力を持つ。これは三大魔眼の一つであり、この眼を持つ者は直視した相手の心を支配し、自由自在にコントロールできる。

　あの角と尻尾、そして瞳ひとみに浮かぶハート型の模様が、魔眼持ちの証である。

　不ま味ずい。全盛期の俺ならまだしも、今の俺が持つ肉体は古代世界の平均値に過ぎない。よって、魅惑チヤームの魔眼に抗あらがう術が……！

　……気付けば、ジニーはもうすぐ傍そばにいて、こちらの両りよう肩かたに手を置くと、

「私も初めて、だけど……大だい丈じよう夫ぶ、ちゃんと気持ちよくしますからっ♡」

　耳元で囁ささやきながら、ベッドの上に押し倒たおしてくる。

　ダ、ダメだ。動けん。それに、状況を受け入れてしまっている。
















　ジニーと、そういうことがしたいと、心の底から思ってしまう。

　なんとか肉体の生理的反応はギリギリ抑おさえ込めている、が。

「じゃあ、まずはおっきくしないとねっ♪」

　もはや時間の問題であろう。このまま俺は、大人の階段を昇のぼってしまうのだろうか。

　そう思うと、一人の少女の顔が浮かんだ。……その時。運命のいたずらか。

「アっ、アードっ！　お邪じや魔まする、わ、よ……？」

　脳内に浮かび上がった少女と同一の人物が、ドアを開けて入ってきた。

　そう、イリーナちゃんである。入って早々、彼女は石像のように固まった。

　全裸に等しい格好をして、俺の股こ間かんへと手を伸ばすジニー。

　そんな彼女に押し倒され、真っ赤な顔をした俺。

　……しつこいのはわかってる。でも、言わせてほしい。




　どうしてこうなったッッ！










　　　第一六話　元・《魔ま王おう》様、女達に困る　ＰＡＲＴ２







「な、なな、ななな……！」

　こちらの痴ち態たいを凝ぎよう視ししながら、顔を真っ赤にして、全身を震ふるわせるイリーナ。

　その格好は、なぜだか随ずい分ぶんと過激なものだった。

　上は白いビキニ。下は蒼の超ちようミニスカで、黒いヒモパンがほとんど丸見え。

　なにゆえこうした大だい胆たんな衣服を着用しているのか。

　……そんな疑問、今はどうだっていい。考えるべきことは一つ。

「なぁにやってんのよぉおおおおおおおおおおおおおッッッ！」

　怒いかりを爆ばく発はつさせたイリーナちゃんを、どうやって鎮しずめればいいのだろうか。

　彼女は怒ど声せいを放つと同時に、銀ぎん髪ぱつを振ふり乱みだしながらこちらへ突とつ撃げき。

　俺の上に跨またがるジニーにタックルをかましてブッ飛ばすと、

「ばかぁっ！　ばかばかばかばかばかぁっ！　アードのばかぁっ！」

　ジニーに代わって馬乗りとなり、こちらの顔面に拳こぶしを落としてくる。

　それは乙おと女めの可か憐れんなる抗こう議ぎ……と言うには、あまりにも高度なオフェンスであった。

　格かく闘とう家かも顔真っ青になるほどのマウント・パンチである。めちゃくちゃ痛い。

「ぐごっ！　おげっ！　あばっ！　イ、イリーナさん、落ち着いてくだ……ぶべらっ!?」

「うわ～～～～～～ん！　アードのおばかぁああああああああああ！」

　大きな碧へき眼がんから噴ふん水すいのような涙なみだを放つイリーナ。

　そんな彼女の背後にジニーが近づいて、

「野や蛮ばんですねぇ。ミス・イリーナは。そんなんじゃアード君に嫌きらわれちゃいますよぉ？」

　イリーナの体がビクッと震え、拳が止まった。

　そんな彼女をジニーは後ろから羽は交がい締じめにして、引きはがす。

　それからイリーナの目を真っ向から見み据すえ、問いを投げた。

「そもそもミス・イリーナ。貴女あなた、何をしに来たんですかぁ？」

「そ、それは……アードと、仲直りしたかったから……ここ最近、あたし、酷ひどい態度とってて……嫌われたくないって、そう思ったから……」

　バツが悪そうに、イリーナは唇くちびるをもごつかせた。

「へぇ～。そうなんですかぁ～。その格好も、仲直り計画の一いつ環かん？」

「そ、そうよっ！　アードのお母さん、カーラおばちゃんが言ってたのっ！　お、男の子は、エ、エエエ、エッチな服を着てお願いすれば、なんでも聞いてくれるってっ！」

　……母者よ、貴様、ウチの娘むすめに何を吹ふき込こんでくれているのだ。

「それから、え～っと……セなんとかをすれば、お互たがい気持ちよくなってすぐ仲直りできるとも言ってたわっ！　だから、アードとセなんとかをしに来たのよっ！」

　……母者とは後日、話し合いの席を設けねばなるまい。

「へぇ～。ところでミス・イリーナ、セなんとかがどういうものか、知ってるんですかぁ？」

「そ、それは……！　ア、アードに教えてもらうわっ！」

「……ぷっ（笑）」

「なっ!?　なにが可お笑かしいのよっ!?」

「いえいえ、そういうお子様なところが、ミス・イリーナの魅み力りよくなんだなぁ～って思っただけですよぉ～？　この歳でそういう知識がないなんて、とっても清純ですねぇ～」

「ぐぬぬぬぬ……！　あんたぁっ！　あたしのこと馬鹿にしてんでしょ！　だいたいねぇ！　あんたがアードにちょっかい出すからこんなことになってんのよっ！　あんたがアードに近づくようになってから、我が慢まんができなくなったのっ！　これまではずっと我慢できたのに！　もう、アードが女の子に囲まれてるとこ見ると腸はらわたが煮にえくりかえるのよっ！」

「うわぁ。ご自身の不出来を他人のせいにするだなんて、淑しゆく女じよとしてどうかと思いますわ」

「なぁ～にが淑女よっ！　そ、そそ、そんな、いや、いやらしい格好しておいてっ！」

　バチバチと、両者の間で火花が飛び散る。

　そして、怒ど気きで顔を真っ赤にしたイリーナが、目を吊つり上げて叫さけんだ。

「こうなったら決けつ闘とうよっ！　今度のバトルイベントでボッコボコにしてあげるわっ！」

「いや～ん。ミス・イリーナったら、野蛮だわ～。…………けれど、まぁ、私もほんのちょっぴり野蛮なのよね」

　ジニーの瞳に、好戦的な色が宿る。

「いいですよ？　その決闘、受けて立ちます。どうせ私が勝ちますし」

「言ったわねぇ……！　じゃあ、負けたらあんた、アードに近づくのやめなさいよっ！」

「えぇ、えぇ。お約束します。なんなら、そのついでに全裸で王都を一周してさしあげますわ。ただし、ミス・イリーナが負けた場合、貴女に全裸で走ってもらいますけど」

「上等よっ！　全裸で王都を一〇〇周したうえ、鼻でミートパイを食べてあげるわっ！」

　両者共に髪を逆立たせ、激しい戦せん闘とう意思をぶつけ合う。いやぁ、乱世乱世！　……などとふざけたことをぬかしている場合ではない。緊きん張ちようのあまり現実逃とう避ひをするところだった。

　二人が傷付け合う姿なんて見たくはない。だから、俺は緊張と恐きよう怖ふに耐たえつつ、

「お、落ち着きなさいッ！　二人ともッッ！」

　両者同時にこちらを睨にらんでくる。なんというプレッシャーか。どこぞの《勇者》よりもよほど怖こわいのだが。しかし、ここでたじろいではならない。どちらが上かハッキリとさせるため、俺は土下座したくなるのを必死に我慢し、勇気を振り絞しぼって怒ど鳴なった。

「二人とも、そこに正座なさいッ！　早くッッ！」

　怒おこってるんだぞアピールはなんとか通じたらしい。躾しつけされたワンコの如ごとく、二人はビクリと体を震わせると怒気を消し、代わりにこちらを畏い怖ふしたような顔となって正座した。

「決闘とはなんですかッ！　この程度のことで憎にくみ合い、傷付け合うだなんて、あまりにも愚おろかなことですッ！　決闘なんて、私は絶対に許しませんからねッ！　二人とも、お互いに謝りなさい！　そして仲直りなさい！　さもないとご飯抜ぬきにしますからねッ！」

　気分は完全に飼い主のそれである。そんな俺に二人はもごもごと口を動かしたが、しかし、反論することなく互いに向き合って、

「ご、ごめんね、ジニー。ついカッとなっちゃって」

「わ、私の方こそ、ごめんなさい。一時のテンションに惑まどわされ過ぎました」

　正座の体勢のまま謝り合って、握あく手しゆをする。

　この子達は根が素直なのだ。そうだからこそ、俺はこの二人が好きなのだ。

　これで一件落着……と、そんな時だった。




「話は聞かせてもらったよ！」




　ドアを派手に蹴け破やぶって、何者かが乱入してきたのは。

　俺達の視線が、一いつ斉せいにそちらへと向けられる。

　床ゆかに届くほど長い、プラチナブロンドの美び髪はつ。人形のように精せい緻ちな美び貌ぼう。

　乱入者は、ジェシカ先生であった。

　彼女は両腰ごしに手を当て、大きな胸を張りつつ、ニヤリと笑う。

「決闘はダメでも、とりあえずイベントには出てみないかい？　二人とも」

　……なんだろう、嫌いやな予感がする。俺は脂あぶら汗あせを流しつつ、事態を静観した。

「でも、アードが出ないし」

「アード君が参加しない以上、私も出る気になれません」

「うん、乗り気でないのはわかる。でも、そこを曲げてイベントに出てほしいんだ」

　ここで一度切ってから……ジェシカは、随分と予想外な言葉を口にした。

「アードくん講師化計画を成すためにも、ね」

　数すう瞬しゆん、啞あ然ぜんとした後、俺は動どう揺ようしながら口を開いた。

「はっ!?　な、なんですか、それは!?」

「計画名の通りさ。アードくん、キミはもはや生徒という立場に収まる人間じゃあない。我々と同じ立場となって教きよう鞭べんをとるべきだ。……と、学園長がおっしゃっててね」

　なんてことをしてくれているのだ、あのクソジジイ。

「ただ……やっぱり反対派が多くてね。特に貴族出身の講師なんかは、平民の子供なんぞを講師にするなど絶対に認めないと言って、こっちの話を聞いてくれないんだ」

　いいぞ、もっとやれ、反対派の皆みな々みなよ。

「けれど、アピールできる実績があれば彼かれ等らを封ふう殺さつできるかもしれない。それが今度のバトルイベントってわけさ。アードくんの薫くん陶とうを受けた二人が活かつ躍やくし、優勝でもすれば、アードくんの指導力を証明できる。それが計画の突とつ破ぱ口こうになるかもしれないんだ」

　ジニーもイリーナも、なるほどとばかりに頷うなずいた。

「そういうわけで。二人とも、イベントに出てはくれまいか」

　ジェシカの頼たのみに、二人が悩なやむそぶりを見せる。

　いかん、これはいかんぞ。アードくん講師化計画？　そんなもの成功させてたまるか。

　講師などになったら今以上にオリヴィアとお近づきになるハメになるだろうが。

　そのせいでオリヴィアの素敵な笑顔をいつも見るハメになるだろうが。

　そんなの絶対に嫌だ。ゆえに俺は、二人に釘くぎを刺さす。

「私は普ふ段だんから口酸っぱく申し上げていますよね？　力は見せびらかすものではなく、誰だれかを守るため、あるいは己の信念を貫つらぬくためにあるものだと。バトルイベントなど、その対極にあるものです。よって──」

　二人とも、俺の言葉に真しん剣けんな表情を作る。よし、これで不ふ愉ゆ快かいな計画が成功することはなくなった。まったく、二人は素直でいい子──

「……ねぇ、二人とも。講師用の超カッコいい制服を着たアードくん、見たくない？」

「「見たいっ！」」

　……二人は素直な女の子である。……欲よく望ぼう的な意味でも。

「いや、あの、私は認め──」

「出るからには優勝するわよっ！」

「ちょっ、待っ──」

「ふふん。負けませんよ、ミス・イリーナ」

「だから、私の──」

「「お互い、正々堂々勝負しましょうっ！」」

　二人はライバル同士の熱い握手を交わすと、ジェシカ共々部屋から出て行った。

　俺のことなど、まるでいないもの扱あつかいである。

　……なんかもう、泣きたくなってきた。

「はは。モテる男は辛つらいってとこかな？」

　明るい顔で、背中をバシバシ叩たたいてくるジェシカ。

　そして──

「いやはや。バトルイベント当日が待ち遠しいねぇ。本当に」

　そう呟つぶやいた彼女の顔は、普段通りのにこやかなものだったが──

　気のせい、だろうか。




　その表情が、どこか邪よこしまなものに思えたのは。










　　　第一七話　元・《魔ま王おう》様×バトルイベント×大騒そう乱らん







　バトルイベントまでの七日間。俺はあらゆる妨ぼう害がい工作を行ったのだが、運命の悪戯いたずらか、どう考えてもそうはならんだろうという展開が発生し、ことごとく失敗。

　そして本日。バトルイベントは無事、開幕と相成った。どうしてこうなった。

　舞ぶ台たいは王都最大の多目的スタジアム。古代に作られたコロッセオを増改築したこのスタジアムには、最大で二万人もの客を収容できる。

　ラーヴィル国立魔ま法ほう学園は国内どころか大陸でも随ずい一いちの名声を誇ほこるため、その生徒達によるバトルイベントは毎年人気の催もよおしとなっていて……場内は超ちよう満まん員いんであった。

　開放型の天てん蓋がいから降り注ぐ太陽光がスタジアムを明るく照らす。

　場内中央にて繰くり広げられている、一対一のド派手な魔法戦に、観客は割れんばかりの声せい援えんを送っていた。スタジアムは今、まさに灼しやく熱ねつの坩堝るつぼと化している。

　その要因は前述した通り、生徒による本気の戦いが大きいのだが……

　特別ゲストとして、ウチの両親とイリーナの父、つまり、大魔導士と英えい雄ゆう男だん爵しやくが司会者として参加していることも、熱気の要因であると考えられた。

　しかし……皆、英雄による高度な解説などを期待していたのだろうが。

「女子の試合はいまいち燃えねぇんだよなぁ～。ゴリラみたいな奴やつならイケるんだが」

「貴方あなたはそうでしょうねぇ～。……にしてもこの子達、かなりイイわぁ～。おっぱいのサイズもお尻しりの形も最高。これ終わったら声かけようかしら（ジュルリ）」

　ウチの両親は人として終わっているので、そういうのを期待しても無む駄だである。

「レミングさんの攻こう撃げき魔ま法ほうの腕うで前まえは目を見張るものがありますね。しかしリジーさんの洞どう察さつ力も素晴らしい。実戦では魔法の腕前以上に人間としての基き礎そ能力が問われます。よって、まだまだこの試合、どう転ぶかわかりませんよ」

　ウチの馬ば鹿か親とは違ちがい、ヴァイスは的確かつわかりやすい見事な解説を行っている。

　さすが、俺の中での「お父さんと呼びたい人ランキング」ＮＯ．１の男である。

　さて、そうした司会者達の真後ろ。即すなわち、最前列の特等席にて、俺もまたバトルイベントの行方ゆくえを見守っていた。そんな俺の隣となりには、

「此こ度たびの試合も中々のものだな。どちらも筋がいい。貴様もそう思うだろう？」

「えぇ、まったく、おっしゃるとおりです」

　素敵な笑顔を張り付けたオリヴィアが座っている。

　彼女に対応する俺もまた、微笑ほほえみを崩くずしてはいない。それゆえに……

「あの二人、凄すごくいい雰ふん囲い気きよね……」

「やっぱりデキてる噂うわさ、本当なのかな」

　こんな誤解をする者がほとんどであった。

　そう。俺達は全然、いい雰囲気でもなんでもない。

　なぜなら、俺達がやっているのは仲なか睦むつまじい男女の会話などでは断じてなく。

　高度な心理戦、なのだから。

「いやぁ、それにしても素晴らしい生徒達だなぁ。あの二人、アルヴァートが弟子に取りたいと思えるほどの逸いつ材ざいではなかろうか。貴様もそう思うだろう？」

「さて。私はアルヴァート様とはお会いしたことがございませんので、なんとも」

　奴はさっきからデタラメなことばかり言って、こちらの反応をジッと観察し続けている。

　ほんの僅わずかでも、「いや、そんなことありえんわ」といった表情をしたなら、その時点で終わりだ。何せオリヴィアは表情の僅かな変化で相手の心理・思考を全て把は握あくできる。

　そのため、俺は常に平然とした微笑を作り続け、ツッコミを入れたい気持ちを必死に抑おさえ込んでいるというわけだ。

　それにしても。さっきのは危なかった。あの四天王一、というか、我が軍の中でも随一の戦せん闘とう狂きようが弟子など取るわけがない。

　有望な人材のことごとくを襲おそって再起不能にするような人間だぞ、あいつは。

　逸材と感じた瞬しゆん間かん、殺しにかかるのがアルヴァートという男である。

　……あいつは今いま頃ごろ、いったい何をしているのだろうか。そんなことを考えつつも、オリヴィアに対する警けい戒かいは一切怠おこたることなく、俺はイベントの進行を見守った、のだが。

　ハッキリ言ってしまうと、客がなぜ興奮するのかまるで理解できない。

　古代世界における魔法戦に比べると、まさにスライムとドラゴンである。

　そのため、全ての試合が俺にとって興味の対象になりえなかった、のだが。

　我が愛まな娘むすめ的存在のイリーナちゃんと、弟子の一人であるジニーだけは話が別。

　保護者、あるいは師し匠しようとして、俺は二人の勝利と栄光を願うべきなのだろうが、アードくん講師化計画などというものがある手前、真逆の思いを抱いだいていた。

　二人が負けますように。なるべく怪け我がをせず、あっさりと負けますように。

　……そうした祈いのりに反して、二人は順調に勝ち進んでいった。

「いやぁ、それにしても！　イリーナさんは素晴らしい逸材ですね！　あれほど悪い精神状態にもかかわらず、他の生徒を寄せ付けていません！」

　一時休きゆう憩けいの際、司会者が拡声の術式が組み込まれた短たん筒づつ型の魔道具に向かって声を放つ。

　イリーナへの称しよう賛さんに対し、ヴァイスはニコリと微笑んで、応答を寄よ越こした。

「あの子の実力は、当人の才覚もありますが……やはり、アード君の指導が大きい」

　はっ？　ちょ、ちょっと待て。一体なにを──

「イリーナと出会ってからの数年間、アード君は常に彼女を指導し続けてきました。その指導内容と方針は、彼女の口からいつも聞かされていたのですが……本当に見事な内容でした。幼くしてこれほどの指導力を持つアード君を、僕は末すえ恐おそろしく感じましたよ」

　こんなことを言って、ヴァイスはチラリとこちらを見やり……ウインクしてみせた。

　いや、ありがた迷めい惑わくだよ！

　世間に君の凄さをアピールしてあげたよ、みたいな顔をするんじゃない！

　お前が余計なこと言ってくれやがったもんだから！

「……あのバカ弟も、大した指導力の持ち主であったなぁ？（ニッコリ）」

　ほらこうなった！　どうしてくれるのだ馬鹿者！　世が世なら打ち首モノの失態だぞ！

　イリーナやジニーも勝利者インタビューで俺のことを持ち上げるようなことばかり言ってしまうし……このままでは迷惑極まりない計画が成されてしまう。

　だが、現状に対する良策は終ついぞ見出せず……とうとう、決勝戦を迎むかえてしまった。

　決勝の舞台でぶつかるのは、イリーナとジニーであった。

　場内中央。円形のフィールドの中で、二人が対たい峙じし、睨にらみ合う。

「ふん。なかなか見応えのある戦いになりそうだな」

「……えぇ、そうですね」

　我々だけでなく、会場内の客全員が、両者の勝負に注目していた。

　俺としては、大きな怪我なく無事に終わってくれればそれでいい。

　講師化計画なるものについては……もう考えない。現実から目を背けさせていただく。

　そして、本イベント最後にして最高の試合が幕を開ける──その直前であった。




「きゃあああああああああああああああああっ!?」




　唐とう突とつに。なんの前まえ触ぶれもなく。鋭するどい悲鳴が上がると同時に。

　遠近、随ずい所しよから破は壊かいと怒ど号ごうが響ひびき渡わたった。

　何事か。完全なる不意打ちに驚おどろきを覚えつつ、周囲を見回した。

　視界に映る光景、それは客席にて、多数の《魔族》が暴ぼう虐ぎやくの限りを働く姿。

　場内はまさに阿あ鼻び叫きよう喚かん、だが。そうした状じよう況きようが展開されているのは、ここだけではないかもしれない。遠方の空に、黒い煙けむりが上がっていくのが見て取れる。これはつまり……

「どうやら、連中が暴れているのはここだけじゃないみたいだね」

　不意に耳へ届いた美声。それはジェシカのものだった。彼女はいつの間にか俺達の傍そばに立っていて、先刻までの俺と同様、遠方に上がるのろしを睨んでいる。

「……動くんだろう？　アードくん。それならば、ボク達も手伝うよ。貴女あなたもそうしてくださるでしょう？　オリヴィア様」

「無論だ」

　無言のまま、険しい顔をして頷うなずくオリヴィア。

　俺達の会話を耳にしたか、我が両親やヴァイスもまた、こちらを見て、

「オレ等らも手伝うぜ！」

「ふふ、久しぶりに全力出しちゃおうかしら～」

「いや、それはやめときなよ。王都が消し飛ぶから」

　悲鳴と怒号、破壊音がおぞましい音楽を作り上げる中でも、三人は平然とした表情で構えている。さすがは大英えい雄ゆう。なかなかの胆たん力りよくだ。

「場内の連中はオレとカーラ、ヴァイスで請うけ負うぜ！」

「うむ。ならばわたし達は外部、だな」

「となると、オリヴィア様とアードくんは単独で。ボクはイリーナくん、ジニーくん、両名を連れて対処するのがベストだね。他の生徒達は疲ひ労ろう困こん憊ぱいで使い物にならないだろうし、講師陣じんは指示を与あたえずとも勝手に動くんじゃないかな」

　異論はない。ジェシカのプランはもっとも効率的であろう。

　ただ、個人的感情を述べると……イリーナには参加してほしくなかった。

　しかし、ダメだと言っても彼女の性分だ。勝手に出て行ってしまうだろう。

　ならばせめて、二人を手元に置いておきたい。何せ彼女等は《魔族》に狙ねらわれている可能性がある。……とはいえ、ジニーはともかく、イリーナはそれを拒きよ否ひするだろう。

　もっとも効率的に、多くの人民を救うには、分散した方がいいに決まっている。

　彼女は確実に、自らの危機を度外視して人々のために動くだろう。

　こればかりは、どうやっても説得できる気がしない。

　俺の暗あん澹たんとした感情を察したのか、ジェシカはこちらの肩かたを叩たたき、微笑する。

「安心してくれよ。キミには及およばないが、これでもボクは名門侯こう爵しやく家の才女だぜ？　イリーナくんもジニーくんも、怪我一つさせずに帰してやるさ」

「……お任せしましたよ、ジェシカさん」

　一つ頷くと、俺は全員に指示を出した。

「では、散開いたしましょう」

　無言のまま、全員が一いつ斉せいに躍やく動どうする。

　俺は浮ふ遊ゆうの術式を構築し、跳ちよう躍やく。そのまま天空へと飛ひ翔しようし、スタジアムの上空へ移動。

　眼下に広がる王都には、やはり、多くの場所で悲劇が生まれているようだった。

「まったく……！　どうしてこうなった……！」

　舌打ちを一つかましてから、俺は手近な場所へと向かい、掃そう討とうを開始する。

　敵勢力はかなりの数だが……なんだろう、《魔族》にしてはどうも、弱すぎる。

　付け加えると、外見が皆みなそっくりというのも気になるところだ。

　まるで、誰だれか一人のコピーを大量に造り出したかのような……

　まぁ、なんにせよ。

　掃討戦は極めて簡単なものであった。

　王都の只ただ中なかを疾しつ駆くし、目に映る敵方へ適当に攻撃魔法を叩き込こむ。

　そうしたつまらぬ行こう為いを三〇分ほど続けたところ、徐じよ々じよに喧けん噪そうが収まり始めた。

　どうやら魔導士団が出張ってきたらしい。これならば、あと一時間もあれば事態は鎮ちん静せい化するであろう。ならば……

「一いつ旦たん、イリーナ達の様子を見に行くか」

　そう呟つぶやいて、探査魔ま法ほう、《サーチ》を発動しようとした、その瞬間。

「アードッ！」

　聞き慣れた声──我が父、ジャックのそれが耳に入る。

　彼の方を見やる、と。その表情には強い焦しよう燥そう感かんが浮うかんでいて。

　否が応でも、胸むな騒さわぎを感じさせる。

　そして──

「は、早く、来てくれ！　このままじゃ……」

　ジャックが紡つむいだ言葉は、俺がもっとも恐おそれていた事態の発生を、示していた。




「このままじゃ、あいつが死ぬッ！」










　　　第一八話　元・《魔ま王おう》様の居ぬ間に……







　　　◇◆◇




　時は僅わずかに遡さかのぼる。

　試合会場の中央にて睨み合っていたイリーナとジニーだが、突とつ如じよ発生した騒そう動どうに闘とう志しを挫くじかれ、当とう惑わくを覚えていた。そんな彼女等のもとへジェシカがやってきて、状況説明を行う。そして彼女の提言通り、二人はジェシカに付き従い、街へと駆かけ出した。

　イリーナもジニーも、人民を救うべく奮起していたのだが──

　二人の出番など、やってはこなかった。

「《ライトニング・ブラスト》」

　ジェシカの手先に顕けん現げんした法陣から、眩まばゆい雷らい閃せんが放たれる。それは狙い過あやまつことなく、標的たる《魔族》に直ちよく撃げき。全身を黒くろ焦こげにした。

「さぁ、どんどん行くよ」

　悠ゆう然ぜんと微笑ほほえみながら、彼女は白金の美び髪はつを風に躍おどらせ、駆け抜ぬける。

　そうしながら敵方を発見次第、無詠えい唱しようの攻こう撃げきを打ち込み、全て一いち撃げきのもとに仕留めていく。その姿はまるで伝説の戦乙おと女めのごとし。

　彼女の獅し子し奮ふん迅じん極まる活かつ躍やくに、イリーナ達はただただ見み惚とれるのみであった。

　その後も広こう範はん囲いを回っていったが、二人の出る幕は皆かい無む。ジェシカが一人でケリをつけ続けている。そうした現状に、イリーナとジニーは顔を見合わせて、言った。

「す、凄すごいわね、あたし達の先生は」

「あ、憧あこがれちゃいますぅ……」

　この会話は当人の耳に届いていたらしい。大通りを駆けながら、ジェシカは笑声を放ち、

「ハハッ、これぐらい、キミ達もすぐにできるようになるさ。なんならこの一件で──」

　言葉の途と中ちゆうだった。三人の視界が僅かに暗くなったのは。

　その原因が、天空からの落下物の影かげに入ったことであると気付いた瞬しゆん間かん。

「横へ跳とべッ！」

　ジェシカに言われずとも、二人は同時に左右へと跳んだ。

　それはジェシカもまた同様である。三人が髪かみを躍らせながら場を離はなれた、その直後。

　ズゥゥゥン……という衝しよう突とつ・破壊の音が轟とどろく。石いし畳だたみが粉ふん砕さいされ、無数の破片が天へと飛び散り、もくもくと煙が立ちこめる。そんな中、三人は油断なく来訪者を睨んでいた。

　敵の姿を端たん的てきに表すなら、人型の結けつ晶しようといったところか。無数の蒼あおい結晶が寄せ集まり、人の姿を成したような外見である。そのサイズは目算して三メリルをゆうに超こえており……イリーナとジニーの心中に到とう来らいした絶対的なプレッシャーは、何もその体格による圧力感だけではなかろう。この《魔族》、極めて手強い……！

「二人とも、手出しはするなよ。こいつはボク一人でやる」

　常に明朗とした表情を崩くずさぬジェシカが、緊きん張ちようした面持ちとなりながら命令した。

　二人が同時に頷く。それを確認すると、ジェシカは左手を標的に向けて、

「《ギガ・フレア》ッッ！」

　火属性の上級攻こう撃げき魔ま法ほうを、無詠唱で放った。

　彼女の目前に八つの魔ま法ほう陣じんが展開され、次の瞬間、それぞれが豪ごう炎えんを噴ふき出す。

　渦うず巻まいて突つき進すすむそれらは特定のポイントで合流。より強い灼しやく熱ねつの塊かたまりとなって、敵方へと殺さつ到とうした。この強力な魔法に、相手《魔族》は不動を貫つらぬく。

　ゆえに、直撃。紅ぐ蓮れんの業ごう火かが敵の巨きよ体たいを飲み込んだ。

「「や、やったっ！」」

　イリーナもジニーも、ジェシカの勝利を確信する。しかし……

　発動限界を迎むかえ、炎ほのおが消失。その途と端たん、三人の顔に絶望感が宿った。

　無傷である。射線上に存在した有象無象のことごとくが焼失している中、敵《魔族》だけがなんのダメージも受けていない。これにはさしものジェシカも脂あぶら汗あせを浮かべ、

「参ったな、こいつはボクでさえ手に余──」

　弱音が吐はき出される途中。目前の敵方が揺ゆらめいたかと思うと──

　気付けば、敵がジェシカの目前にいた。イリーナとジニーは無論のこと、ジェシカさえも驚きよう愕がくを顔一面に張り付ける。そして次の瞬間、容よう赦しやのない拳けん打だが、彼女へと向かう。

　回かい避ひ、できなかった。その攻撃は踏ふみ込みと同様、あまりにも疾はやすぎる。

　命中の寸前、ジェシカは中級防ぼう御ぎよ魔ま法ほう《メガ・ウォール》を無詠唱で発動したが、それでもなお敵方の拳こぶしが持つ威い力りよくは凄すさまじく、

「がぁっ！」

　小さな悲鳴を上げるジェシカの総身が、宙を舞まった。

　あまりの衝しよう撃げきに、衣服の一部が破れ散る。それから放物線を描えがき、やがて地面に衝突。

　それでも運動エネルギーは消えることなく、ゴロゴロと地面を転がり……停止。

　ピクリとも動かぬそのさまは、ボロ布にくるまれた死体のように見えて……

「ハァッ……ハァッ……ハァッ……」

　あまりの緊張、あまりの恐きよう怖ふに、イリーナは全身から冷たい汗あせを滝たきのように流した。彼女の向かい側にいるジニーも、似たようなものだ。

　両者共に動けない。そうした状じよう況きようの中、《魔族》がのそりと動き、イリーナを見た。

「……我は貴様を捕とらえることを至上目的としている。ゆえに抵てい抗こうせず捕らわれると言うならば、こちらは攻撃をせぬが、いかに？」

　その問いに答えるよりも前に、敵は言葉を続けた。

「もっとも、どう足あ搔がいたところで、貴様に待ち受けるは死以外にないのだが」

　そして、ズシリ、ズシリと、重量感ある歩行音を響ひびかせながら迫せまってくる。

　ジニーは……やはり、動けない。目前でイリーナに危機が迫る中、恐怖に怯おびえてなんの行動もとれなかった。それを恥はじてか、彼女の瞳ひとみに涙なみだが溜たまっていく。

　一方で、イリーナ当人は不思議な落ち着きを覚えていた。

　もうどうにもならない。自分は終わったのだ。そうした諦てい観かんが生み出す冷静さを味わっていると、気付けば敵方はすぐ目前にまで迫っていて、

「貴様は我われ等らが悲願成就の礎いしずえとなる。喜ぶがいい、娘むすめよ。貴様は──」

《魔族》が淡たん々たんと、死し刑けい宣告の如ごとき言葉を積み重ねていく最中のことだった。

「僕の娘に手を出すな」

　底冷えするような声と共に、目前にいた《魔族》が吹ふき飛ぶ。

　まるで強きよう烈れつな衝撃を受けたように、全身を構築する結晶が砕くだけながら、宙を舞う。

　だが、そんな《魔族》の様相など、今のイリーナには興味の埒らち外がいであった。

　声が飛んできた先に目をやる。そこに立っていたのは、

「パ、パパァアアアアアアアアアアアアアア！」

　白はく髪はつを風になびかせた、中性的なエルフの男。英えい雄ゆう男だん爵しやく・ヴァイスであった。

　その鋭するどい眼差しの先には、今まさに崩ほう壊かいへと突き進む《魔族》の姿がある。

「ぐ、が……ぁ……!?」

　ピンで張り付けにされたかの如く地に伏ふせ、全身を構築する結晶が秒刻みで粉砕されていく。しかし、そうした破は壊かいをもたらす力が目視できない。

　何も知らぬ者からすれば、なぜか《魔族》が勝手に倒たおれ伏せ、自然と全身が崩壊していくようにしか見えないだろう。この現象の正体、即すなわちヴァイスが行使した魔法は、風系統の攻撃魔法である。それも、自ら術式を構築した専用技だ。

　最さい先せん端たんの科学知識をもとに組み立てた術式により、ヴァイスは風圧を操作。不可視の圧力を浴びせ、相手を叩たたき潰つぶす。それはまるで、透とう明めいな巨きよ人じんに踏みつぶされるかの如く。

　ゆえにヴァイスは、この魔法を《スケルトン・ジャイアント》と名付けていた。

「お前が感じている重みは、我が娘に手を出した自らの罪の重さだと思え」

　冷たい視線を結晶の怪かい物ぶつへと浴びせかけ──そして、

「罪に潰されて死ね。お前にはそれが相応ふさわしい」

　底冷えするような声で言い放つと、ヴァイスは魔法の出力をさらに高めた。

「ぐ、ぎ、ぁあああああああああああ！」

　断だん末まつ魔まを轟かせながら、《魔族》の全身を構築している結晶のことごとくが粉砕され、飛散する。その様相は、決着の二文字を確信させるに十分なものだった。

「あ、あの圧あつ倒とう的な《魔族》を、あっさりと……！　英雄男爵様、凄いです……！」

「ふふんっ！　あったり前でしょ！　あたしのパパなんだからっ！」

　イリーナは誇ほこらしげに胸を張った。

　それから父のもとへ向かい、彼の胸へと飛び込もうとする──寸前の出来事だった。




「うん。おおむね想定通り、かな」




　聞き覚えのある美声が響いたかと思うと──次の瞬間、ヴァイスの胸元に手が生えた。

　いや、これは手が伸のび生えたのではなく。何者かが、背後からヴァイスを襲おそったのだ。

「えっ」

　すぐ目前にて、父が吐と血けつし、目を見開きながら倒れ伏せていく。

　そんな様子に、イリーナの頭の中が真っ白になった。その視線の先では、ヴァイスが倒れたことで、彼を襲った人物がその全ぜん貌ぼうを露あらわにしている。

「なんだいなんだい。たかが一発の不意打ちでもう瀕ひん死しだなんて。まったく、最近の若い奴やつらはだらしがないね」

　鮮せん血けつに塗まみれた右手を舐なめながら、退たい屈くつげに呟つぶやく彼女は──

　学園講師、ジェシカであった。

　突如として凶きよう行こうに及およんだ彼女の姿に、ジニーは瞠どう目もくする。

　立ち振ふる舞いや声のトーンなど、あらゆる要素が様変わりしており、まるで別人のようであった。しかし、それ以上に彼女の驚愕を誘さそったのは、ジェシカの右手である。

　鮮血に塗れたそれは、真っ白な鱗うろこで覆おおわれている。指先から伸びる爪つめの形状もまた、人のそれとは大きく異なり、まるで猛もう獣じゆうの鉤かぎ爪づめのようであった。

「ジェシカ、先生……!?」

　ジニーの怯えきった声音に、ジェシカは艶えん然ぜんと微笑する。

「ボクはジェシカ先生じゃあないよ。ま、キミ等が接してきたのがボクである以上、キミ等にとってのジェシカはボクだということになるのだろうけど……でもね、正しよう真しん正しよう銘めい、本物のジェシカ嬢じようは大分前に死んでるんだ。《魔族》の手によってね」

「は……!?」

　愕がく然ぜんとするジニーをクスクスと嘲あざ笑わらいながら、ジェシカは語る。

「ボクは《ラーズ・アル・グール》に協力していてね。彼かれ等らの計画通り、ジェシカ嬢に化けて学園に潜せん入にゆうしていたのさ。そう……イリーナくん、キミのことを拉ら致ちするために、ね」

　水を向けられたイリーナだが、未だ脳内は真っ白で、思考という名の色が出ない。

　倒れ伏せた父、ヴァイスの姿を見つめながら、ただ震ふるえることしかできなかった。

　だから、数すう瞬しゆん後に紡つむぎ出された言葉は、無意識が働いた結果である。

「なんで、どうして、こんなことを……!?　この、人でなし……！」

　イリーナの言葉に、ジェシカは呵か々か大笑した。

「あはははは！　答え甲が斐いのある質問をありがとう！　まず一つ目！　なぜこんなことをするのかって!?　そんなの簡単さ！　この世界をブッ壊こわしてやりたいんだよ！　こんな不ふ愉ゆ快かい極まりない世界、滅ほろんでしまえばいい！　数千年前に大暴れしてやったときから、ボクの行動理念はそれだけさ！」

　人形のように精せい緻ちな美び貌ぼうを邪じや気きに歪ゆがめながら、ジェシカは言葉を重ねた。

「さて、二つ目。キミはボクのことを人でなしだと言ったよねぇ？　そいつぁ大当たりさ。だって実際、ボクは人間ではなく────白はく龍りゆう、だからね」

　紡ぎ出した内容を証明するかの如く、ジェシカの体に変化が生じた。

　右手だけでなく、左手までもが白い鱗に覆われ、指先はまるで猛獣のような鉤爪へと変わる。麗うるわしい口元の右半分が耳元まで裂さけ、口内の歯は丸みを失い、代わりに鋭さを得る。

　まさに人でなしのバケモノといった姿。しかし、イリーナ、ジニー、両名が感じた冷たさは、何も異形に対する畏おそれだけがもたらしたものではなかった。

　ジェシカの総身から、桁けた外はずれな圧力が放たれたからだ。

　対たい峙じした瞬しゆん間かん、気力を根こそぎ奪うばい尽つくし、諦観を植え付けてくる。そんな尋じん常じようならぬプレッシャーに、二人は身動きがとれなくなった。先刻ヴァイスが打だ倒とうした《魔ま族ぞく》もまた怪物であったが……彼女と比べればアリも同然。あまりにも、レベルが違ちがいすぎる。

「バ、バケモノ……！」

　ジニーの呟きに、ジェシカは裂けた口を歪ませて笑った。

「あぁ、そうさ。ボクは正真正銘のバケモノだよ。それも……神話に名を刻むぐらい、有名なバケモノさ。キミ達も名前ぐらいは知ってるんじゃないかな。何せ、演劇なんかでは定番の悪役として扱あつかわれているからねぇ」

　ケラケラと笑声を吐き出し、そして、彼女は己が真ま名なを語る。




「狂きよう龍りゆう王おう・エルザード。それが、ボクの真の名だ」




　イリーナとジニーは、同時に目を見開いた。狂龍王・エルザード。伝説の白龍にして……数千年前、《魔ま王おう》の死後、世界を滅ぼしかけた怪物。その恐おそろしさは未だに語かたり継つがれており、《魔族》や《邪じや神しん》に並ぶ恐怖の対象として扱われている。

　それが今、目の前にいるのだ。二人の恐怖は、想像を絶するものであった。

「あ……ぁ……」

　へたりこんでしまうジニーを尻しり目めに、ジェシカ、否、エルザードはイリーナへと近づいて、両手を広げながら口を開く。

「さっきの雑ざ魚こと同じ台詞せりふになってしまうけれど……大人しくすれば、今は傷を付けないよ？　ただし、今は、でしかないけれどね」

　裂けた口こう端たんを吊つり上げながら、迫ってくる。

　今度こそ終わり。イリーナがそう確信した、その時。

「う、あ……ぁあああああああああああああああッッ！」

　絶ぜつ叫きようが轟とどろいたかと思えば、前後して、エルザードの横顔に火球が衝しよう突とつした。

　直ちよく撃げきと共に小規模な爆ばく発はつが発生する。が、エルザードにダメージの色は皆かい無む。

　しかし、意外な展開であったからか、エルザードは眉まゆ根ねを寄せて、

「……なんのつもりかなぁ？　ジニーくん？」

　魔ま法ほうを放った当人である、サキュバスの少女を睨にらんだ。

　その一睨みで、ジニーは再び片かた膝ひざを地面に付けてしまう。だが、荒あらい息を吐はき、瞳を恐怖の涙で潤うるませながらも、彼女は火球を放ち続けた。そして、

「にっ、逃にげてくださいッ！　ミス・イリーナッ！」

　震えた声で叫さけびながら、魔法を行使し続ける。それらはことごとくが直撃している。が、最悪な精神状態で発動した魔法は、エルザードにとってなんの脅きよう威いでもなかった。

「やれやれ。さっきの雑魚にはビビって手出しできなかったってのに。ボクに対してはコレかい？　どうしてかな？　見た目が弱そうだから？　……気に入らないねぇ、キミは」

　火球を浴びながら、彼女は鬱うつ陶とうしい小バエを見るような目をジニーに向けて……

　左手人差し指。鉤爪の先せん端たんを、ジニーへと向けた。

　途と端たん、イリーナの脳内にて、ジニーの死が連想される。

　その時──白一色であった彼女の頭の中を、灼しやく熱ねつ色の思考が彩いろどった。

「う、ぁあああああああああああああッ！」

　気付けば、イリーナは叫び声を上げ、エルザードへと突とつ進しん。彼女の腰こし元もとへと強烈なタックルをかます。だが、エルザードの肉体は微び動どうだにしなかった。

「……何をしているのかなぁ？　キミは」

　イリーナ自身、何をしているのかわからなかった。

　ジニーを守るという行動について、それは性分という一言で片付けられるようなものではないように思えた。何せ、ジニーは憎にくたらしい女だ。自分からアードを奪おうとするような奴なのだ。そんな彼女を、イリーナは今、心の底から守りたいと思っている。

　なぜだろう？　……頭はそのように疑ぎ問もん符ふで一いつ杯ぱいなのに、

　胸の奥にある彼女の心は、衝しよう動どう的に答えを放っていた。

「あたしの友達にッ！　手を出すなぁッ！」

　無意識のうちに発せられた言葉に、イリーナ自身、目を丸くする。

　友達？　ジニーのことを、友達だと、そう言ったのか？

　……あぁ、そうかもしれない。だって彼女は、これまで出会ってきた人々の中でも特別な存在なのだ。遠えん慮りよも恐きよう怖ふも、不安も感じずにすむ。ただただ憎たらしい女。

　こういうのも、一種の友情なのかもしれない。そう思うと、イリーナは小さく微笑ほほえんで、

「あたしを連れて行きなさい、エルザードッ！　その代わり、ジニーに手出しはさせないわッ！　もし彼女を傷付けたなら、舌を嚙かんで死んでやるんだからッ！」

　正真正銘、本物の覚かく悟ごを叩たたき付ける。彼女の本気を悟さとったか、エルザードは嘆たん息そくし、

「……ムカつくなぁ。やっぱりボクは、キミが嫌きらいだよ」

　そう呟いてからすぐ、彼女が身に纏まとうボロボロとなった衣服の背部が破れ散った。露ろ出しゆつした滑なめらかな背面の素す肌はだを突つき破やぶって、一対の翼つばさが展開される。

「命拾いしたねぇ？　ジニーくん？」

　皮肉げな言葉を残して、エルザードは空へと飛び立っていった。その片かた腕うでに、イリーナを抱かかえながら。

　一人残されたジニーは、しばらく呆ぼう然ぜんとしていたが──

「ミス・イリーナッ……！」

　様々な感情が胸の内に充じゆう満まんして。気付けば、嗚お咽えつと共に、涙なみだを流していた。










　　　第一九話　元・《魔王》様、出しゆつ撃げき







　　　◇◆◇




　このままでは、あいつが死ぬ。

　不ふ穏おんな台詞せりふを受け、緊きん張ちよう感かんを抱いだいた俺は、ジャックに案内されるがままに移動した。

　向かった先は、学園の医務室。都市部の喧けん噪そうとは裏腹に、静せい謐ひつが満ちた室内にはゴルド伯はく爵しやくがいて……その傍そば、ベッドに横たわったヴァイスに、回復魔法をかけ続けている。

　絶望を顔に張り付けていた彼だったが、こちらの存在に気付くと、表情に希望を宿し、

「おぉッ！　来てくれたか、アード君！　君ならばヴァイスを治せるだろう!?」

　早いところやってくれ、といった感情を、ゴルドとジャック、二人が同時に放つ。

　俺は一つ頷うなずくと、ヴァイスに近寄った。半はん裸らの彼に外傷はない。おそらくゴルドの回復魔法で塞ふさがったのだろう。しかし顔色は蒼そう白はくで、今にも死にそうだった。

　されど問題はない。ヴァイスの体へ右掌てのひらを向け、下級回復魔法、《ヒール》を発動。

　みるみるうちに血色が戻もどっていき──やがて、ヴァイスの瞼まぶたが開いた。

「ここ、は……!?」

　上半身を起こし、周囲を見回す彼の表情には、当とう惑わくがあった。

　しかしすぐに事態を把は握あくしたのだろう。喜ぶジャックとゴルドに対し、彼は一いち瞥べつを送ると……「すまない、礼を言う時間すら惜おしい」と謝罪し、こちらの方を見て言った。

「単刀直入に言おう。娘むすめが、イリーナが……誘ゆう拐かいされた」

「……やはり、そうなりましたか」

　想定通りとはいえ、胸中には一定の衝しよう撃げきが走った。

　そんな俺のことを気にしたふうもなく、ヴァイスは言葉を続ける。

「誘拐したのは……狂龍王・エルザードだ。彼女はジェシカ嬢じように化けて、学園に潜入していた、らしい。《魔族》と手を組み、この世界を滅ぼすために……」

　……そうか。ジェシカが裏切ったのか。

　そこに意外性はさほど感じなかった。なんとなしに怪あやしい雰ふん囲い気きを察していたからだ。

　もっとも、確信は抱けなかったため、排はい除じよなどの過激な行動がとれなかったわけだが。

　しかし……まさか、彼女の正体がエルザードだったとは。

「おいおい、《邪神》の次は狂龍王かよ。神話レベルの敵なんざ一回で腹はら一いつ杯ぱいだぜ……」

　ジャックの頰ほおに冷ひや汗あせが伝う。

「な、何かの間ま違ちがいではないかね？　エルザードの名を騙かたった、偽にせ者ものでは？」

　懐かい疑ぎ的な目を向けるゴルドに、ヴァイスは嘆息しながら首を左右へ振ふった。

「朦もう朧ろうとした意識の中でしたが、彼女の戦力は十分に把握できました。十数年前、僕達が打ち破った《邪神》と比べても遜そん色しよくない……いや、下へ手たをするとそれ以上です」

　押おし黙だまってしまうゴルド。我が父、ジャックも同様であった。

　三人の顔には一様に、絶望感が張り付けられている。

　実際のところ、状じよう況きようは難しいものではある。が……成すべきことはシンプルだ。

「イリーナさんを取り戻す。我々が考えるべきはそれだけでしょう。相手方の戦力がどうであれ、成すべきことを成すという目的に変わりはありません」

　そう呟つぶやいてから、俺はさっきから気になっていた疑問の一つをヴァイスに投げた。

「ところで。《魔族》達は一体なぜ、イリーナさんを誘拐したのです？　以前にも、彼等はイリーナさんを狙ねらって行動を起こしていましたが、《邪神》を討ち取った英えい雄ゆうに対する報復というには今回の一件、あまりにも規模が大きすぎる。何か裏があるのでしょう？」

　問いかけに対し、ヴァイスはしばらく沈ちん黙もくしていたが、やがて口を開き、

「僕達はオールハイドを名乗っているが……それは偽ぎ名めいなんだ。辺境の村、オールハイドを治める男だん爵しやくというのは、仮の姿。僕達の本当の名は……」

　ここで一度区切ると、ヴァイスは決然とした顔で言葉を紡つむいだ。

「ラーヴィル。即すなわち、この国における、真の王族だ」

「ふむ。左様ですか」

「……お、驚おどろかないのかい？」

「面おもてに出ていないだけですよ」

　凡ぼん庸ような人間であれば、そうなるタイミングであろう。だが、こちとら前世で千年近い時を生きた元・《魔王》である。この程度のことであれば動どう揺ように値しない。

「しかしヴァイスさん。貴方が本物の王であり、イリーナさんが王女であったとしても……やはり、《魔ま族ぞく》達がここまでする理由にはなりえないかと。王女を誘拐してなんらかの交こう渉しようをするにしても、あちら側が望むカードが見当たりません。よって……貴方あなたはまだ何かを隠かくしている。違ちがいますか？」

　ヴァイスは苦々しい顔で押し黙ってしまった。そんな彼の肩かたを、ゴルドが叩く。

「アード君には、もう話してもよいのではないかね？　彼ほど信用のおける者もおるまい」

　そう諭さとすゴルドにヴァイスは一つ頷くと、意を決したように言葉を紡いだ。

「僕達は……ラーヴィルの一族は……《邪神》の血を、引いてるんだ……！」

　まるで、墓まで持って行こうとしていた己の罪を告白したような表情。

　どうやら父とゴルドはこのことを知っていたらしく、泰たい然ぜんとした顔でこちらを見ている。

　で……俺はと言えば、正直「それがどうした？」という思いであった。

「こ、これにも、驚かないのかい？」

「いえ、十分に驚いていますよ。ただ……納得した、という思いの方が強いですね。なるほど、《邪じや神しん》の血を引いているがゆえにイリーナさんを狙った、と。それならば納得ができます。おそらく、《魔族》達はイリーナさんを生け贄にえとした《邪神》召しよう喚かんの儀ぎ式しきをするつもりなのでしょうね。かの者達の血を引いているのなら、儀式の素材としては完かん璧ぺき。また、ヴァイスさんではなく彼女を狙ったのは、言うまでもなく《魔導士》として成熟していないから。うん。これで全てのピースがハマりました」

　滔とう々とうと一人言を呟いていると、三人はポカンとした顔をして、やがて。

「ぶははははは！　さっすが、我が息子だぜ！　ほらな、ヴァイス！　こいつは心配いらねーって言っただろうが！」

　大笑いしながら、ヴァイスの背中を叩くジャック。

「これを聞いて動じぬ者など、ワシ等ぐらいじゃと思っとったが……血は争えんのう」

　苦笑しつつ、ゴルドは己の顎あご鬚ひげを弄もてあそんだ。そして、ヴァイスはと言えば、

「……安心したよ、本当に」と、まるで憑つき物ものが落ちたような顔をして呟いた。

　まぁ、これも一いつ般ぱん的な人間からすると衝撃的な真実なのだろうが、俺からすると、やはり「だからどうした？」という程度の情報だ。何せ前世でも《邪神》の血を引いた者には何人も会ってきた。中には俺の配下だった奴やつもいたし……

　生しよう涯がいで一番の親友、《勇者》リディアも、《邪神》の血を引く一族の娘だった。

　そうした理由もあってまったく動揺しない俺に対し、ヴァイスがポツポツと語り出す。

「《魔ま王おう》様を主神とする宗教が根付くこの時代において、《邪神》関連の全ては嫌けん悪お・憎ぞう悪おの対象になる。そうした中、もし王族が《邪神》の血を引いているだなんてしられれば……国家が転てん覆ぷくしかねない。だが厄やつ介かいなことに、《邪神》の血を引くがゆえに僕の一族は極めて優ゆう秀しゆうでね。だからこそ、国家を運営していくのは僕達であった方がいい」

　それはまさに、ジレンマに満ちた話であった。国家運営はもっとも優秀な者達に任せるべき。しかし、その対象者達はこの時代における最大の差別対象。

「だから、僕達の祖先は歪いびつなシステムを作ったんだ。表向きは影かげ武む者しや一族に全てを任せ、重大な決め事にのみ本物の王族が口を出す。……もうそろそろ別のシステムを作るべきだと思うんだけど、代案がなかなか見出せなくてね」

　真の王たるヴァイスにしかわからぬ気苦労があるのだろう。彼は俯うつむき、嘆息した。

　俺は彼に一言、「そうですか」とだけ返し……本題を切り出した。

「それではヴァイスさん。とりあえず、王宮内に存在するであろう、宝物庫への出入り許可をいただきたい。無礼を承知で申し上げますが、これはお願いではなく決定事じ項こうです。病み上がりのところ申し訳ないのですが、動いていただきますよ」

　遠えん慮りよのない言葉だったが、ヴァイスも気持ちは同じであったらしい。彼は「君に全てを託たくす」とだけ答え、静かにベッドから降りた。

　そうして、室内から出ようとする俺達に、ゴルドが声を飛ばしてくる。

「ど、どうするつもりだね!?　アード君！」

「どうするもこうするも。私はただ、友人を迎むかえに行くのみにございます」

「そ、そんな、平然と……」

　ポカンとした後、ゴルド伯爵は難しそうな顔をしながら言葉を紡いだ。

「こんなことは言いたくないが、相手はあのエルザードじゃぞ？　いくら君でも……」

　あのエルザードと言われてもな。こっちからしてみれば「どのエルザードだ？」って話なのだが。ゴルド達のような現代の人間からしてみれば、かの白はく龍りゆうは絶大な存在なのだろうが、俺からすれば龍など総じてデカいトカゲに過ぎない。

　もっとも、今の俺は全盛期に比べれば弱体化しているので、苦戦はするだろう。

　さりとて……

　ポッと出のトカゲ野や郎ろうなんぞに好き放題させるほど弱くなったつもりもない。

　だから、まぁ、こういうことを言うと後々面めん倒どうなことになるとわかってはいるが。

　事態が事態なので、俺は胸を張り、

「ゴルド伯爵。貴方様はご存じないようですので、畏おそれながら教えて差し上げます」

　力強く、断言した。

「私魔王の辞書に、不可能という文字はありません」




　……ヴァイスの働きかけにより、俺は王宮の地下に設けられた宝物庫へ入った。

　見届け人として女王……実際は影武者たるローザと、ヴァイスが現場に立ち合っている。

　宝物庫の内部には数多くの棚たながあり、そこには膨ぼう大だいな国宝達が並べられていた。

　中でもとりわけ異い彩さいを放つものがある。

　闇やみ色の外がい套とう。紅い槍やり。蒼あおい脚きやつ甲こう。これらが俺の目的物。

　名を、《魔王外装》と言う。前世にて手ずから創り上げた六六六種の強大な魔装具。それが《魔王外装》である。これらは俺の死後、封ふう印いんした《邪神》が復活した時などの切り札として、各国に行き渡わたらせるよう遺書に記しておいた。どうやら配下達は素直に命令を守ってくれたらしく、この国にも三種の《魔王外装》が国宝として保管されていた。

「アード・メテオールよ、それらをいったいどうするつもりじゃ？　よもや、そなたは《魔王外装》を扱あつかえると言うのではあるまいな？」

「いいえ。流石さすがにそれは不可能です」

　これは目立つことを嫌きらっての計算というわけではない。《魔王外装》は古代世界における水準でも極めて高いレベルの《魔導士》でなければ使えぬよう調整しておいた。ゆえに、今の俺では一種のみならまだしも、三種を同時に操作したらすぐに魔ま力りよくが枯こ渇かつしてしまう。

　そうした事情があるため、

「私では使いこなせません。よって、今の私が使いこなせるよう造り変えます」

「「……は？」」

　ローザだけでなく、ヴァイスまで目を丸くした。

「何を驚くことがありますか。《魔王外装》と言えど、魔装具に変わりないでしょう？　付ふ与よ魔ま法ほうによって特性をもたらされた武装。それ以上でも以下でもありません。であれば、術式を書き換かえることで使えるようになります」

「いやいやいやいや！　理り屈くつはそうじゃけどな！　しかし、それを成した者はこれまで一人もおらん！　そなたも知っておるじゃろうが、付ふ与よされた術式の書き換えには付与術式を十全に理解する必要がある！」

「そこらへんの《魔導士》が付与した術式ならまだしも、《魔王外装》に付与を行ったのはかの《魔王》様だ。その術式内容はあまりにも複雑怪かい奇きで……それを解読しようとした結果、発はつ狂きようした者は数多い」

　さしものヴァイスも懐かい疑ぎ的な顔を向けてくる。ローザに至ってはできっこないと決めつけているような表情だ。そんな二人の前で、俺は術式の書き換えに臨んだ。

「《開け》《本質の扉とびらよ》」

　二節の詠えい唱しようを行うと、三種の《魔王外装》から幾き何か学がく模様、魔ま法ほう陣じんが飛び出てきた。

　それぞれが六メリルかそこら。この時代における付与の術式が一〇セルチに満たぬということを考えると、これはまさに規格外なサイズであろう。

　四種の術式を見やると、俺はそれらに指を伸のばし──すすすいっと、書き換えていく。

「「えっ、ちょっ、えっ」」

　またもやローザとヴァイスがハモった。

　それから後ろで、《魔王》様でなければ解読不可能と言われていたのに、とか、本気でわらわの夫にしようかの、とか色々言い合っていたが、全部無視。

　俺は淡たん々たんと術式を書き換えていき、今の自分水準の内容へと変化させていく。

　また、脚甲については根本的な術式内容自体を変へん更こう。これは元々、高速運動用の特性を付与してあったが、今は高速飛行が求められている。

　そうした調子で順調に術式改変を進めていく中──

「本当に、君は常識から外れているな」

　ヴァイスは苦笑交じりの言葉を紡つむぐと、

「けれど。だからこそ、あの子は君に惹ひかれたのだろうね」

　小さく息を吐はいた。それから彼は、淡々と言葉を紡ぎ始めた。

「今のイリーナしか知らない君には、信じられない話だろうけどね。彼女は君と出会うまで、ずっと屋や敷しきに引きこもっていたんだよ」

　一いつ瞬しゆん、彼の話に気が行き、俺はピタリと改変の手を止めた。

「あの頃ころのイリーナにとって、他者は皆みな、恐きよう怖ふの対象だった。秘密はいつまでも隠し通せないものだと、あの子は本能的に理解している。だからこそ、他者はいつか自分のことを迫はく害がいする存在だと、そのように決めつけてしまう。……今でこそ、君のおかげで変わってくれたのだけど、昔は本当に酷ひどいものだったよ」

　……俺からしてみれば、イリーナが抱かかえていた秘密はたいしたことのないものだったが。

　当人からしてみれば、生まれてきたことを後こう悔かいするほどの内容だったろうな。

　他に類をみない特別性。それも、極めて悪い意味で。

　しかし、イリーナはそんな重たい運命を背負っていることなど、微み塵じんも表に出さなかった。いつもいつも、俺に明るい笑顔を見せていた。

　……その笑顔の向こうで、彼女はいったい、どれほどの苦く悩のうを抱えてきたのだろう。

　それを思うと、胸が張はり裂さけそうになった。

「君と出会ってから、イリーナは毎日外へ出るようになった。学園に通うという選せん択たくをするようにまでなった。……実は、僕も似たような過去を持っていてね。だから心配だったんだ。イリーナがまっとうに生きていけるか。でも、今はなんの心配もしていない。さっきも言ったけど……全部君のおかげだよ、アード君」

　ヴァイスが礼を述べたと同時に、術式の改変も終わりを迎えた。

　それを悟さとったのか、ヴァイスは神しん妙みような面持ちとなり、

「《魔ま族ぞく》の思おも惑わくが成されれば、多くの人々が犠ぎ牲せいになる。そして何より……イリーナが死ぬ。そんな現実、受け入れることはできない。あの子はまだ、これからなんだ。あの子の人生はまだ、始まったばかりなんだ」

　そして、両拳こぶしを握にぎり締しめながら、彼は頭を下げた。

「英えい雄ゆう男だん爵しやくだなんて呼ばれているくせをして、僕は自分の娘むすめを救い出すことさえできやしない。……情けない父に代わり、あの子を助けてほしい。この通りだ」

　応答を返す前に、女王ローザもまた言葉を紡いだ。

「あの娘こはほんに不思議なもんでのう。こっちの心にスイスイと入り込んで来よる。最初に会った頃はその臆おく病びようさなどに腹を立てたこともあったが……今では、わらわにとって唯ゆい一いつ無二の親友じゃ。ゆえに……わらわからもお頼たのみ申す。イリーナを救ってくれい」

　ヴァイスの横で、彼女も頭を下げた。そんな二人に俺は微び笑しようを向け、返答する。

「お任せください。私にとっても彼女は……命よりも大切な、友人ですから」

　またあの笑顔が見たい。だから俺は、なんとしてでも彼女を救い出す。

　……その結果、俺達の関係が終わってしまうとしても。




《魔王外装》を装着し、宝物庫を出て、王宮を抜ぬけた直後のことだった。

「アード君っ！」

　ジニーが桃もも色いろの髪かみを揺ゆらし、こちらへと近づいてくる。俺のことを探して各所を走り回っていたのだろう。ジニーは荒あらい息を吐き、滝たきのような汗あせを流ながしていた。

「ミス・イリーナを……助けに行くん、ですよね……？」

「えぇ。しかし、今回はなかなかの危険を伴ともないますので……同どう伴はんは認められません」

　強い語調で断定すると、ジニーは顔を暗くして俯いた。

　それからしばらく沈ちん黙もくしていたのだが、やがて、ポツリと声を漏もらす。

「アード君に力を授さずけてもらって……自信ができて……私、変われたと、思ってた。でも……友達は、できなかったの。ここだけは、一生変わらないんだなって、諦あきらめてた……私は死ぬまでずっと友達がいなくて、寂さびしいままなのかなって。でも……」

　ジニーの瞳ひとみが、じんわりと涙なみだで濡ぬれた。

「でも、ミス・イリーナは……友達だって、言ってくれた……！」

　はらはらと涙を零こぼしながら、ジニーは綺き麗れいな顔をくしゃくしゃにして、言った。

「こんな私のことを……友達だって、言ってくれた……！　だから……！」

　嗚お咽えつを漏らしながら、彼女は叫さけぶ。

「ミス・イリーナのことを、助けてくださいっ！」

　勢いよく頭を下げるジニー、

　その姿を見て、それから……遠方にある時計塔とうに目をやって、俺は微笑した。

「ふむ、夕ゆう餉げの時間には間に合いそうですね。ではジニーさん、カレーでも作りながら待っていてください。イリーナさんはきっとお腹を空かせておられるでしょうから」

　そう述べると、俺は脚きやく部ぶに装着した装そう甲こうに魔力を流し、術式を起動させる。ふわりと宙へ浮うき上がると、そのまま天空へ──向かう直前、ふと気付いたことを、口にした。

「あぁ、そうそう。先ほど、貴女あなたは友達がいないとおっしゃいましたが。イリーナさんだけでなく、私だって、貴女のことをお友達だと思ってますよ？」

　こちらを見上げるジニーの目が、皿のように丸くなった。

　その様子に笑みを深くしながら、俺は語りかける。

「イリーナさんが帰ってきたら、また一いつ緒しよに馬ば鹿かなことをして笑い合いましょう」

「……はいっ！」

　その瞳にはやはり涙が浮かんでいたが、しかし、それは先刻までの悲痛なものではなかった。輝かがやくような笑顔に混じった涙を見て微笑んでから──




　俺は闇色に染まりつつある天てん蓋がいへと、総身を奔はしらせた。










　　　第二〇話　元・《魔ま王おう》様ＶＳ狂きよう龍りゆう王おう・エルザード







　　　◇◆◇




　ヴィラムド山脈。ラーヴィル魔導帝てい国こくの最さい北ほく端たんに位置するこの大山脈は、狂龍王・エルザードの縄なわ張ばりとして知られており、人はおろか魔ま物ものの類いさえ近づくことはない。

　この山脈は古来より、白はく龍りゆう族の住処であった。往年は数多くの白龍達がその翼つばさを休め、まさに龍族の楽園として繁はん栄えいしていたのだが……ある一件により、エルザードが同どう胞ほうのことごとくを虐ぎやく殺さつしたため、この地に棲まうは彼女のみである。

　そんな血濡れた狂龍王の住すみ処かには、一際巨きよ大だいな山が存在する。その頂上は雲を貫つらぬき、宇宙空間にさえ届くほどの標高を誇ほこっていた。

　そして今。狂龍王の寝ね床どこと呼こ称しようされる巨山の頂上を舞ぶ台たいとして、《魔族》達による《邪じや神しん》召しよう喚かんの儀ぎ式しきが行われようとしていた。

　上空、闇やみ色の宇宙に浮かぶ月と星の輝きが、山頂の様相を妖あやしく照らしている。

　頂上は広大で、平へい坦たんな地形となっており、地面には巨大な特とく殊しゆ魔ま法ほう陣じんが描えがかれていた。

　その中央にて。祭さい壇だんの上に鎖くさりで拘こう束そくされたイリーナが、冷たい汗を流していた。

　彼女は今、衣服の全てを脱ぬがされており、一糸まとわぬ裸ら体たいを晒さらしている。白く滑なめらかな柔やわ肌はだには珠たまのような汗が浮かび、大きな乳ち房ぶさが呼吸に合わせて揺れ動うごく。

　そんな乙おと女めの肢し体たいに興奮しているのか、彼女の傍そばに控ひかえた巨大なバケモノが、興奮するように蠢うごめき続けている。

　混こん沌とんの遺児と名付けられたそれの姿は、端たん的てきに言えば触しよく手しゆの怪かい物ぶつ。無数の触手が球体状を成してウネウネと蠢く。その中心には巨大な眼球があり、恐怖と緊きん張ちように怯おびえるイリーナの様子をジッと見つめていた。この怪物はかつて、《魔王》・ヴァルヴァトスに討たれる前、複数の《邪神》達が残した肉片を利用して生み出されたもの。

《邪神》の肉体の一部を持つ怪物と、《邪神》の血、即すなわち魂たましいの一部を受け継つぐイリーナとを生け贄にえにすることで、異空間に封ふう印いんされし《邪神》の一ひと柱はしらを召喚する。それが、此こ度たびの儀式の全容であった。そして今、《魔族》達は儀式の準備を整えるべく、足下に描かれた巨大な特殊魔法陣へと魔ま力りよくを注ぎ込んでいる。

　エルザードは淡あわい紫むらさき色いろの輝きを放つ特殊魔法陣の様相を見て、それから、チラと横に並ぶ《魔族》達の顔を見やった。彼等の顔には緊張が色いろ濃こく浮かび、重々しげな空気を放っている。無理もない。彼等からすれば、長年の夢が叶かなう直前なのだ。

　そうこうしているうちに、特殊魔法陣への魔力注入が完かん了りよう。

　ここでエルザードはニヤリと笑い、祭壇の上に拘束されたイリーナへと近寄った。

「やぁ、イリーナくん。ご機き嫌げんいかが？」

　この問いかけに、彼女は涙に潤うるんだ瞳を鋭するどくさせ、キッと睨にらみ付けてくる。

　ざまぁみろと、そう思う。自分と同じバケモノのくせをして温かい環かん境きようにいた者が、今や地じ獄ごくの底にいる。そんなイリーナの現状に、エルザードは強い愉ゆ悦えつを感じた。

　そして、嗜し虐ぎやく心に衝つき動かされるがままに、言葉を紡ぐ。

「首を動かせば……ホラ、見えるだろう？　あのおぞましい触手のバケモノが。これからキミは、あのバケモノに陵りよう辱じよくされるんだよ」

「陵、辱……？」

　言葉の意味を知らないらしい。イリーナの瞳に当とう惑わくが宿る。

「具体的に教えてあげよう。キミはこれから、無数の触手を穴という穴へ入れられる。口や鼻、耳は当然のこと……お尻しりと、ここにもね」

　すっ、とエルザードは指先でイリーナの下腹部をなぞる。その指が彼女の秘部へと達した時、イリーナは……顔面を蒼そう白はくにしつつも、気き丈じようさを保ちながらこう返した。

「ぜんっぜん怖こわくないわっ！　だって、アードが絶対に助けてくれるものっ！」

　その顔に宿るは、一人の少年に対する絶対的な信しん頼らい感。

　彼は、友は、決して自分のことを裏切らない。そんな確信を抱いだいている。

　そうした姿が、かつての自分みたいで……たまらなく、憎にくたらしくなった。

　コワシテヤリタイ。エルザードは口こう端たんを吊つり上げ、欲よつ求きゆうを満たすべく口を開いた。

「アードくんがここに来たなら、キミは一時的に助かるだろうね。でもさ、いいのかな？　そうしたらボクは、キミの秘密を全て彼に話しちゃうぜ？」

　途と端たん、イリーナが目を大きく見開いて、エルザードを見た。

　イリーナの顔に、先刻までの気丈さはない。やめてくれ、それだけは、といった怯えた顔。そんな表情にエルザードは口端を吊り上げた。

「アードくんは人間離ばなれした強さを持っているけれど……でも、どこまでいっても人間なんだよねぇ。彼はずっと、この時代の人間として生きてきたわけだよ。だったら……言わずともわかるだろう？　彼だって皆みなと同じさ。キミの秘密を知れば、きっとキミのことを嫌きらいになる。バケモノだと、蔑さげすむようになる」

　この言葉に、イリーナは何も言い返せなかった。

　言い返したくはあるのだろう。アードはそんな奴やつじゃない、とか、彼は一生の友達だ、とか、彼は絶対に裏切らない、とか。そういう言葉を叫びたいのだろう。

　かつての自分と同じように。

　だが、彼女はできなかった。アードすらも、彼女は信じ切れていないのだ。

　無理もない。イリーナが抱かかえている秘密はそれだけ大きな爆ばく弾だんなのだから。

　それを十全に理解しているからこそ、エルザードは笑う。ドス黒く、笑う。

「彼が助けに来なければ、バケモノに犯し尽つくされて死ぬ。助けに来てくれたとしても、キミは唯一無二の友人を失う。つまりぃ……キミの人生はもう、終わってるんだよ」

　人形のような美び貌ぼうを邪じや悪あくに歪ゆがませながら、エルザードはイリーナに囁ささやいた。

「ご愁しゆう傷しよう様さま♪」

　ここに至り、ようやっと自分が詰つみの状じよう況きように立っていることを自覚したのか。

　イリーナが被かぶっていた強気の仮面が完全に剝はがれ落ち、そして……

　残されたのは、哀あわれな被ひ害がい者しやたる少女の顔。

　顔を真っ青にして、これから来る己の運命に怯え、カタカタと震ふるえる。

　そうした姿に一定の満足感を得たエルザードは、より強い愉悦を求め、口を開いた。

「混沌の遺児を動かせ。儀式を始めようじゃないか」

　この言葉に応じて、多くの《魔族》達が怪物に掌てのひらを向けた。

　魔力を送り込み、こちらの命令を伝える。と、混沌の遺児は喜ぶように触手を蠢かせ、ゆっくりとイリーナの方へ近づいていく。

「いやっ……やだっ……来ないで……来ないでぇえええええええええええっ！」

　心が完全に折れたらしい。イリーナは死しに物もの狂ぐるいで逃のがれようとするが、鎖による拘束がそれを許さない。徐じよ々じよに近づいてくるおぞましいバケモノを前に、彼女は泣き喚わめいた。

「助けてっ！　誰だれかっ！　助けてぇえええええええええええっ！」

　秘部から体液を流しながら叫ぶ。そのさまをエルザードは邪よこしまな微び笑しようと共に眺ながめ続け──

　とうとう、混沌の遺児が彼女のもとへとやって来た。

　遺児は無数の触手を蠢かせ、やがてそれらを彼女の方へと伸のばす。黒くヌメヌメとした触手がイリーナの足元へと辿たどり着つき、ゆっくりと彼女の足に絡からみつく。

　それからとぐろを巻くように、白い太ふと腿ももの柔やわ肉にくを締しめ付けながら、上へ上へと移動。

「あははははははは！　バケモノ同士、お似合いじゃあないかッ！」

　エルザードの哄こう笑しようが周囲に響ひびき渡わたる。《魔族》達が、儀式の様子に固かた唾ずを飲む。

「やだっ！　やだやだやだぁっ！　やめてっ！　やめてよぉ！」

　どれだけ泣き喚いても、どれだけ暴れても無む駄だだった。混沌の遺児が触手を止めることはなく、ついにヌメついた太いそれが、イリーナの秘部を貫く──直前のことだった。

　混沌の遺児、その巨きよ体たいが、爆ばく炎えんに覆おおわれた。

「ｄｊふぁｄｊｆｊふぁっ!?」

　奇き怪かいな悲鳴を漏もらす怪物。多くの触手が吹ふき飛とび、随ずい所しよから緑の血を噴ふき出す。その様子に《魔族》もエルザードも一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとなったが……視界の外から何かが超ちよう高こう速そくで飛来し、遺児の目玉を貫いた時。皆一様に、ある方角を見た。

　上空。闇色の宇宙空間を背景に浮うかぶ、一人の少年。

　漆しつ黒こくの外がい套とうを纏まとい、一ひと振ふりの槍やりを携たずさえたその姿を目にして、《魔族》達が騒さわぎ出す。

　喧けん噪そうの只ただ中なか、エルザードは少年を睨み据すえ、牙きばを剝むくように笑った。

「来たか……！　アード・メテオール……！」

　そして、少年は悠ゆう然ぜんとした表情を見せながら、こちらへと降下する。

　地面へ降り立つその様は、まるで高名な歴史画の一つ、「魔王の降臨」を思わせた。

「ムシケラの皆みな様さま、ごきげんよう」

　微笑と共に言葉が発せられた瞬しゆん間かん。彼の総身から絶大な鬼き気きが放たれる。その威い圧あつ感かんたるや、神話に名を刻みし怪物、狂龍王・エルザードにすら冷ひや汗あせを流させるほど。

《魔族》達は、ただ一人の敵を前に指先一つ動かすこともできなかった。

　この場に居合わせる者達は、古代世界を生き抜ぬいた古強者など、精せい鋭えい揃ぞろい。にもかかわらず、彼かれ等らは皆、少年を睨み返すことも困難な有様であった。

「このたびは、よくもやってくださいましたね」

　ゆっくりと、悪さをした子供に語りかけるように。彼は紅い瞳ひとみを爛らん々らんと輝かせながら。

「一いつ匹ぴきも逃にがすつもりはありませんので、お覚かく悟ごを」

　宣戦を布告すると同時に、総身から放たれし鬼気が一層の高まりを見せた。

　その絶対的な存在感は、被害者たるイリーナからすれば救いそのもの。されど、加害者たる《魔族》達にとっては、恐きよう怖ふ以外のなにものでもない。

　脂あぶら汗あせを流し、微び動どうだにできぬ歴戦の戦士達。だが……

　ここに至り、彼等のリーダー格たる老魔族が気骨を見せた。

「うろたえるなッ！　現状は想定の範はん囲い内であろうがッ！　打ち合わせ通りに動けッッ！」

　彼の怒ど声せいが皆を奮起させた。

《魔族》達が一様に決意の表情を浮かべ、躍やく動どうする。全員が瞬またたく間に隊列を組み、

「「「《超ちよう越えつ者よ》ッ！　《我が猛たけき雷かみなりで以て》！　《汝なんじ、滅ほろびへ向かうがよい》ッ！」」」

　協調発動。長年の訓練を経た集団のみが扱あつかえるこの技術は、その習得難度の高さに見合った力をもたらす。

　素早い三節の詠えい唱しようの果てに、足下に大型の法陣じんが顕けん現げんし……巨大な光の柱が立った。

　彼等が数十人がかりで発動した魔ま法ほうは、ルーン言語とは異なる、《魔族》特有の魔法言語を用いた特級攻こう撃げき魔ま法ほうである。

（大した威い力りよくだ。これは古代世界でも十分に通用するだろうな）

　内心、エルザードは《魔族》達に称しよう賛さんの念を送っていた。

　よくぞ、ここまで練り上げたものだ。

　かの魔法を浴びたなら、どのような強者とて跡あと形かたもなく消え去るだろう。

「や、やったか……!?」

「我等が全身全ぜん霊れいの一いち撃げきを浴びて、生きていられるわけがない……！」

　勝利を確信する《魔族》達。エルザードすら、決着の予感を抱いている。

　だが──魔法発動の限界時間を迎むかえたことで、光の柱が消失すると同時に。

「申し訳ありませんが。お遊ゆう戯ぎ事なら余よ所そでやってください」

　誰もが、愕がく然ぜんとした思いを抱く。

「む、無傷、だと……!?　そんな、馬ば鹿かな……！」

　若い《魔族》が目を見開きながら呟つぶやいた。

　優ゆう雅がなる立ち姿を見せるアード・メテオール。その身に損傷は皆かい無む。

《魔族》達が積み上げた研けん鑽さんは、彼の微笑を僅わずかに曇くもらせることすらできなかった。

「さて……次は、私の番ですね」

　アードの口元に冷然とした笑みが浮かぶ。

　その直後、彼の周辺に九つの魔ま法ほう陣じんが顕現した。一種の多重発動ではない。これは──

「ナ、《九重発動ナイン・キヤスト》だとぉッ!?」

　老魔族の驚きよう嘆たん。前後して、魔法陣から攻撃魔法が次々と放たれた。

　爆炎。雷らい撃げき。氷ひよう刃じん。土つち塊くれ。衝しよう撃げき。閃せん光こう。瘴しよう気き。鉄杭くい。闇あん衝しよう。

　それはまさに、圧あつ倒とう的な暴力であった。

　百ひやく戦せん錬れん磨まの《魔族》達。一人一人が一いつ騎き当とう千せんの怪かい物ぶつ。

　そんな集団が今、一方的に蹂じゆう躙りんされている。

「殺せッ！　奴を殺せぇええええええええええッ！」

「ぎぃああああああああああッ!?」

「あっ、足が！　足がああああああああ！」

　怒ど号ごうと悲鳴の中、アードは悠然と、絶大な力を行使する。

　周囲には敵しか存在せず、孤こ立りつ無む援えん。まさに絶望的状況の只中であるにもかかわらず。

　あの男は、まるで己が庭を散歩するかのごとき気安さで、唇くちびるに微笑すら浮かばせながら、一方的に敵方を叩たたき潰つぶす。しかも……誰一人、殺さずに。

「凄すごい……！　やっぱりアードは凄い……！」

　エルザードのすぐ近くで、鎖くさりに繫つながれたイリーナが感極まったように呟いた。

　その表情には希望と称賛のみがある。

《魔族》達がアードに向けるような、畏い怖ふの念はどこにもない。

「……よく計算できてるね、アードくん」

　エルザードは目前の現実に冷や汗を流した。

　アード・メテオールはまだ、本気を出していない。

　最愛の友人に畏おそれを抱かせぬよう、手を抜きながら戦っている。

　万の軍勢さえ相手取れるような、怪物の集団を相手にして。

　かの少年はまさに、規格外と呼ぶに相応ふさわしい異常者であった。

「……そんなにも、友達が大切か。友達を失いたくないか。アード・メテオール」

　呟くと共に、エルザードは一つの気づきを得た。

　彼は、かつての自分と同じなのだ。

　孤こ独どくに苦しみ、友を求め、報われぬ努力を健気に積み重ねる、愚おろかな自分。

　そうだからこそ、エルザードは彼のことを深く理解できる。

（きっと彼もまた、こちらの全てを知れば、ボクのことを理解してくれるんだろうな）

（ボク達は良き理解者としてわかり合うことができる）

（それはボクが、ずっと望んでいた存在だ。ずっと望んでいた関係だ）

（でも、だからこそ）

　だからこそ……憎にくしみが募つのる。

「なんで、もっと早く生まれてくれなかったのかな」

　遅おそい。何もかもが、致ち命めい的てきなまでに遅すぎた。もはや望むものが手に入ったとしても、エルザードの心に安らぎがもたらされることはない。

「もっと早く生まれてくれたなら。もっと早く、ボクと出会ってくれたなら……！」

　破竹の勢いで《魔族》達を仕留めていく少年の姿を睨にらみながら。

「あぁ……久しぶりだな、この感じ……」

　孤独に狂くるいし暴ぼう虐ぎやくの龍りゆうは、拳こぶしを握にぎり締めた。

「気が狂いそうだよ、アード・メテオールッ……！」




　　　◇◆◇




　王都を発った後、俺はジェシカ先生改めエルザードの魔ま力りよく痕こんを辿っていった。

　さすが古代世界からの生き残りなだけあって、痕こん跡せきの偽ぎ装そうなどを施ほどこし、追つい跡せきを防ぐ工夫を凝こらしたようだが……俺の目を欺あざむくほどのものではなかった。

　そうした経けい緯いの末に現地へ到とう着ちやくし、まずは気色の悪い触しよく手しゆの塊かたまりを始末した。

　ウチのイリーナちゃんをキズモノにしようとした報むくいである。

　続いて、《魔族》共を掃そう滅めつ。……と言っても、

「ぐ、あぁ……！」

「目が……目がぁ……」

　誰一人として殺してはいない。無価値な命を奪うばうことは美学に反するし……

　殺さつ戮りくする姿など見せたら、イリーナに畏怖されてしまう。

　ゆえに、《魔ま族ぞく》達にはまだある程度動ける者もいる。さりとて、無視しても構わんだろう。肉体的にも精神的にも、奴やつ等らはもう無力だ。

「さて、と……」

　イリーナの姿を確認する。山頂の中央で未だ台座に拘こう束そくされている彼女は……

　やはりどこからどう見ても全ぜん裸らである。

　なんて破は廉れん恥ちな。よくも彼女にこのような格好を……！

《魔族》共に対する純じゆん粋すいな怒いかりを感じながら、俺はイリーナの方へ歩み寄り、魔法を発動。指をパチンと鳴らすと、鎖の周囲に陣が顕現。彼女を拘束しているそれをたちまち凍とう結けつさせ、数すう瞬しゆん後、バリンッという音を立てて砕くだけ散ちる。

「うわ～～～んっ！　アァアアアドォオオオオオっ！」

　よっぽど怖こわかったのだろう。普ふ段だんの強気さなどはどこにもない。

　イリーナちゃんは滝たきのような涙なみだを流しながら、メロンのようなおっぱいを派手に揺ゆらし、こちらへと走り寄ってきて──

「怖かったよぉおおおおおおおおおっ！」

　抱だきついてくる。彼女の長い銀ぎん髪ぱつの先せん端たんが尻しつ尾ぽのように左右へブンブン揺れ動うごく。まるでご主人様との再会を喜ぶワンコのようであった。

　……そう、イリーナちゃんは友人であり愛まな娘むすめであり飼い犬的存在なのだ。

　腹部に押し当てられた、柔やわらかな二つの膨ふくらみ。視界に映るむっちりした尻しり肉。

　常人であれば欲よく情じようしてしまうのだろうが、俺にそんな感情はない。ないといったらない。

　震ふるえる彼女の体をそっと抱だきしめ、優しく頭を撫なでてやりながら、俺は口を開いた。

「少々遅おくれてしまったようですね。淑女レデイにこのような姿を晒さらさせてしまうとは……まったく、私もまだまだ未熟者だ」

　嘆たん息そくと共に、俺は羽織っていた黒い外套をイリーナに纏まとわせた。この外套は身に付けている間、常に魔ま力りよくを吸い取ってくるのだが、その代わり一定レベルの攻こう撃げきを完全に無効化してくれる。今の彼女には必要な装備だ。

　それから、俺の言葉にイリーナは慌あわてたように首を振ふって、

「そっ、そんなことないわっ！　べ、別に裸はだか見られても恥はずかしくなかったし！　むしろなんか……お股またがムズムズして、なんだかちょっと、気持ちよかったっていうか……」

「……その件につきましては、帰き還かん後にゆっくりと話し合いましょう。今はとりあえず」

　言葉の途と中ちゆう。こちらへ鋭するどい魔力の奔ほん流りゆうが飛来する。

　反射的に防ぼう御ぎよ魔ま法ほうを纏わせた右掌てのひらをそちらへ向けると、掌全体に衝撃が伝わった。

　雷属性の下級攻撃魔法、《ライトニング・ショット》か。

　仕留めるための攻撃ではない。意識を向けさせるための行こう為いであろう。

　その相手、エルザードの方へと目をやった。俺が知らぬ間に何かあったらしい。長い白金色の美び髪はつは薄うす汚よごれ、衣服もボロボロだった。

「いやはや、少々気き恥はずかしいね。今のボクは随ずい分ぶんと酷ひどい格好だろう？　顔なんか完全にスッピンだしさ。付け睫まつ毛げとか空飛んでる時に吹ふっ飛んじゃったよ」

「そんなことより貴女は世間体を気にしなさい、世間体を。いたいけな美少女を誘ゆう拐かいするだなんて、天国のお母さんが泣いてますよ」

「どうかなぁ、うちの母親、相当なアバズレだからねぇ」

　緊きん張ちよう感かんのない会話内容、だが。彼ひ我がの間に気安さはない。

　こちらは全開の闘とう志しを放ち、あちらもまた姿形を変えつつ、殺気を放っている。

　エルザードの両手が白い鱗うろこに覆おおわれ、指先が鉤かぎ爪づめへと変化。人形のような美び貌ぼうの口元が耳まで裂さけていき、側頭部から捻ねじれた角が伸のびる。

　凄すさまじいプレッシャーを放つエルザード。大気が震しん撼かんし、大地が揺らめくような錯さつ覚かくを味わう。その威い圧あつ感かんは……古代世界の猛も者さ達と比べてもなんら遜そん色しよくはない。

「おぉ……！　なんという気き迫はくか……！」

「我等は敗れたが、まだ彼奴きやつめが残っている……！」

「たとえ大魔導士の息子といえども、神話に名を刻みし怪物には勝てまい……！」

《魔族》共の目に、希望の光が戻もどっていた。

　反面、イリーナの表情には暗あん澹たんとした色が再来し、

「ア、アード……」

　こちらの名を呼びながら、抱きつく力を強めた。

　俺はそんな彼女の頭を優しく撫でつけ、腰こしを抱きながら囁ささやいた。

「ご安心ください。この程度のトカゲなど私の敵ではございません。すぐさま片付けますので、イリーナさんはその間、夕ゆう餉げのことでも考えていてください。今こ宵よいは貴女の好物であるカレーを用意しておりますので、どうかお楽しみに」

　微笑ほほえみかけてやると、イリーナは緊きん張ちようを幾いく分ぶんか和やわらげた。

「うんっ！」と短く返事をして薄うすく笑うイリーナちゃんマジ可愛い。

「おいおい、見せつけてくれちゃって。そんなに好きかい？　そのバケモノが」

　イリーナを見やりながら、エルザードが邪よこしまな笑みを浮うかべ、言った。……バケモノという言葉に反応したか、せっかく和らいだ彼女の緊張が、再び色いろ濃こいものになる。

「その子はねぇ、キミが思ってるほど綺き麗れいなもんじゃないんだよ。実は──」

「やめてっ！　もうやめてぇっ！」

　碧へき眼がんに涙を湛たたえながら、イリーナが叫さけぶ。

　だがそれは、エルザードのサディスティックな感情を刺し激げきするだけだったらしい。

　奴やつは満面に邪じや悪あくな微笑と薄うす暗ぐらい期待感を宿しながら、言葉を紡つむぐ。

「その子はね、《邪じや神しん》の血を引いてるんだよ。言っておくが、これは事実さ。噓うそ偽いつわりじゃあない。そうだからこそ、《ラーズ・アル・グール》の連中は彼女を狙ねらったんだ」

　イリーナの視線がこちらの顔に突つき刺ささる。怯おびえ、恐きよう怖ふ、不安、そして……絶望。

　エルザードが口にした情報が、自分達の関係を破は壊かいしたと、彼女はそう思っている。

　エルザードもまた、これで望みの悲劇が見られるという確信を抱いているらしい。

　そんな彼女達に──俺は平然と断言した。

「そんなことはどうでもよろしい」

「……なんだって？」

　こちらの返答が意外だったのか、エルザードが目を丸くした。

　それは、イリーナもまた同じ。視線に込められた感情が明らかに変化した。

　エルザードの目論見を潰し、イリーナを安心させてやるため、俺は言葉を重ねていく。

「一いつ般ぱん的な人間であれば、貴女の期待通りなリアクションをとったのでしょうが。私は非常識な人間でしてね。彼女が《邪神》の血を引いていようが、《邪神》そのものであろうが、そんなことはどうだってよろしい。大事なのは──」

　ここで一度区切ると、俺はイリーナの顔を見やった。不安と怯えを見せる彼女の美貌に微笑みかけてやりながら、震える頭をそっと撫でつける。

「大事なのは、彼女が敬愛に値する存在だということ。これだけです。イリーナさんは誰だれよりも優しく、そして、誰よりも強い勇気を持っている。私のような人間には本当に眩まぶしい……まるで太陽のような御ご仁じんだ。だから私は彼女を尊敬している。それをバケモノという、ただ一言の差別表現で斬きって捨てた貴女あなたのことを、私は決して許さない」

　イリーナからエルザードへと、視線を移す。

　俺は瞳ひとみに冷然とした殺気と、熱い怒りを宿しながら言い放った。

「私の友人を侮ぶ辱じよくするな」

　迷いなく、自らの本音を口にした瞬しゆん間かん。腕うでの中で、イリーナが嗚お咽えつを響ひびかせた。

　しかし、その姿を見ることはしない。きっと見られて嬉うれしいものではなかろう。

　腕に伝わる彼女の震えからは、怯えも恐怖も感じない。ただ、激しい喜びと安あん堵どだけがある。それを察するだけで、十分だ。

「……ふ～ん。ま、想定の範はん疇ちゆうだし、別にいいや。まだまだプランはあるし」

「左様ですか。ならばその謀はかりごと、真正面からことごとく叩たたき潰つぶして差し上げましょう」

　言い切ると、俺はイリーナを抱いていた腕を放し、

「下がっていてください。その外がい套とうがあっても、危険であることに変わりはありません」

「う、うんっ！　あんなやつ、すぐにやっつけちゃえっ！」

「御意イエス、お嬢様マイ・レデイ」

　微笑と共に返答すると、イリーナは後方へと下がっていった。

「さて。我が友人を誘拐したうえ、裸ら体たいに剝むくなどという破廉恥極まりない行為。さらには彼女を極限にまで怯えさせ、挙げ句の果てに侮辱の言葉まで投げかけた。そこに加えて……古代世界の英えい雄ゆうに匹ひつ敵てきするその戦力も加味すれば……」

　冷え切った心が唇くちびるを勝手に持ち上げていく。

　久方ぶりの感覚に、俺は陶とう酔すい感かんを覚えていた。全力全開で戦い、そして……

「貴女は、私が手ずから殺すだけの価値はありそうだ」

　猛たけ々だけしい魂たましいを奪うばう。その瞬間に思いを馳はせただけで、鋭い快感の波が全身を奔はしった。

　無意識のうちに漏もれ出したドス黒い戦せん闘とう意思に、エルザードは警けい戒かい心しんを強めたか、その頰ほおに汗あせを流ながしながら呟つぶやく。

「……まったく、とことん腹立たしいな、キミは」

　そして、奴は身構え──

「ますます、キミの絶望した顔を見たくなったよッ！」

　叫ぶと同時に、左手をこちらへ向けてきた。刹せつ那な、手先に黄金色の魔ま法ほう陣じんが顕けん現げん。

　数は八。原初の魔ま法ほう言語とされる龍りゆう言語を用いて構築されたと思おぼしき術式が、牙きばを剝く。

　一いつ瞬しゆん後、法陣じんから青白い光線が放たれた。

　直ちよく撃げきと同時に、土つち煙けむりがもうもうと立ちこめる。

　その後も、エルザードは次から次へと魔法を放ち、攻撃の手を緩ゆるめない。

「な、なんたる猛もう攻こう……！」

「さすが伝説の白はく龍りゆう……！　まさに桁けた違ちがいか……！」

《魔族》共が戦せん慄りつした声を漏らし、

「ア、アードッ!?」

　俺の身を案じたか、イリーナの叫び声が空間を引き裂く。

　その一声に、俺は笑みを作った。

「心配ご無用。先程申し上げた通り……この程度のトカゲなど、私の敵ではございません」

　平然と口にしたことが、エルザードに警戒心を与あたえたか。攻撃の手が止まった。

　立ちこめる土煙が晴れていき、周囲の面々にこちらの姿が晒される。

「なっ……!?」

「あ、あれだけの猛攻を浴びて、無傷、だと……!?」

　当とう惑わくしたのは、《魔ま族ぞく》だけではなかった。エルザードもまた眉まゆをひそめ、

「……おかしいな。防御魔法を発動した風には見えなかったが」

「隠かくすようなことでもないので、お教えいたしましょう。全てはこの槍やりのおかげです。これは雷かみなり属性の攻こう撃げき魔ま法ほうを無力化する効果をもっておりまして」

「へぇ。だから、先刻の雷らい撃げきを無効化できた、と」

　微笑を浮かべ合いながら言葉を交わし、そして──

「その程度のことで、ボクが絶望するとでも思ったのかなぁッ!?」

　再度、エルザードは無数の雷撃を放ってきた。

「それが魔装具である以上、吸収限界ってもんがあるだろッ!?　ブッ壊こわれるまでしこたま撃うち込んでやるから、たらふく食らいなッ！」

　そう、彼女の言う通り、吸収限界を迎むかえれば《魔ま王おう外装》とて崩ほう壊かいする。

　古代世界でも通じるほどの猛者が放つ雷撃となれば、もってあと一〇〇発前後か。

　しかし……よしんば、奴が槍を破壊できたとしても、俺には勝てぬだろうが。

　こちらにしこたま雷撃を放ってくるエルザード。対し、俺は相手方の撃ち終わりを狙う形で、炎えん撃げきを放つ。それを消極的と感じたか、敵方の顔に嘲ちよう笑しようが浮かぶ。

「ハッ！　どうしたどうしたッ！　攻せめなきゃ勝てないぜッ!?」

　勝ち誇ほこった顔で雷撃を放ち続けるエルザード。

　その間ま抜ぬけぶりに、俺は思わず噴ふき出してしまった。

「フフ……エルザードさん、貴女……お歳を召めされている割には、まるで若造のような戦い方をなさるのですねぇ」

　嘲笑に対する冷笑に、奴がなんらかの反論を返そうとした、その時。

「足下がお留守ですよ？」

　横飛びしたエルザードが着地したと同時に……その足元から、超ちよう高熱の嵐あらしが発生した。

　地属性と火属性の複合魔法、《グランド・ボム》である。

　さっきからずっと、俺は奴の移動ルートをコントロールしていた。

　その結末がコレだ。

「ぐ、ぁああああああああッ!?」

　閃せん光こうと熱の只ただ中なかにて叫きよう声せいを上げるエルザードに、俺は冷ややかな笑みを送る。

「貴女の戦い方には、絶対的強者特有の欠点が大きく出ている。苦戦した経験が少ない強者はどうしても戦闘が単調になりがちだ。ゆえに、こんなたいしたことのない罠わなにも引っかかってしまう。数千年前に足元を掬すくわれた経験がまるで活きていませんねぇ」

　魔法発動の限界を迎え、《グランド・ボム》が消失する。

　先刻の一いち撃げきがエルザードに与えたダメージは深刻なものであったらしい。

　黒焦こげた総身から煙けむりを上げる彼女を冷笑と共に見み据すえながら、俺は槍を構えた。

「私が思うに、強者には危機感が足りていない。自分は絶対に死なない、必ず勝つ、といった間抜けな幻げん想そうが原因なのでしょう。……貴女もまたこの期ごに及およんでなお、自分は死なないと思っているようですので、ハッキリと断言しておきましょうか」

　俺は槍を握にぎる手に力を込めて。

「この世界に、滅めつせぬものなど何ど処こにもありはしませんよ」

　紅き槍を、エルザードに向かって投とう擲てきした。

　虚こ空くうを引き裂さいて推進するそれは、狙い過あやまつことなく彼女の胸を穿うがつ。

　そのままの勢いで、槍は彼女の総身を引っ張り、山頂の只中を突き進すすんでいく。

　エルザードは貫つらぬかれた胸部から鮮せん血けつを撒まき散らし……

　やがて、下部に広がる雲海の中へと姿を消したのだった。

「ア、アァアアアアアアアアドォオオオオオオオオオオオオオオッ！」

　絶ぜつ叫きようと共に、イリーナちゃんが飛びついてくる。

「か、勝てるって信じてたけどっ！　でもっ！　不安だった！　勝ててよかったっ！　怪け我がしなくてよかったっ！　よかったよぉおおおおおおおおおおっ！」

　今回の戦いは、さしものイリーナちゃんも俺のことを信じきれていなかったのだろう。

　大おお粒つぶの涙なみだを流し、俺の勝利を祝う。そんな彼女を抱だきしめ、頭を撫なでてやる。

　まったく、イリーナちゃんは最高である。

「こ、これは、夢だ……！　悪い夢に、違ちがいない……！」

「かの狂きよう龍りゆう王おうが、こんな……こんなにも、あっさり……!?」

　悄しよう然ぜんとした様子の《魔族》達。だが、その心情を慮おもんぱかる必要はない。

　これで全て解決。後は王都へ帰き還かんし、皆みなで一いつ緒しよに夕ゆう餉げを──

　と、そう思った矢先のことだった。

　山頂の下方、彼方かなたまで続く雲海の中で、何かが蠢うごめくような気配。

　刹せつ那な、乳白色の雲がたちまち闇やみ色に染まっていき、雷らい鳴めいを響かせ──

　眩まばゆい閃光が、宇宙空間へと奔った。

　そして。

「グゥオオオオオオオオオオッ！　アァアアアアアドッ！　メテオォォォォォォォルッ！」

　大地を揺ゆらすほどの轟ごう声せいと共に、奴やつが現れた。

　雲海を突つき抜け、三対の翼つばさで以もつて宙を舞まう、巨きよ大だいな白龍。

　それはまさに、狂龍王と呼ばれるに相応ふさわしい威い容ようであった。

「まだだぁッ！　まだ終わってないぞぉおおおおおおおおおおおッッ！」

　激しい怒ど気きを宿した絶叫が轟とどろいた直後、真の姿を晒さらした彼女の眼前に黄金色の陣が顕現。

「やれやれ……しつこい女性は嫌きらわれますよ？」

　眉をひそめながら、俺は脳内にて全開の特級防ぼう御ぎよ魔ま法ほうの術式を構築。

　ほんの一瞬でそれは完成し、魔ま力りよくを消費と同時に発動。

　俺とイリーナを中心として、半径五〇メリルが分厚い黄金色の膜まくに覆おおわれた。

　最高レベルの防御魔法、《アルテマ・ウォール》の七重構造である。

　そして、こちらの防ぼう御ぎよ陣じんが完成した矢先。

「消しとべぇえええええええええええええええッッ！」

　エルザードが、魔法を放ってくる。それは極太の蒼あおい光線であった。

　一撃で城の一つや二つは墜おとせるほどの規模。しかし、こちらが展開した防ぼう壁へきもまた尋じん常じようのそれではない。並なみ大たい抵ていの龍では傷一つ付けられぬほどの硬こう度どだ。

　……しかし、相手は並大抵ではなかったらしい。光線の直撃を受けて、七重層の第一層目が儚はかなくも一撃で粉ふん砕さいされた。

　その軌き道どう上には、複数の《魔族》達が並んでいたのだが、

「ひぃいいいいいいいいッッ!?」

　彼等を気き遣づかう余よ裕ゆうはない。

　光線に飲まれて搔かき消えていく《魔族》達の様子を見つめながら、俺は思考する。

　……このトカゲ野や郎ろう、数千年前に鎮ちん圧あつされてからずっとこの山頂に引きこもっていたようだな。《魔素》は宇宙空間に近しい場所ほど、濃のう度どが濃こくなる傾けい向こうがある。この場所ほど標高が高ければ、おそらく古代世界における普ふ遍へん的な濃度とさほど変わりあるまい。

　そうした場所で長い時間を過ごし続けてきたがゆえに……

「ルゥオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ！」

　エルザードには、時代を経たことによる劣れつ化かがほとんどないのだろう。

　第二射が複数の《魔族》を飲み込み、これまた一撃で防壁を粉砕する。残り五層。

　……やはりこういうことになったか。まったく、俺という奴はとことん運がないらしい。

「イリーナさん」

　俺は諦てい観かんと共に彼女の顔を見やった。

　怯おびえがある。恐きよう怖ふがある。しかし、こちらに対する信しん頼らいがある。

　アードならなんとかしてくれる。そんな信頼が、彼女に希望をもたらしている。

　イリーナ、お前のことは何があっても守るよ。

　その結果どうなろうともかまわない。この子が生きていてくれさえすれば、それでいい。

　そう心の底から思っているのに……心が、勝手に言葉を紡つむがせた。

「できれば、ここから先の戦いは、見ないでください」

　声音に宿った悲痛さを察したのだろう。イリーナが疑ぎ問もん符ふを浮うかべた。

　そんな彼女に何も言うことなく……

　俺は、アード・メテオールとしての仮面を脱ぬぎ捨すて。

《魔王》・ヴァルヴァトスへと、人格を変じさせた。

「《《その道に在りしは絶望》》《《それは哀あわれな男の生き様》》」

　詠えい唱しようを開始する。我が最高・最強の術。《固有魔法オリジナル》の詠唱を。

「《《その者は独り》》《《背を追う者はいても》》《《覇は道どうを共に進む者はなし》》」

　残り五層の防壁のうち、二層が砕くだけ散る。

「ハハハハハッ！　絶望しろぉッ！　アード・メテオールウウウウウウウウウッッ！」

　エルザードの叫声を受け、イリーナの顔に宿った恐怖が色いろ濃こくなる。

　そんな彼女を安心させるように強く抱きしめながら、詠唱を紡ぐ。

「《《誰だれにも理解されることはなく》》《《皆、彼のもとから離はなれていく》》」

　ついに残り一層となった。しかし、こちらの詠唱も残り僅わずか。

「《《唯ゆい一いつの友にさえ捨てられて》》《《彼は狂きよう気きと孤こ独どくの海へと沈しずんでいく》》」

　最後の一層が粉砕され、奴がトドメとばかりに魔ま法ほう陣じんを展開。そして──

「《《その死に際に安らぎはなく》》《《悲ひ嘆たんと絶望を抱いだいて溺おぼれ死しぬ》》《《きっとそれが》》」




「《《孤独なりし王の物語プライベート・キングダム》》」




　我が《固有魔法オリジナル》が、その姿を顕けん現げんさせる。

　無数の魔法陣が周囲に現れては消えて、その末に──一人の女が、現れた。

　美しい。本当に、美しい女だった。腰こしまで伸のびた白銀色の髪かみ。大人びた美び貌ぼう。尖とがった耳。

　どれだけの時間を経ても、彼女の美しさが陰かげることはない。

　その全身は闇色の拘こう束そく服にて縛しばり付けられており……

【脅きよう威い認定レベル：Ⅲ　拘束の一五％を解放　防衛活動開始】

　無機質な声を響ひびかせながら、人形のような無表情のまま、右みぎ腕うでの拘束を無理やり外す。

　瞬しゆん間かん、エルザードが極太の光線を放ってきた。

　殺さつ到とうするそれに対し……彼女は掌てのひらを向ける。

　直ちよく撃げき。しかし、奴の一撃は彼女の手先に触ふれた瞬間、吸い込まれるように消失した。

「なんだ、そいつは……!?」

　質問に答える義務はない。ゆえに俺は、次の段階へと移行する。

　召しよう喚かんした彼女へと接近。すると彼女は僅かに顔を動かし、こちらを見た。

　どこかイリーナに似た美貌。その碧へき眼がんにはなんの感情も宿してはおらず、まるで……

　いや、事実、彼女は人形なのだ。俺の魂たましいに囚とらわれた、哀れな人形でしかない。

　そんな彼女に、俺は語りかけた。

「……久方ぶりに踊おどろうか、リディア」

【御意イエス、御主人様マイ・ロード】

　こちらの意思に応じて、彼女が全身の拘束を弾はじき飛ばし……

　俺の全身を抱ほう擁ようする。刹せつ那な、彼女の総身が輝かがやきに包まれて、変異を遂とげた。煌きらめく流体となった彼女は俺の右腕に絡からみつき、闇色の鎖くさりへと変へん貌ぼう。右腕全体に巻き付いたそれの先には、巨大な一ひと振ふりの黒こつ剣けんがある。

　俺は武装となった彼女をそっと撫でてから……エルザードを睨にらみ据すえ、宣言した。

「貴様の土俵で戦ってやる。ついて参れ、下げ郎ろう」

　浮ふ遊ゆうの術式を構築し、発動。ふわりと浮かび上がると、一いつ瞬しゆんで空高くへと飛ひ翔しようする。

「龍りゆうに空中戦を挑いどむかッ！　その傲ごう慢まん、死を以て償つぐなわせてやるッッ！　自らの無力さに絶望するがいいッ！」

　巨大な三対の翼を広げ、エルザードはこちらに追従する形で飛翔した。

　宇宙空間に限りなく近い場所で俺達は向き合い、

「貴様、先程から絶望、絶望とやかましいが……それにしては、絶望のなんたるかがわかっていないようだな。そもそも、俺に対しその台詞せりふを吐はくなど千年早い」

　そして、敵方を睥へい睨げいしながら、冷然と言葉を放つ。



















「この俺魔王が、真の絶望というものを教えてやろう」




　牙きばを剝むくように笑むと、エルザードがビクリと体を震ふるわせる。

　しかし、奴はすぐさま気き迫はくを放ち、

「できるものならやってみなッッ！」

　猛たける感情を解き放つ。

　龍の領分たる空中での戦いが今、始まりを告げる──




　　　◇◆◇




　白はく龍りゆう・エルザードの魔法により、大きく数を減らした《魔ま族ぞく》達。

　さりとて、殲せん滅めつされたわけでなく……

《魔族》特有の回復力で以て、アード・メテオールに付けられた傷も、十分に癒いえた。

　ならば、自分達はどうすべきか。

　それは無論、使命を果たすべきである。目前にて無防備な姿を晒す贄にえ、イリーナへと襲おそい掛かかり、この場を離れ、儀ぎ式しきを続行するのだ。

　……そうすべきであると、生き残った《魔族》達は誰もが思っていた。

　しかし、動けない。己が成すべきことを十全に把は握あくしつつも、実行できない。

　全ては、目前の光景が原因である。

「なんなのだ、アレは……!?」

「こ、これは、現実なのか……!?」

「我々は、あんなものを相手にしていたのか……！」

　それはまさに、神話の世界であった。

　闇やみ色の天てん蓋がいにて。黒と白が激しくぶつかり合っている。

　紅い閃せん光こうが煌きらめいたかと思えば、蒼い波動が空一面を埋うめ尽つくし、絶え間ない輝きの只ただ中なかに、黒と白の閃光がジグザグの軌道を描えがく。

　何をしているのか、まるで理解ができない。

　世間では怪かい物ぶつとして畏おそれられている《魔族》でさえ、理解が及およばなかった。

　ただ一つ、わかることがある。

　かの存在達に比べ、自分達がいかに矮わい小しような存在であるか。

　それだけは、誰もが痛感していた。

　そして──気付けば、皆みな一様に手を組み、膝ひざをつく。

「あぁ……！　あぁ……！」

「お赦ゆるしを……！　お赦しを……！」

　誰もが全身を戦慄わななかせ、カチカチと歯を打ち鳴らしながら、赦しを乞こうた。

　その心の中にあるのは、絶対的な畏い怖ふ。

　理解が及ばぬ状じよう況きよう、あるいは絶対的な存在を前にしたとき、人は皆、こうなる。

　あらゆる思考を放ほう棄きして、目前のそれへと祈いのりを捧ささげるのだ。

　もはや《魔族》達の心に使命感はなく、主への忠誠もない。

　二体の怪物に対する強きよう烈れつな畏れが、彼等の心を完全に粉砕したのだった──




　　　◇◆◇




　恐きよう慌こうに陥おちいり、心がへし折れ、今や祈りを捧げることしかできぬ《魔族》達。

　そのすぐ近くで、エルフの少女・イリーナもまた、全身を震わせていた。

　怪物達の戦せん闘とうに伴ともなう衝しよう撃げき波はを絶え間なく浴び続けながら、彼女はボソリと呟つぶやく。

「あれが、本気のアード……！」

　もはや桁けた外はずれだとか、規格外だとか、そういう言葉でさえ物足りない。

　運動速度は、おそらく光に迫せまるものだろう。

　放つ魔法は、全てが一いち撃げきで都市を滅ほろぼすほどのものだろう。

　それを彼は、さも当然の如ごとく扱あつかっている。

　あれはもう神の領域だ。人の域など遥かに超ちよう越えつしている。

　だからこそ、イリーナは心の底から思う。思ってしまう。

　彼のことが恐おそろしい、と。

　……結局のところ、自分はアードのことをまるで理解できていなかったのだ。

　理解したつもりでいただけだったのだ。

　しかし今、イリーナはアードという存在がいかなるものなのか。十全に理解した。

　それゆえに……彼との間に、一線を引きたくなってしまう。

　人が神を崇あがめるように。人が神を畏れるように。イリーナはアードのことを、自分と同じ人間として考えることができなくなりつつあった。

　そして。彼女もまた《魔族》達と同様、畏怖に心敗れ、手を組んで祈りを捧げる──

　という状態に陥る直前。

「なに考えてんのよ、あたしはっ！」

　自らの両頰ほおを張り、活を入れる。

　先刻、アードが口にした言葉を思い出した。できれば見ないでほしい。そう告げた理由は、まさにこれであろう。彼は自身の本気を見せることで、イリーナが自分のもとから離れることを恐れたのだ。そう……自分と同じように。

「アードは、あたしの秘密を知ったのに……それでも、友達だって言ってくれた……！」

　ならば、自分だって。彼のことを一生、友達として思い続けよう。

　彼に悲しい思いは、絶対にさせたくない。だから──

　遥か頭上にて展開される、神域の闘とう争そうを睨みながら、イリーナは拳こぶしを握にぎった。

　この光景を、胸に刻むのだ。あれこそ、自分が目指すべき究極の到とう達たつ点。

「あたしもいつか、そこへ行って……あんたと肩かたを並べてみせる。そうしたら」

　そうしたら、自分の中に芽生えた彼への畏れも消えるだろう。

　その時、自分達はようやく、真に友となれるのだろう。

「待ってなさいよ、アード……！」

　強い決意を胸に刻みながら、イリーナは大切な友の姿を見つめ続けるのだった──




　　　◇◆◇




【下方より魔ま力りよく反応。コンマ二秒後に陣じん形けい成せいの可能性：大】

　無機質な声が闇色の大剣から放たれると同時に、俺は下方へと注意を向けた。

　戦せん闘とう支し援えんユニットであるリディアの言う通り、コンマ二秒後に黄金色の陣が顕現。

　そこから極太の蒼あおい光線が放たれた。彼女の先読みがなければ直撃を浴びていただろう。しかし、発動が事前にわかっているため、対処は可能である。

　迫り来た凶きよう悪あく極まりない威い力りよくの熱線に対し、大剣を一振り。その斬撃が奔ほん流りゆうの先せん端たんに触れると同時に、エルザードの魔ま法ほうが剣の中へと吸収され、消失する。

　それと同時に、魔力が補ほ充じゆうされていく感覚を味わう。

　相手の攻こう撃げきを吸収し、己の魔力へと変へん換かん。それが我が《固有魔法オリジナル》の力の一つだ。

　ゆえに《固有魔法オリジナル》を発動したなら、一撃で魔力のほとんどを消しよう耗もうするような大技を発動しない限り魔力が尽きることはない。

　そして、俺は闇色の天蓋の中をエルザードと共に駆かけ巡めぐりながら、

【左方、右方より高熱反応。現在の運動速度では三秒後に直撃します】

「加速術式を構築。回かい避ひ後に反はん撃げきするぞ」

【御意イエス、御主人様マイ・ロード。加速術式、スタンバイ……構築完かん了りよう。加速します】

　刹那、凄すさまじい圧力が全身に掛かる。光速に迫るほどのスピードを得て推進。きっかり三秒後、背後にて二本の熱線が衝しよう突とつしたか、ド外れた衝しよう撃げきと熱波がこちらを襲う。

　灼しやく熱ねつを全身に感じながら、俺はリディアと共に術式を構築する。

「リディア。コード：アルファ、レディ」

【了りよう解かい。《エクスキューショナー・レイ》、スタンバイ…………完了、撃うてます】

　魔力を消耗した瞬しゆん間かん、我が前面に無数の法陣が顕けん現げんする。その総数六六六。

　前後して、膨ぼう大だいなる陣から血色の閃光が[image: !!?]ほとばしった。数千を超こえる光線の群れが、エルザードへと殺さつ到とうする。それに対し、奴やつは巨きよ体たいを思わせぬ俊しゆん敏びんな動作で対応。

「遅おそい遅い遅いッッ！」

　悠ゆう然ぜんと翼つばさを羽ばたかせ、天空の中を尋じん常じようならぬ速度で翔とぶ。

　迫る光線の数々を時には躱かわし、時には相そう殺さいし、片付けていく。だが、さしものエルザードもこの物量を捌さばききることはできず……およそ一〇〇の光線が直ちよく撃げきした。

　されど……ダメージの色はさほどのものではない。三対の翼のうち二枚が消失。左ひだり腕うでが根こそぎ千切れ飛び、脇わき腹ばらに風穴が空く。

　しかしこの程度の損傷は、我々古代世界の住人にとって軽けい微びなものでしかない。

　実際、エルザードの全身は瞬またたく間に再生し、すぐさま全快となった。

「ハハッ！　当初はどうなることかと思ったけど……なんのことはない！　キミの《固有魔法オリジナル》は、ボク達白龍族が持つ《固有技能》の劣れつ化かコピーじゃないか！」

　奴の声音には、勝ち誇ほこるような色があった。事実、奴は勝利を確信しているのだろう。

「白龍族は大気中の《魔素》を取り込むだけで、傷を癒やすことができる。それに対してキミの《固有魔法オリジナル》は相手の魔法を取り込む必要がある。ハッキリ言って、回復手段としては二流の産物だ。まぁ、基礎能力パラメーターの大おお幅はば強化という側面もあるようだけど……それでも、この姿のボクを倒たおせるほどの火力じゃない」

　その通りだ。現段階では火力不足。よって、俺はエルザードを倒せない。

　当初こそ危うげな場面もあったからか、奴も緊きん張ちようを抱いだいていたようだが……

　今や勝利の確信を抱いており、それがもたらすカタルシスに酔よっているようだった。

　だから、奴は全てが終わったかのような語調で語る。

「キミは、ここで死んでおいた方がよほど幸せだと思うよ？　……足下にいるイリーナくんに何か期待をしているようだけれど、そんなのは無む駄ださ。彼女もまたバケモノだが、キミは別次元だ。同類であれば友達でいられるなんて、そんなことはありえない。キミのことを本当に理解したなら、彼女はキミを畏れ……平然と、裏切るだろうさ」

　エルザードは断言する。

「この世界には、友情も愛情もないんだよ」

　彼女の言葉に、俺は重みを感じ取った。

　……実際のところ、イリーナは俺のことを畏れるだろう。もはや、俺達の関係は終わったのだろう。それを思うと、心が暗くなる。

　そんな俺を嘲あざ笑わらうように、エルザードは鼻を鳴らし、

「孤こ独どくを抱かかえて死んでいけ。そんな最さい期ごが、キミにはお似合い──」

　憎ぞう悪おに満ちた言葉が紡つむがれる中。

　それを斬きり裂さくように、彼女の声が耳に届いた。

「頑がん張ばれぇえええええええええッ！　アァアアアアアアドォオオオオオオオオオッッ！」

　イリーナの声せい援えん。その声には畏れが宿っていたが……

　同時に、友愛もまた込められていた。

「そんな奴にッ！　負けちゃダメなんだからねぇえええええええええええッ！」

　生きて帰ってこい。自分のところに、帰ってこい。そんな思いが込められた言葉を受けて……俺は、己の瞳ひとみが涙なみだで濡ぬれていくことを自覚する。

　そして、対面にて天空に浮うかぶエルザードへ、悠然と微笑した。

「貴様は一つ誤った。……俺はもう、独りじゃない」

　この宣言に、エルザードは不快感をあらわにして、

「そうかい！　けれどね、死んじまったらなんの意味もないぜッ！」

　巨きよ龍りゆうの目前に、五つの大型魔ま法ほう陣じんが顕現する。その様相を睨にらみながら、俺は口を開いた。

「さて。仕込みも万全。ここいらで始めるとするか」

　そして──俺はリディアに命令を送る。

　眼前にて勝利を確信する間ま抜ぬけな龍に、本物の絶望を味わわせるために。

「リディア。フェイズ：Ⅱ、レディ」

【了解。勇ゆう魔ま合ごう身しん、第二形態へ移行します】

　応答と同時に、右みぎ腕うでに巻き付いた鎖くさりから黒いオーラが漏もれ出し──

　こちらの全身に纏まとわり付き、変異を起こす。

　纏う衣服が闇やみ色の装束へ。次いで、髪かみが禍まが々まがしい白はく髪はつへと変わった。

「ハッ！　姿がちょっと変わっただけで！　何ができるってんだいッ！」

　相も変わらず勝ち誇ったような声音で叫さけびながら、奴は魔法を発動した。

　エルザードの眼前にて浮かぶ黄金色の魔法陣五つが、強い発光を見せる。その時、

【解かい析せき完かん了りよう。マジック・キャンセラーを実行します】

　無機質な声が大たい剣けんから発せられ……前後して、五つの魔法陣が砕くだけ散った。

「なにッ!?」

　驚きよう嘆たんの声を放つエルザード。何が起こったのか理解できぬという声音。

　しかし、すぐさま気勢を取り戻もどしたらしい。再び五つの陣を目前に顕現させ、叫ぶ。

「終わりだッ！　アード・メテオールッ！」

　号令一下、今度こそ魔法が放たれる。

　ただし──放たれた蒼そう穹きゆう色の光線はこちらではなく、あちらへと直進した。

「～～～ッッ!?」

　まさに不意打ちの中の不意打ち。これはさしものエルザードも回避できず、全ぜん弾だん直ちよく撃げき。その全身に五ヶ所の大穴を空けた。

「なん、だ、コレは……!?　いったい、何が……!?」

　困こん惑わくする白はく龍りゆうに、俺はネタばらしをしてやった。

「貴様は先刻、我が《固有魔法オリジナル》に対し得意げに語ってくれたがな。吸収など力の一いつ端たんに過ぎぬ。我が《固有魔法オリジナル》の真骨頂は……解かい析せきと支配にある」

「解析と、支配……!?」

　傷を癒いやしながら問うてくる敵に、俺は一つ頷うなずいた。

「然しかり。この姿になった俺は、敵方が行使する一定レベルの力を解析することが可能となる。そして……解析が完了したなら、その力を支配下におくことが可能。今しがた貴様にやってみせたように魔法の暴発を促うながすだけでなく、術式に施ほどこされた偽ぎ装そうを解除し、コピーすることで、あらゆる秘術を我が物にすることもできる。即すなわち──」

　黒き大剣の切っ先を敵方へ向けながら、俺は微笑と共に断言した。

「貴様の攻撃は全て俺のもの。ゆえに、もはや貴様の勝利はありえない」

　ビクリと、エルザードが総身を震ふるわせた。表情こそ変わらないが、その心中には絶望が芽め吹ぶいていることだろう。そこに、さらなるダメ押しをくれてやる。

「我が《固有魔法オリジナル》は親友の魂たましいとの融ゆう合ごう率を高めれば高めるほど、形態を変えていく。そして俺は、残り二つの形態を残している。それが何を意味するか、理解できるか？」

　この問いかけに、エルザードは全身をわなわなと震わせながら、

「う、ぉおおおおおおおおおおおおおおッ！」

　絶ぜつ叫きようと共に七つの法陣を展開。そこから蒼い光線を放とうとするのだが。

「無駄だと言った」

　冷然とした声を放ちながら、敵方の陣をコントロール。

　結果として、エルザードは再び、自らの攻撃に総身を貫つらぬかれたのだった。

「ぐ、ぁああああああ……！　こん、な……こんな、馬ば鹿かな……！」

　全身七ヶ所に大穴が穿うがたれ、大量の鮮せん血けつを雨のように降らしながら、苦く悶もんを口にする白龍。その姿に、俺は黒い微笑を浮かべながら言葉を紡つむぐ。

「どうだ？　それが真の絶望というやつだ。知的生命がもっとも絶望する瞬間というのはな、勝利を確信した際の強いカタルシス状態からの急転落だ。他にもまだまだ指南してやれることは大量にあるが……残念ながら、貴様に教えてやれるのはここまでだ」

　俺は大剣の切っ先を突つきつけたまま、宣言する。

「狂きよう暴ぼうなる龍の王よ。絶望と共に死ぬがいい」

　対し──エルザードは怪け我がを癒やしつつ、全身から怒ど気きを放った。

「ふざ、けるなぁあああああああああッ！　死ぬのはお前だぁあああああああああッ！」

　絶叫の後、奴は最後の悪あがきを開始する。

「《フルム》《エヴィザ》《グウィネス》……解析できるもんなら、やってみろッ！」

　龍言語による詠えい唱しよう後、奴の目前にド外れたサイズの法陣じんが顕現した。

　目算して、一〇〇メリルはゆうに超えている。

　……なるほど、このレベルの術式は現段階では解析不能だ。しかし、

「解析など不要。真正面から叩たたき潰つぶすのみ」

　俺は微笑を崩くずさぬまま、リディアに命令を下す。

「コード：シグマ、レディ」

【了解。《アルティメイタム・ゼロ》、スタンバイ】

　刹せつ那な、我が眼前に七つの巨きよ大だいな黒き法陣が、重なるようにして顕現した。

【魔ま力りよく充じゆう塡てん率、三〇％……四〇％……五〇％……】

　やがて、七つの魔法陣が回転し始め──ゴウン、ゴウン、と、鐘かねの音に似た音おん響きようが轟とどろく。

「《エヴシム》《ルファサ》《ウルヴィス》《アズラ》……」

　エルザードの詠唱に合わせて、あちらの法陣もまたゆっくりと回転し──

　キィン、キィン、と、甲かん高だかい音が鳴り響ひびく。

【魔力充塡率、七〇％を突とつ破ぱ】

　互たがいの魔法陣が音を立てる中、俺達は鋭するどい視線をぶつけ合い、

【八〇％……九〇％……九五％……充塡率、一〇〇％に到とう達たつしました】

　こちらの準備が整うと同時に、敵方の詠唱も終わりを迎むかえた。

「消えてなくなれッッ！　《エルダー・ブレス》ッッ！」

　黄金色の巨大な法陣が、一際強い煌きらめきを放つ。その様相を睨みながら、

【いつでも撃てます。いかがなさいますか？】

「是ぜ非ひもなし。《アルティメイタム・ゼロ》、発射フアイア」

　そして──

　黄金色の魔法陣から蒼あおい奔ほん流りゆうが。

　闇色の魔法陣から紅き奔流が。

　一いつ気き呵か成せいに放たれた。

　まるで大瀑ばく布ふの如ごとき二つの光線が、彼ひ我がの間で激げき突とつする。

　紅と蒼、両者が拮きつ抗こうし、激げき烈れつな輝かがやきと衝しよう撃げき波はを放つ。

　星を何周も巡めぐるであろう桁けた外はずれな衝しよう撃げきに、こちらの白髪が激しくなびき続けた。

　拮抗状態はたっぷり三〇秒続いたが、やがて均きん衡こうが崩れ出す。

　俺が放った紅き膨ぼう大だいな流線が、蒼いそれを飲み込んでいき、やがて──

「ばっ、馬鹿なッ！　こんな、馬鹿なああああああああああああああッ!?」




　絶望感に満ちた叫きよう声せいを放つ巨龍の全身をも、搔かき消していった。




　宇宙空間へと突き進む紅き奔流は、発動限界を迎えたことで次第に細く縮まっていき、最後は僅わずかな紅い粒りゆう子しを残して消しよう滅めつ。

　あとには何も残らない……

　はずだった。
















「……ほう。これは想定外だな」

　目前の光景に、俺は僅かながらも驚おどろきを覚えていた。

　手心を加えたつもりはない。全力全開で放った《アルティメイタム・ゼロ》、だったが。

　それを浴びてなお、エルザードは生きていた。

　さすがは神話に名を刻みし龍といったところか。この魔ま法ほうを受けて生き残った者は、こいつが初めてだ。全盛期に比べ、我が切り札も弱体化してはいるが、それでも、アレを受けてなお生存しているという事実は称しよう賛さんに値する。

　とはいえ。

「ぐ……うぅ……」

　その姿はまさに満まん身しん創そう痍い。体面積の六割近くが失われており、先刻の大技で魔ま力りよくをほとんど使い果たしたか、自己再生もできない様子。エルザードの命は風前の灯ともし火びに等しい。

　どれ、その命、刈かり取ってやろうかと手を伸のばした、その時。

「死ぬ、のか……独りで生きて……独りぼっちのまま、死んでいくのか……」

　弱々しい声が耳に入った瞬しゆん間かん、俺はトドメの一手を躊躇ためらった。

　末まつ期ごの言葉には、その者の本性が表れる。エルザードが口にした言葉には……

　底知れぬ悲ひ哀あいと、孤独感が宿っていた。

　それが一いつ瞬しゆん、判断を鈍にぶらせ──

「嫌いや、だ……！　死んで、たまるか……！　殺す……！　殺し尽つくす……！」

　白龍の全身から並々ならぬ殺気が溢あふれたと同時に、ようやっと俺は我に返った。

　が、時既すでに遅おそし。トドメの一いち撃げきを加える前に、敵方の一手が先に出た。

　エルザードの全身が透すき通っていく。これは……転移魔法か。

　試しに《フレア》を放ってみたが、炎ほのおは奴やつの体を貫かん通つうし、なんの影えい響きようも及およぼさない。

「アード・メテオール……！　ボクは、キミが──」

　言葉の途と中ちゆう。奴の姿が、完全に消失した。

「……まるで、泣き出す手前の幼子のようであったな」

　去り際、彼女の金色の瞳ひとみから、俺は悲哀と寂せき寞ばくを感じ取った。

　正史において、彼女は友となった女を裏切り、国を滅ほろぼした恐おそろしい怪かい物ぶつとして記されているが、しかし、俺にはどうも、奴がただの怪物だとは思えなかった。

　どこか、俺と似た何かがあるような、そんな気がしてならなかった。

　……まぁ、そのことを今どう思おうと、詮せん無なきことだが。

　俺は右手に握にぎる黒剣へと目をやり、言葉を紡つむぐ。

「リディア。此こ度たびは大義であった。我が魂の中へ戻るがいい」

【御意イエス、御主人様マイ・ロード】

　闇色の大剣と、腕うでに巻き付いていた鎖が煙けむりとなって霧む散さんする。それと同時に、変化していた全身が元のそれへと戻った。その後、俺は再びアード・メテオールとしての仮面を被かぶり、眼下の山頂へと降り立ち……イリーナの姿を見る。

　途と端たん、彼女はビクリと体を震わせた。……あぁ、やはりこうなったか。俺が最後に放った魔法、《アルティメイタム・ゼロ》を見たことで、考えが変わったのだろう。心が完全に折れたのだろう。ついさっき声せい援えんを送ってくれた彼女は、もういない。

　別にいいさ。孤こ独どくには慣れている。リディアの時とは違ちがって、今回は守ることができたのだ。それだけで十分──

「い、いや～、やっぱアードはすごいわねっ！」

　俺の思考を切断するように、イリーナが明るい声を放つ。

　こちらをまっすぐ見つめる瞳には、畏い怖ふだけでなく……強い決意が秘められていて。

「さっすが、あたしの友達だわっ！　あたしも負けてらんないわね！　もっともっと、強くなって、それで……」

　彼女は自らの思いを、一言にまとめて、口にした。

「あんたが頼たよれるような、そんな女の子になるわ。絶対に」

　この言葉に……目頭が、熱くなった。

　はは。馬鹿だな、俺は。イリーナが俺を見捨てるわけがないだろうに。

　この子は、誰だれよりも優しい女の子、なのだから。

　目め尻じりにたまった涙なみだを拭ぬぐいながら、俺は口を開く。

「イリーナさん……私と、友達で居続けてくれますか？」

「あったりまえでしょっ！　これからもよろしくね、アードっ！」

　初めて会った時のように、握あく手しゆを交わす。

　俺は照れたように笑いながら。

　イリーナは幼子のように、純じゆん粋すい無む垢くな笑顔をふりまきながら。

　数千年後の未来にて、俺はようやく、真に孤独から解放されたのだった──




「──ところでイリーナさん、以前に続いて、またもや左手を出しましたね？」

「あっ！　ご、ごめんっ！　わ、悪気はなかったのぉおおおおおおおおっ！」




　色々あったが、とりあえずこの言葉で締しめよう。

　イリーナちゃん、マジ可愛いッ！










　　　第二一話　元・《魔ま王おう》様、色々と環かん境きようが変化する







　全ての事後処理を終えて、英えい雄ゆう男だん爵しやく・ヴァイス、大魔ま導どう士し・ジャック、カーラの三名は今、馬車の中で揺ゆれを感じつつ、村への帰路についていた。

「にしても。今回の一件はどうにもキナ臭くせぇよなぁ」

「えぇ、ホントにね～。妙みようなところがいくつもあるわ～」

　対面にて座る二人の疑念に、ヴァイスは首しゆ肯こうを返した。

「そうだね。そもそも、今回の事件が発生したこと自体があまりにもおかしい」

　このように断言する理由は、二つある。

　まず一つは、ヴァイスとイリーナの情報が漏ろう洩えいしたこと。彼等が《邪じや神しん》の血を引く一族であることを知る者は、一〇にも満たない。その中で《魔族》と結けつ託たくしていそうな者は皆かい無むである。ゆえに、なぜ情報が漏洩したのか、これがわからない。

　二つ目は、《魔族》の総数。彼かれ等らは極めて少数の種族であるため、これまで起こしてきた事件はいずれも小規模なものだった。十数年前の《邪神》復活にしても、小さな事件の積み重ねの末に達成されてしまった事こと柄がらであり、彼等が今回のような事件を起こしたことはこれまでの歴史上ほとんどない。

　今回の一件で討とう伐ばつした《魔族》の数は数千にも及ぶ。これだけの人員を失ったなら、《ラーズ・アル・グール》は壊かい滅めつ寸前に陥おちいるはずだ。

　此こ度たびのイリーナ誘ゆう拐かいに全てを賭かけていたと考えればつじつまは合うのだが……

　組織の頭目を始め、大幹部達もまた現場に出張っていないところからして、今回の誘拐事件は奴やつ等らにとって大した計画ではなかったと考えるべきだろう。

　では、なにゆえ少数種族たる《魔族》が多大な犠ぎ牲せいを出すような計画を実行したのか。

　この点については納得のいく答えが出ず、謎なぞが深まるのみである。

「……なんにせよ、これからイリーナは毎日のように危機に晒さらされるだろうね」

「だろうな。けど、心配はいらねぇんじゃねぇの。だってホラ」

「イリーナちゃんには、ウチの子がついてるからねぇ～」

　だから大だい丈じよう夫ぶ。といった確信を抱いだく二人に、ヴァイスもまた同じ考えを示した。

「そうだね。彼がついていれば問題はない。ただ……僕達が抱かかえているもう一つの秘密を知った時、彼がどういう選せん択たくをするか。それ次第ではあるけれど、ね」

　呟つぶやくと、ヴァイスは無ぶ聊りようの慰なぐさみとして持参した、一冊の本を開く。

　時代を超こえたベストセラー、《魔王》を主人公とした英えい雄ゆう譚たんの第九八巻目。全二一五巻にもおよぶ大長編の中で、この九八巻は最大の悲劇が描えがかれた名作として知られている。

「《魔王》様は自らの手で、親友である《勇者》、リディアを殺害した。この英雄譚ではリディアの裏切りが理由だと語られているけれど……実際、なぜ《魔王》様が親友をその手にかけたのか、真実は明らかになってない」

　それは歴史上のミステリーとして、未だに学者達の論争の的になっている。

　なんにせよ。

「僕達が《邪神》の一族であり──かつての《勇者》リディアの末裔であることは、何があろうと隠かくし通さなければいけない。アード君には、いや……《魔王》様には、絶対に」

　ジャックとカーラは神しん妙みような顔で頷うなずいた。

　三人はアード・メテオールがその力量の片へん鱗りんを見せ始めた時点で、彼が《魔王》の転生体であることに気付いていた。その理由はさまざまあるが……

　そもそもの問題として、アード・メテオールが生まれたこと自体がおかしいのだ。

　何せ、ジャックとカーラ、大魔導士と呼ばれる二人は夫婦だが、子を作るための行こう為いをすることは絶対にありえない。なぜならば……

　二人は、同性愛者だからだ。

　ゆえにカーラが妊にん娠しんした時点で、三人は疑ぎ惑わくを抱いていた。

　アードが村で見せた数々の非常識により、その疑惑が確信に変わったのである。

「……アード君と出会った日。イリーナは珍めずらしく外に出たがった。そのことについて、彼女は運命を感じたから、と言っていたけれど。……それも当然だね。僕もまた彼を一目見た瞬間、何か運命的なものを感じ取ったから」

　ヴァイスは嘆たん息そくしながら思う。この運命が果たして幸福な結末に辿たどり着つくものなのか。

　はたまた……先祖たる《勇者》の如ごとく、悲ひ惨さんな末路に辿り着くものなのか。

　不安を面おもてに出すヴァイスへ、大魔道士二人もまた緊きん張ちようした面持ちで言う。

「もしかすっと、そんなに大した理由じゃねぇのかもしれねぇが」

「万一、彼にとってのトラウマであったりしたなら～……」

「イリーナとリディアを重ねた結果、二人の友情が壊こわれるかもしれない」

　三人は同時に嘆息した。アードとイリーナ、その前ぜん途とは多難である。

　真実を隠し通せればいいのだが、しかしそれは難しかろう。




　秘密とは、どう足あ搔がいても、いずれ明らかになるものなのだから──




　　　◇◆◇




　イリーナ誘拐事件が解決を見せた後。俺を取り巻く環境は大きく変化した。

　まず一つ。例の講師化計画だが、イリーナ奪だつ還かんを高く評価された結果、俺は生徒兼けん講師として時たま教きよう鞭べんを執とることになった。どうしてこうなった。

　次いで、もう一つの変化。

　それは住すみ処かである。イリーナの情報が敵方に漏もれていることが判明した今、彼女は四六時中危険な状態といえよう。ゆえに常時護衛を付ける必要がある。

　その護衛役が俺に決定した。

　そういうわけで、俺とイリーナは常に生活を共にすることとなり……

　住む場所も貴族用の寮りようにある二人部屋を用意してもらい、俺は平民でありながら特例で貴族用の部屋に住まうことになった。

　俺達にあてがわれた部屋は無む駄だに広々としており、床ゆかには豪ごう奢しやな紅い絨じゆう毯たんが敷しき詰つめられており、室内中央には天てん蓋がい付きの大きなベッドがある。平民用の部屋とは大おお違ちがいだ。

　さておき。夕ゆう餉げを摂とり終え、入浴の時間となった。貴族用の寮には巨きよ大だいな入浴施し設せつが併へい設せつされているとのことだが、無論、混浴ではないため長い時間イリーナを一人にすることになってしまう。よって万一のことを考え、しばらくは室内に設けられたシャワールームで入浴を済ませることにした。

「ふぅ～～～、さっぱりした～～～」

　気持ちよさげな声と共に、シャワールームから出てくるイリーナ。

　バスタオル一枚。彼女の凶きよう悪あくな兵器達を隠すベールはそれだけであった。

　彼女は特別、そのことを気にしたふうはないのだが……

　なんだろう。俺はどうにも、顔が熱くなってしまう。

　この感情は羞しゆう恥ちとか、そういうのとは少々違う気がする。

　先日、彼女との絆きずなが深まったから、だろうか。それが原因で俺は……

　いや、よそう。一時の気の迷いやもしれぬ。

　その後、俺の目の前でネグリジェに着き替がえたイリーナと、しばし雑談に興じ……

　本日も同じベッドで眠ねむることになった。

　この部屋にはなぜだか、ベッドが一つしか用意されていなかったのだ。

　俺は二つ目を早急にと注文したのだが、

「いいじゃないのよっ！　一つのベッドでっ！　あたし、アードと毎日一いつ緒しよに寝ねたいっ！」

　無む邪じや気きにこんなことを言われたら、断ることもできない。

「で、では、もうそろそろベッドの中に入りましょうか」

「うんっ！」

　嬉うれしげに頷くと、俺と同様、ベッドへ体を預けるイリーナ。当たり前のように俺の隣となりへと寝ね転ころがる。そのさまは主人との添そい寝を楽しむワンコのようであった。

　なんだろう。どうにも緊張する。やはり俺は……と、そう考えた瞬しゆん間かんのことだった。

　ドゴォオオオオオオオオンッ！　室内に轟ごう音おんが響ひびき渡わたる。

　すわ刺し客かくかと、俺達は飛び起きた。……どうやら、違ったらしい。

　ベッドのすぐ近くにある壁へき面めんに、大穴が空いている。その向こう側で──

「こんばんわ～♪」

　サキュバスの少女、ジニーがニコニコしながら手を振ふっていた。どうやら壁かべドンして壁面をブッ壊したらしい。彼女はこちらへと近寄ってきて、ベッドの上に乗っかると、

「実は今日からお二人の隣りん室しつになりまして。だったらもう、三人部屋にしちゃおっかなって♡　これから同室者としてよろしくお願いしますねっ♡」

　爽さわやかな笑顔の彼女に、イリーナが顔を真っ赤にして怒ど気きを放った。

「ふ、ふざっ、ふざっけんじゃないわよぉおおおおおおおおおおおおっ！」

「あっ、そうそう、アード君っ！　私が前々から進めていた一〇〇人ハーレム計画、なんですけど、よさげな女の子が見つかりましたので今度紹しよう介かいしますね♪」

　怒いかり狂くるうイリーナを無視して、これまたとんでもないことを言い出すジニー。

「ちょ、ちょっと待ってください。一〇〇人ハーレム？　なんですか、それは」

「アード君、ちょっと前に言ってましたよね？　友達が一〇〇人欲しいって。これはつまり、五人や六人どころか、一〇〇人レベルのハーレムを築くという宣言かな、と」

　いや、全然違ちがうわ。俺は普ふ通つうに友達が欲しいだけだ。誰だれも女に限定してはいない。

　そのように弁解したのだが、ジニーはと言えば聞く耳をまったくもたなかった。

「一〇〇人のハーレムを築き上げるという都合上、この部屋は狭せますぎるなぁ～。いずれ大きなお屋や敷しきに引っ越こししましょ！　大丈夫、アード君ならお屋敷の一つや二つ、ポンと買えるようになりますよ！　だからハーレムメンバーの選定は私に任せてくださいっ！」

「いや、任せるも何も、根本的に──」

「ハーレムなんか許さないって、前も言ったでしょうがあああああああああッ！」

　イリーナが無理やり話に入ってきて、ジニーと激しい舌戦を繰くり広げる。

　そんなさまを傍はたで見つめながら、俺は苦笑と共に呟いた。




「今後も退たい屈くつしそうにありませんね。本当に……」










　　　あとがき







　前作からお付き合いいただいている方はお久しぶりです。

　今作からの方は初めまして、下か等とう妙みよう人じんでございます。




　本作は小説家になろう様にて連れん載さい中の拙せつ作さくを、頭の天てつ辺ぺんからつま先に至るまで加筆修正を加えたものとなっております。いわゆる書しよ籍せき化、というやつですね。




　さて皆みな様さま。話は大きく変わりますが……今年も例の季節がやって参りましたね。

　そう、モンハンの季節です。

　自分語りで恐きよう縮しゆくですが、私は無印からの古参プレイヤーでして。ここ最近は多た忙ぼうゆえなかなかゲームをする時間がないのですが、それでも絶対にモンハンだけはプレイする、というぐらいの、筋金入りのハンターでございます。

　だからカプコン様、どうか私に仕事を恵めぐんでください（ダイレクト営業）。




　そういうわけで、一月二六日に発売された最新作、モンスターハンター：ワールドに関しても、既すでに一五〇時間ほどプレイしております。

　前作から対象ハードが変わったことに関して賛否両論ありましょうが、ＰＳ４でのモンハンを望んでいた私としては、まさに朗報でした。グラフィックが美び麗れいになったことによる恩おん恵けいは凄すさまじく、自作のオッサンキャラが格好良くなったり、オッサンキャラが格好良くなったり、オッサンキャラが格好良くなったりしています。マジで最高。

　……え？　女キャラ？　そんなものは知らん。

　その他もろもろ、今作の魅み力りよくについて語ろうとすると、なんの誇こ張ちようもなく一〇〇ページは尺を使いますので、この話は一いつ旦たんここで止めておきます。




　で。少々話が変わりますが。作家生活というのはなかなかストレスが溜たまるものです。

　己の筆力のなさを痛感したり、ネタが浮うかばなくて焦あせったり、近所の子供の無ぶ遠えん慮りよな叫さけび声に辟へき易えきしたり、近所の子供の無む邪じや気きな笑い声に昔の自分を重ねて凹へこんだり、近所の子供の生活音にイライラしたり……作家にはそういうストレスが付きまとうのです。

　まだ作家生活一年の自分がこういうことを語るのもおこがましいのですが、作家というのは高いストレスを受けている状じよう況きようでは執しつ筆ぴつが捗はかどらないものだと思います。

　ゆえに、作家は独自のストレス解消法を身に付けるべきかと。

　しかしながら、私はそういったものをなかなか見み出いだせず、苦労しておりました。

　今作の執筆時も主に近所の子供がストレスを与あたえてきて、さてどうしようかと悩なやんでいたのですが……そんなときでした。光明が見えたのは。

　ある日のこと。なんの気なしにテレビを見ていたところ、例のＣＭが流れたのです。

　そう、スズランのてっぺんに一番近い男こと、山やま田だ孝たか之ゆきさんが主演を務めた、モンスターハンター：ワールドのＣＭであります。

　いや、まさに衝しよう撃げき的でした。大の大人が無邪気に、しかし全力でモンハンごっこ。

　その姿はとても微笑ほほえましく、そして……なぜだか羨うらやましかった。

　だからなのか、気付けば私も山田さんの如ごとくモンハンごっこをやっておりました。

　三十路前のオッサンが全力で「ディアブロスゥウウウウウウウウッ！」と叫んで室内を走り回ったり、「ガノトトスゥウウウウウウウウウウッ！」と叫んでビッタンビッタン跳はねまくったり……まさしく下等妙人、魂たましいの叫びでありました。

　それはきっと、近所の子供にも伝わっていたことでしょう。オッサンの意味不明な絶ぜつ叫きようにビビりまくったことでしょう。ざまぁみろ。

　ともあれ。モンハンごっこは私の心に癒いやしを与えてくれました。

　モンスターに扮ふんして奇き行こうを重ねるごとに、ストレスは消えていき……そして、私は思ったのです。これは今後もやっていこう、と。

　そんな私が、締しめのドスジャギィを楽しんでいた、そのときでした。

「……あんた、何してんの？」

　親フラです。まさかの親フラ。かつてニコ生で親フラした生主を見てゲラゲラ笑っていたのですが、そのときのバチがあたったのでしょうか。

　固まる親、固まる私。……もう二度と、モンハンごっこはやらない。そう誓ちかった瞬しゆん間かんでした────という、噓うそ話。

　そう、全て噓でございます。あとがきのネタがなかったので、噓をつきました。

　大の大人がそんな、ディアブロスゥウウウウウとか叫ぶわけないじゃないですか。

　あはははは。




　……さて、最後に謝辞を。まず担当様。今作も多大なご迷めい惑わくをおかけいたしました。なかなか成長できない私をどうかお許しください。

　続いて、イラストを提供してくださった水みず野の早さ桜お様。イリーナちゃんマジ可愛かわいいなイラスト、まことにありがとうございます。

　そしてＷｅｂ版を応おう援えんしてくださっている皆様。皆様のおかげで書籍化へとこぎつけることができました。本当にありがとうございます。今後ともなにとぞよろしくお願いいたします。

　最後に、この本を手にとってくださった読者様に、極限以上の感謝を。

　それでは、第二巻で再会できることを祈いのって、ここに筆を置かせていただきます。


下等妙人










下等妙人

●かとうみょうじん



第29回ファンタジア大賞＜銀賞＞を受賞しデビュー。

毎回地味に苦労するのがこの著者プロフィール。何を書いていいのかわからない。

これはあとがきに関しても同様で、自分がいかにつまらない日常を送っているか痛烈に実感させられる。




なんかもう、異世界行きたい。


















カバー・口絵・本文イラスト／水野早桜

カバーデザイン／アフターグロウ










史し上じよう最さい強きようの大だい魔ま王おう、村むら人びとＡえーに転てん生せいする




１．神しん話わ殺ごろしの優ゆう等とう生せい








下か等とう妙みよう人じん
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